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はじめに

クリエイティブなプロフェッショナルが、よりクリエイティブでいられるように。アップル
はその点を最も大切に考えて製品を開発しています。そしてMac OS X “Panther”によって
新しい次元のパワーと創造性を、クリエイティブプロフェッショナルの方々に提供します。
Mac OS Xを利用すれば、より素早くイメージを形にし、これまでにない快適さでさまざまな
ワークフローに対応することができます。

この移行ガイドは、現在のMac OS 9ベースのシステムからMac OS Xへスムーズに移行す
るためのお手伝いをします。実際の操作方法や、オプションの設定についてはステップバ
イステップでわかりやすく、また効率のよいクリエイティブワークのための設定方法につい
ても解説します。

Mac OS Xの操作は、簡単ですぐに覚えることができます。またMac OS Xには過去の
Macintoshオペレーティングシステムの主要な機能も受け継がれています。アップグレー
ドのタイミングとしては、今が最適です。Mac OS X “Panther”は、その安定性と優れたパフ
ォーマンスにより、エキサイティングな新しいグラフィックスや協調性、ユーザインターフ
ェイス、そしてデジタルメディアの将来性に大きく貢献します。

• Mac OS Xは、信頼性の高いUNIXをベースに設計されています。複数のアプリケーション
やタスクをより高速で実行し、ユーザに代わってメモリ管理を行うことで、飛躍的な生産
性を活用することができます。

• スクリーン表示およびプリント用にPostScriptをPDFに変換する機能。ネットワーク上の別
のコンピュータからPostScriptファイルをお使いのMacに送信し、ファイル変換、文書のラ
スタライズ、USBプリンタによるPostScriptプリントを行うことができます。ネットワーク上
のUSBプリンタをPSプリンタとして共有する機能は業界初です。

•「PDFで保存」ボタンをクリックするだけで、どんなアプリケーションからでも簡単にPDF
ファイルを作成することが可能です。また、超高速PDFビュ－ワアプリケーションである「プ
レビュー」によって、プレビューを見ることができます。

• PDFを強化するプロ級の変形および操作が可能なQuartzフィルタ。色の管理、特殊カラー
効果の適用、イメージデータの変更、あるいはプロのパブリシングワークフローに最適化
したPDFファイルの作成に利用できます。

• さまざまなフォントフォーマットを幅広くサポートし、フォント管理機能を内蔵。あらゆ
る場面で正確、かつ精細にフォントを表示します。

• 同一の文書で複数の言語の作業をしたり、豊富な字形を持つ書体を活用することができる
Unicodeテキストエンコーディングをサポートしています。

• 新しいFinderはこれまでよりずっと高速に、ファイルやフォルダにアクセスすることが可能
になっています。
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• ユーザインターフェイスの劇的な進化である、Exposéは複数のファイル、アプリケーショ
ン、プロジェクトでの作業の進め方を大幅に進化させます。

• プリント管理を１つのアプリケーションに統合した、「プリンタ設定ユーティリティ」。

• Mac OS Xのファイル共有、プリンティング等のサービスが標準プロトコルを使用している
ことにより、Windowsベースのコンピュータのユーザとスムーズにコラボレーションし、
プリンタなどのデバイスに対するこれまでの投資を活かすことができます。

• さまざまなマルチメディアアプリケーションが付属。iChat AVはリアルタイムのテキストチ
ャットだけでなく、オーディオ、ビデオチャットにも対応しています。またiLifeに含まれる
iPhoto、iTunes、iMovie、そしてiDVDによって先進的なデジタルメディアを活用すること
ができます。

• 無償のMac OS X用アプリケーション開発ツールがフルセットで付属しています。

Adobe Creative SuiteやMacromedia Studioに代表されるクリエイティブプロフェッショ
ナルがお気に入りの10,000以上ものアプリケーションがすでにMac OS Xに対応し、その強
力な機能を利用できるようになりました。また、アプリケーションが完全にMac OS Xネイ
ティブのバージョンに移行するまで、Mac OS XのClassic環境を利用して従来のアプリケー
ションを使用し続けることも可能です。

既存のMacをアップグレードする場合でも、また新しいMacに移行する場合でも、このガ
イドにある手順に従うだけで、すぐにMac OS Xの機能がご利用いただけるようになるでし
ょう。

どの方法で移行しますか？

Mac OS Xを、古いバージョンのオペレーティングシステム（Mac OS 9あるいはそれ以前）を
持つMac上にインストールする場合には、「既存のMacをアップグレードする」の章をご一読
ください。

これまで古いオペレーティングシステム（Mac OS 9あるいはそれ以前）をインストールした
Macを使用していて、今回Mac OS XがプリインストールされたMacを購入または入手した
場合には「新しいMacに移行する」を読んで、スムーズにアプリケーションやファイルを転
送するための方法を学んでください。

アップグレードの過程で必要な手順を抜かすことのないよう、移行チェックリスト（付録I）
をご用意しました。

Mac OS Xにアップグレードしたら「Mac OS Xの基礎」を読んで、Mac OS Xの新機能を
理解するとよいでしょう。フォント管理、ハードディスクのフォーマット、Mac OS 9と
Mac OS Xを比較したクイックリファレンス、サポートするデバイス、システムのメンテ
ナンス、トラブルシューティング、そしてマルチユーザシステムでの作業に関する情報
については、付録を参照してください。
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既存のMacをアップグレードする

Mac OS 9をインストール済みのコンピュータに、Mac OS Xをインストールする場合には以
下の手順に従ってください。付録Iの移行チェックリストを利用し、あらかじめ必要なステッ
プをすべて完了しておくとよいでしょう。

既存のファイルを（必要であればMac OS 9そのものを）ハードディスクに残しておくことも、
ハードディスク上のデータを消去して、Mac OS Xとアプリケーションをクリーンインストー
ルすることもできます。以下の手順の解説は、ある程度Mac OS 9に慣れ親しんでいること
を前提としています。

また、移行を終えたら、Mac OS Xの機能や操作について慣れる必要があります。「Mac OS
Xの基礎」の項、およびプリント、フォントなどの共通するタスクに関するそれ以降の章を
読むことをお勧めします。

この項では、以下の作業を行います。

1.コンピュータおよび周辺機器のMac OS Xへの対応状況を確認します。（7ページの「ハード
ウェアを確認する」を参照してください。）

2.アプリケーションのMac OS Xへの対応状況を確認します。（8ページの「ソフトウェアを確
認する」を参照してください。）

3.現在のネットワーク設定を控えておきます。（10ページの「Mac OS 9のネットワーク設定を
控えておく」を参照してください。）

4.現在のemailの設定を控えておきます。（12ページの「Mac OS 9のemailの設定を控えてお
く」を参照してください。）

5.ファイルをバックアップします。（13ページの「ファイルをバックアップする」を参照してく
ださい。)

6.必要に応じて、Mac OS 9をアップデートします。（13ページの「Mac OS 9をアップデートす
る」を参照してください。）

7.Mac OS Xをインストールします。（14ページの「Mac OS Xをインストールする」を参照してく
ださい。

8.控えておいたネットワークとemailの設定を移します。（17ページの「控えておいた設定を移
す」を参照してください。）

9.Mac OS X環境で使用するアプリケーションをインストールします。（17ページの「アプ
リケーションを移動する」を参照してください。）

10.もしディスクを再フォーマットした場合、バックアップしておいたファイルを再びインスト
ールします。ディスクを再フォーマットしていない場合でも、特にMac OS Xアプリケーショ
ンで使用するファイルについては、ファイルの保存場所を変更した方がいい場合がありま
す。Mac OS X環境でのファイルの効率的な保存については、29ページの「ファイルの管理
方法」を参照してください。
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ハードウェアを確認する

Mac OS X v10.3 “Panther”は、PowerPC G3、G4、G5プロセッサおよび内蔵USBポートを
搭載したMacintoshコンピュータ上で動作します。お使いのコンピュータがMac OS Xに適
した動作環境であるための条件は以下の通りです。

• 128MB以上の実装メモリ。プロのパブリシングユーザには1GBを推奨

• 内蔵ディスプレイまたはアップル純正ビデオカードに接続したディスプレイ（Macシステム用
に販売されているビデオカードの大部分は、Mac OS X互換となっています。詳細はビデオ
カードメーカーにお問い合わせください）

• 2GB以上の空きがあるハードディスク。クリエイティブ環境では8GBを推奨

アップルは、プロセッサアップグレードカードを搭載したシステムで、Mac OS Xをサポー
トしていません。カードを取り外すか、Mac OS Xを実行可能な別のMacを使用する必要
があります。

付録Iのチェックリスト第1項が、お使いのMacintoshシステムの確認に役立ちます。第2項
は、他社製のハードウェアおよび周辺機器を取り扱っています。

他社製のハードウェアおよび周辺機器

キヤノン、ニコン、HP、ソニー、LaCie、EPSON、Lexmark、3M、Kodak、Kensington、
Logitechなど、数多くのトップメーカーが抱える製品のほとんどは、そのまま追加コス
トもなくMac OS X環境で使用することができます。Mac OS Xの環境で使用したい外部
デバイスには、どんなものがあるのでしょうか？　以下は、デザインや印刷といった目
的によく使用される周辺機器です。

• プリンタ
• スキャナ
• リムーバブルストレージ
• デジタルカメラ
• オーディオデバイス（マイク、スピーカーなど）
• ビデオカード
• CDRドライブ
• PDA
• SCSIカード

Mac OS Xは、オープンスタンダードに基づく最新のI/Oシステムを備えており、デザインの
プロが使用するあらゆる周辺機器をサポートすることが可能です。標準の状態でビデオカ
メラ、デジタルカメラや外部ストレージデバイス、スキャナ、プリンタといった入力デバイス
の多くをサポートするよう設計されています。Mac OS Xが標準でサポートしている周辺機
器の最新リストについては、付録Bを参照してください。

それ以外の製品では、Mac OS Xを利用するための他社製のドライバが必要になる場合も
あります。ドライバの対応状況についての情報は、メーカーまたはアップルのダウンロード
サイト（www.apple.co.jp/downloads/macosx/drivers）から入手できます。

チェックリストの第2項で、お使いのハードウェアの対応状況を確認することができます。
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ソフトウェアを確認する

すでにMac OS Xの環境では、Mac OS X用に設計された10,000種類以上のアプリケーショ
ンを利用することができます。この項目では、クリエイティブプロフェッショナルが最も頻
繁に使うソフトウェアで、アプリケーションのアップグレードまたは新バージョンを入手す
る必要があるかを判断します。最新情報については、www.apple.co.jp/macosx/applica-
tionsを見るか、guide.apple.com/jp/から検索するとよいでしょう。

Mac OS Xアプリケーションの種類

Macintoshデベロッパのほとんどは、全く新しいMac OS X用のアプリケーションか、Mac
OS Xにも対応したMac OS 9アプリケーションを開発しています。Mac OS Xのリリース前
に作られたアプリケーションは、Mac OS XのClassic環境で実行することが可能です。

• Mac OS X向けに開発されたアプリケーション Mac OS Xの恩恵を最大限に受けるために
は、プリエンプティブ・マルチタスキングや、先進のメモリ管理などの強力で先進的な機能
を活用できるアプリケーションを使用するべきでしょう。今現在、Mac OS 9で使用されて
いるアプリケーションの中には、Mac OS X環境で完全に動作するものもあります。

• Classicアプリケーション 上記に当てはまらない、Mac OS Xのリリース前に作られた
アプリケーションでも、Mac OS XのClassic環境を利用すればMac OS Xの移行後も問題
なく動作します。この場合は、再インストールは不要です。Classicアプリケーションを
ダブルクリックすれば、自動的にMac OS XのClassic環境が立ち上がります。

使い慣れたアプリケーションをMac OS Xでも使い続けたいと思うならば、より新しいバー
ジョンにアップグレードするという方法もあります。お使いのアプリケーションにMac OS X
対応のバージョンがあるかどうかは、そのアプリケーションのデベロッパにお問い合わせく
ださい。

画像編集およびページ編集ソフトウェア

Adobe Photoshop、Adobe Illustrator、Adobe InDesign、Macromedia FreeHandなど
の主なクリエイティブアプリケーションの多くは、すでにMac OS Xバージョンが入手できる
ようになっており、これまで以上に生産的に作業を進めることが可能になっています。
バージョンアップが既に行われているかどうかは、お使いのアプリケーションのデベロッ
パにお問い合わせください。まだの場合には、Mac OS 9バージョンのアプリケーションを
Classic環境で使用することができます。

Adobe Acrobat、Adobe InDesignなどのアプリケーションに機能を追加する人気の高い
他社製プラグインについては、すでにMax OS X対応の新バージョンが開発中であることが
発表されています。現在の状況については、各ベンダーにお問い合わせください。

画像編集およびページ編集ソフトウェアで対応状況を確認する場合には、チェックリスト
の第3項を参照してください。

フォント管理ソフトウェア

Mac OS 9までの環境でSuitcase、MasterJugglerといったプロ用フォント管理ソフトウェア
を使用していた場合、Mac OS Xバージョンでも操作方法はほとんど変わりありませんので、
移行するのは簡単です。Mac OS 9上と同じフォント管理ソフトウェアが、Mac OS X上で使
用できる場合もあります。ソフトウェアパッケージのシステム条件を確認するか、ベンダー
に詳細を問い合わせてください。Adobe Type Manager DeluxeのMac OS X版はありませ
ん。この件の詳細については、「機能拡張とコントロールパネル」の項を参照してください。

Mac OS Xには、「Font Book」というフォント管理アプリケーションが搭載されています。
Font Bookの詳細については、付録Gを参照してください。

チェックリストの第4項を使用して、このカテゴリーの確認をしてください。
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インターネットアプリケーション

Mac OS Xには、「Mail」というフル機能を持ったemailアプリケーションが含まれています。
Mailは、Entourage、Outlook Express、Netscape 4、それにEudoraといった各種emailア
プリケーションからメールボックスをインポートすることができますので移行は簡単です。
さらに、他社製emailアプリケーションの大部分も、Mac OS X環境で使用できるようアップ
デートされています。現在お使いのemailソフトをそのまま使い続けたい場合は、Mac OS
Xバージョンを入手すればよいでしょう。詳細については、各ベンダーのWebサイトを参照
してください。Mac OS X v10.3のリリースに合わせて、MailはMicrosoft Exchangeメール
サーバに対応しましたので、Exchangeメールアカウントに、Windows、Macintoshのど
ちらのコンピュータからでもアクセスできます。

Mac OS Xには、高速で多機能のWebブラウザ、Safariも含まれています。一般的なMac
OS 9用のブラウザから既存のブックマークをSafariにインポートできますので、既存のブラ
ウザをアップデートする代わりに、Safariに切り替えることもできます。

チェックリストの第5項に、お使いのインターネットソフトウェアを分析した結果をメモして
おくことができます。

ビジネスアプリケーション

Microsoft Office v. X for Macにより、おなじみのMicrosoft社製のアプリケーションが、
外観、機能ともに一新されました。既存のWord、Excelなどの文書は、Officeの新バー
ジョンで使用することができます。

またMac OS 9のエディタソフト「SimpleText」の代わりに、Mac OS Xではもっと多機
能な「テキストエディット」が用意されています。

ビジネスアプリケーションについては、チェックリストの第6項で取り扱います。

機能拡張およびコントロールパネル

Mac OS Xでは、機能拡張やコントロールパネルを使用しなくなりましたので、コンクリフ
トやシステムの不安定といった心配がありません。従来の機能拡張が持つ特定の機能を必
要とする場合には、Mac OS Xに同等の機能が搭載されているかどうかを確認してくださ
い。もしない場合には、機能拡張のデベロッパにお問い合わせの上、Mac OS X用の類似
ソフトウェアを提供していないかどうか確認してください。

新しいMac OS XシステムでClassic環境を使う場合には、Mac OS 9の機能拡張とコントロー
ルパネルを見直して、どれが必要なのかを判断し、移行するときにどれを新しいシステム
にコピーするのかを決めましょう。デザインやプリンティング関係のプロが最もよく利用
する機能拡張と、Mac OS Xで使用する必要があるかどうかについて、以下に記します。

Adobe Type Manager（ATM） Mac OS Xにはフォントラスタライザが搭載されおり、ア
ウトラインフォントを美しくかつ高速に画面表示することが可能です。Mac OS X環境では、
Adobe Type Manager（ATM）あるいはATM Lightは不要になりました。

Adobe Type Manager Deluxe Adobe Type Manager DeluxeのMac OS Xバージョン
は存在しません。この機能については、選択肢がいくつかあります。Mac OS X v10.3には、
「Font Book」アプリケーションが含まれており、1つのツールですべてのフォントを管理し、
必要に応じたフォントのコレクション（セット）を作成して、使用・不使用を変更することが
できます。あるいはより高度な機能を持つ、フォント管理アプリケーションを使用すること
もできます。付録のHを参照してください。

Windowsコネクティビティ機能拡張　Mac OS XではWindowsおよびUNIXコネクティビ
ティのサポートを内蔵しているため、Windowsコネクティビティ機能拡張は不要です。ほ
かのオペレーティングシステムからのファイルはFinderウインドウのネットワークアイコン、
またはFinderの『移動』メニューからアクセスすることができます。このような手順により
ネットワークにアクセスすると、共有項目が自動的に表示されます。他社製品を使った
MacとWindowsのネットワークの方法については、付録のHを参照してください。

ファイル共有 Mac OS Xクライアント上のファイル共有は簡単で、環境設定パネル1つで
有効にすることができます。より高度な共有サービスが必要な場合には、Mac OS X
Serverを検討してみてください。他社製のピア・トゥー・ピアファイル共有ソリューション
については、付録のHを参照してください。
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Safariにブックマークをインポートする
Safariを初めて起動すると、Microsoft Internet
ExplorerやNetscape Navigator、Mozillaから
ブックマークを自動的インポートします。

もしお使いのWebブラウザが上記以外のもので
も、そのブラウザからHTMLでブックマークを
書き出すことができるはずです。書き出したフ

ァイルをSafariで開いて、別ウインドウでブック
マークのライブラリを開きます。最初に開いた

ウインドウから、ライブラリにブックマークを

ドラッグすれば、ブックマークをインポートす

ることができます。

クリエイティブプロフェッショナルのためのガイド
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機能拡張マネージャ Mac OS Xでは機能拡張を使用しないため、機能拡張マネージャは
不要になりました。

チェックリストの第7項を利用して、機能拡張とコントロールパネルをすべて確認してくだ
さい。

AppleScript

Mac OS Xでは、AppleScriptもフルサポートされています。またMac OS X v10.3には、数
十の便利なスクリプトがあらかじめインストールされています。AppleScript Studioソフト
ウェアを使用することで、美しいMac OS Xインタフェースを持ち、すべてがAppleScriptで
書かれた、強力なMac OS Xアプリケーションを簡単に作成することができます。

既存のAppleScriptスクリプトの中には、Mac OS X上で正しく動作させるために変更を加
える必要があるものもありますので、移行後には動作テストが必要です。

詳細については、www.apple.co.jp/applescriptを参照してください。

チェックリストの第8項を利用し、確認したAppleScriptスクリプトを控えておきましょう。

Mac OS 9のネットワーク設定を控えておく

ネットワークまたはISP経由でインターネットに接続することを予定している場合、Mac OS
Xでネットワーク設定を行う必要があります。

Mac OS 9のネットワークで、DHCPサーバから動的IPアドレスを自動的に取得する設定に
していた場合は、初めてMac OS Xを起動した際に表示されるセットアップアシスタントで、
お使いのISPのDHCPサーバから自動的に情報を取得することが可能です。（現在お使いの
DHCPの情報は、TCP/IPコントロールパネルを開き、ネットワークを使用する場所ごとに作
成した設定を見て確認してください。）

静的なIPアドレスを取得している場合は、このセクションの指示に沿ってネットワーク
設定に関する情報を現在お使いのMacから取得し、Mac OS Xでネットワーク接続ができ
るようにします。

Mac OS 9では、ネットワーク情報がネットワーク接続の種類に応じて、さまざまな場所に
保存されています。TCP/IPおよびリモートアクセス・コントロールパネルでは、「ファイル」
メニューの「設定」を選択すると、設定を切り替えて見ることができます。設定を確認する
ときは現在使用しているものだけでなく、すべての構成についての設定を控えておくように
してください。
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TCP/IP TCP/IPの設定は、TCP/IPコントロールパネルに保存されています。Macを使用
する場所ごとに違う設定を作ってある場合は、必ずそれぞれを控えておいてください。

PPP ダイヤルアップ接続に使用するPPPの設定は、リモートアクセス・コントロールパネ
ルにあります。複数の設定がある場合には、必ずそれぞれを控えておいてください。
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PPPoE Mac OS 9は、PPPoE（PPP over Ethernet）をサポートしていなかったため、DSL
接続などを利用している場合には、ISPが提供するサードパーティ製アプリケーションの設
定を保存している場合が多いでしょう。Mac OS Xは、PPPoEをサポートしていますので、
移行後はPPPoEを使用するための特別なアプリケーションは不要です。

設定をコピーする簡単な方法は、設定が表示されているウインドウのスクリーンショット
をキャプチャすることです。Mac OS 9でこれを実行するには、Command‐Shift‐Caps
Lock‐4を押してから、保存するウインドウをクリックします。ハードディスクの一番上の
階層にピクチャ1という名前のファイルが表示されます。必要に応じて、これ以外の設定ウ
インドウをキャプチャします。キャプチャファイルはSimpleTextを使用して開き、プリント
することもできます。

Mac OS Xを既存のMacにインストールした場合、Mac OS Xインストール後に初めてコン
ピュータを立ち上げた時点で、セットアップアシスタントがネットワーク設定の手順をガイ
ドしてくれます。

チェックリストの第9項にネットワーク設定を控えておくことができます。

Mac OS 9のemail設定を控えておく

現在のemailアカウントをMac OS Xで使用するには、アカウントに関する重要な情報をい
くつかコピーする必要があります。この情報には、emailアドレス、パスワード、アカウン
トの種類（POPまたはIMAP）、ユーザ名、そのアカウントで使用している受信用および送信
用メールサーバの名前が含まれます。これらの情報が見つからない場合には、インターネッ
トサービスプロバイダにお問い合わせください。

Mac OS Xをインストールする時に、セットアップアシスタント・アプリケーションがemail
情報を求めてきます。この時点で設定を入力するか、あるいは後からMac OS XのMailで
アカウントを設定することもできます。

email設定を見つけるには、以下のステップに従ってください。

1.Mac OS 9のデスクトップで、アップルメニューから「コントロールパネル」を選択し、次に
表示されるサブメニューから「インターネット」を選びます。

2.表示された「インターネット」ウインドウで、「電子メール」タブをクリックします。

3.「電子メールアカウント情報」パネルの情報をすべて控えておきます。POPアカウントを
使用しているのか、IMAPアカウントを使用しているのかも忘れずに控えておきましょう。

• emailアドレス（例：suzuki@provider.ne.jp）
• アカウントIDまたはアカウント名（例：suzuki）
• パスワード
• 受信メールサーバ（例：pop.provider.ne.jp、あるいはmail.provider.co.jp）
• 送信メールサーバ（例：smtp.provider.ne.jp、あるいはrelay.provider.co.jp）

ヒント：「インターネット」ウインドウの「スナップショット」を撮影して、電子メール設定をプ
リントすることができます。Mac OS 9でこれを実行するには、Command‐Shift‐Caps
Lock‐4を押し、「インターネット」ウインドウをクリックします。ハードディスクを開き、最
新のピクチャファイルを探し、ダブルクリックして開きます。画像が開いたら、「ファイル」
メニューから「プリント」を選択します。するとSimpleTextを使用して画像が開き、プリント
することができます。

チェックリストの第10項を利用して、emailの設定を控えておきます。
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ファイルをバックアップする

Mac OS XをMac OS 9と同じドライブ上にインストールする場合、ディスクに既存のファイ
ルを残しておきたいと考えるでしょう。Mac OS Xのインストールは、現在のファイルに影
響を与えません。ただしコンピュータに大きな変更を加える前に、大切なファイルはバッ
クアップしておく方がよいでしょう。

既にバックアップソリューションを用意してある場合には、関連記事の「ファイルシステム
を検証する」をご一読の上、新たにバックアップを作成してから、「Mac OS 9をアップデー
トする」の項に進んでください。

チェックリストの第11項のこのステップをチェックします。

ファイルバックアップユーティリティ

ファイルバックアップユーティリティを使用すれば、個別のファイル、ファイルのグループ、
あるいはハードディスクの中身全体を簡単にバックアップすることができます。ファイル
の保存先として、ハードディスク、テープ、ネットワークサーバ、CD、DVDを含む内蔵・外
付け、リムーバブルの各種外部ストレージデバイスなどがあります。

移行プロセスのこの段階では、バックアップユーティリティをMac OS 9で実行する必要が
あります。ただし、長期的にはMac OS X上で動作するバックアップユーティリティが必要
になるでしょう。

どちらのバージョンのMac OSでも実行可能なバックアップユーティリティの情報について
は、付録のHを参照してください。

別の外部ストレージデバイスに、手動でファイルを転送することも可能です。データファイ
ルについては、この方法で問題はありませんが、オペレーティングシステムのバックアップ
には推奨できません。オペレーティングシステムは、多くの不可視ファイルを使用しており、
Finderを使用してコピーする場合にはリスクを伴います。

何をバックアップするのか

どれが大切なファイルで、念のためバックアップしておくべきかどうかを決める場合には、
以下の点を忘れないようにしてください。

• 顧客のファイル
• フォント
• レターや契約書
• アートワーク、写真、スキャン画像
• 製品シリアル番号およびライセンスキー
• emailメッセージ
• アドレスブック情報
• ブラウザのブックマーク

仮にディスクがきちんと整理されている場合でも、重要なファイルは見逃しがちです。バ
ックアップのためだけに、専用ソフトウェアや外部ストレージデバイスを買うことになっ
ても、ディスク上のすべてをバックアップすることをお勧めします。

一部のソフトウェア（例：日本語PostScriptフォント）フォントの中には、コピープロテクトおよ
び使用許諾契約により、バックアップや再インストールができないものがあります。お使
いのフォントについての情報は、各フォントメーカーにお問い合わせください。

Mac OS 9をアップデートする

Classicアプリケーションを使用する場合、Mac OS Xをインストールする前に、Mac OS 9
が最新バージョンになっていることを確認することが大切です。コンピュータがインターネ
ットに接続されている場合、「ソフトウェア・アップデート」コントロールパネルを使用して、
Mac OS 9システムソフトウェアをアップデートすることができます。

1.アップルメニューから「コントロールパネル」を選び、次に「ソフトウェア・アップデート」を
選びます。

2.「ソフトウェア・アップデート」ウインドウで、「今すぐアップデート」をクリックします。

13

ファイルシステムを検証する
ファイルを新しいシステムに移動する前に、フ

ァイルシステムに問題がないことを確認するた

めに、Disk First Aidを実行するとよいでしょう。
これは Disk Utilityアプリケーションの一部とな
っています。Disk First Aidは、ディスク上のフ
ァイルシステムを検証し、必要に応じて修復す

ることができます。

Disk First Aidを実行する手順：
1.Mac OS X Disc 1 CDからコンピュータを起動し
ます。（コンピュータをCDから起動するには、
起動音が聞こえたらすぐに「c」キーを押して、
アップルのロゴが表示されるまでそのまま押し

続けます。）

2.「Installer」メニューから「ディスクユーティ
リティを開く」を選びます。

3.「First Aid」タブを選択します。
4.修復したいディスクまたはボリュームをディス
クユーティリティウィンドウの左側にあるディ

スクのリストから選びます。（リストには、ボリ

ュームについてはアイコンの隣に名前が、ディ

スクにはサイズがそれぞれ表示されます。）

5.「ディスクを修復」をクリックします。
6.修復が完了したら、First Aidパネルのテキスト
ボックスの下までスクロールして、結果を確認

します。

7.「ボリューム［ボリューム名］は問題ありませ
んでした」が表示されたら、修復が終了し、Mac
OS Xのインストールを開始できる状態です。

問題がある場合には、Disk First Aidをもう一度
実行します。問題が残る場合、付録F「ハードデ
ィスクをフォーマットする」の説明に従い、デ

ィスクを再フォーマットする必要があります。

このステップを実行したら、チェックリストの

第11項をチェックします。

クリエイティブプロフェッショナルのためのガイド
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3.アップデートをインストールします。

これはチェックリストの第11項の一部となっています。

Mac OS Xをインストールする

Mac OS Xのインストールは簡単です。インストール後、Mac OS Xが、システムの環境設定
を案内してくれます。

Mac OS X v10.3 “Panther”のパッケージには、3枚からなるMac OS X Install Diskと1枚の
Developer Tools CDが含まれています。Developer Tools CDには、アップルの新しい
Xcodeデベロッパツールが含まれています。選択したインストールオプションに従って、3
枚のInstall Diskをドライブに挿入するよう表示されます。Developer Toolsのインストール
はオプションです。

Mac OS Xをインストールする手順は以下の通りです。

1.開いているアプリケーションを終了します。

2.Mac OS X v10.3 Install Disc 1 CDをコンピュータにセットします。「Welcome to Mac OS
X」ウインドウが自動的に開くので、その中の「Install Mac OS X」をダブルクリックします。

3.Mac OS X画面上に表示される「再起動」ボタンをクリックして、コンピュータを再起動し、
インストール作業を開始します。

4.使用する言語を選択します。

次ページ以降で説明するMac OS X インストーラの指示に従います。インストーラはソフト
ウェアのインストールに必要なステップをわかりやすく案内してくれます。

Mac OS Xをインストールしても、既存のファイルが上書きされることはありません。初期
設定で、Mac OS XはMac OS 9とは別にインストールされます。Mac OS XがMac OS 9と
置き換わることはありません。

インストールのステップとオプション

Mac OS Xのインストールでは、インストーラアプリケーションがわかりやすく手順をご案内
します。

インストールのステップで、最後の「インストール」ボタンまたは「アップグレード」ボタンを
押すまで、いつでもインストールを中止することができます。インストールを中止するには、
「インストーラ」メニューから「インストーラを終了」を選択します。確認のダイアログが表示
されますので「再起動」ボタンを押して、インストールを中止します。

CDを取り出すには、起動音が聞こえたらすぐにマウスボタンを押し続けます。ディスクが
排出されて、Macが既存のシステムから起動します。

ステップ1：はじめに
先に進む準備ができたら「続ける」をクリックします。
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ファームウェアをアップデートする
「ファームウェア」は、コンピュータ上に常駐し

て、内部の各種ハードウェアコンポーネントを制

御するソフトウェアです。Mac OS Xをインスト
ールする前に、ファームウェアをアップデート

しておく必要があります。

Mac OS Xをインストールする前にファームウェ
アのアップデートが必要なMacintoshのモデル
のリストについては、til.info.apple.co.jp/tech-
info/86117にアクセスしてください

www.apple.co.jp/ftp-info/useで検索すること
も可能です。例えば、お使いのPowerBook G3
コンピュータについてファームウェア・アップ

デートが必要かどうかを見るには、このページ

のリストから「PowerBook G3 Firmware
Update 」を調べます。
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ステップ2：大切な情報
「大切な情報」にはシステムの互換性に関する重要な情報が含まれています。すべて読ん
で、お使いのシステムがインストールするMac OS Xのバージョンと互換性があることを確
認してください。

ステップ3：使用許諾契約
使用許諾契約を読み、「続ける」をクリックします。「同意します」と「同意しません」というボタ
ンを含むダイアログが表示されます。「同意します」をクリックして、インストールを継続しま
す。「同意しません」をクリックした場合には、使用許諾契約が再表示されます。インストール
を続けるにはライセンスに合意するか、インストーラのメニューを使用して、インストーラを終
了する必要があります。

ステップ4：インストールするハードディスクを選ぶ
Mac OS Xをインストールするボリュームのアイコンをクリックします。緑色の矢印がアイコ
ン上に表示され、そのボリュームにMac OS Xがインストール可能であることを表示します。

ボリュームを選択すると、ウインドウの下部にある「オプション」ボタンが有効になります。
インストールに関するオプションを見るには、このボタンをクリックします。このガイドを
使用してディスク側の準備を終えているはずですので、デフォルトの設定を選択し、Mac
OS Xをインストールします。「OK」をクリックしてダイアログを閉じ、次に「続ける」をクリッ
クして次のステップに進みます。

ステップ5：インストールの種類
「<ディスク名>に簡易インストール」を選択します。

「"インストール"をクリックして、ボリューム<ディスク名>上にソフトウェアパッケージの基
本インストールを実行してください。インストールしているソフトウェアでは、追加のインス
トールCDが必要です。「次のCDを用意してください：Mac OS X Install Disk 2」という
メッセージが表示されます。

ここでは「カスタマイズ」、「戻る」、「インストール」の選択肢があります。

インストールのサイズを小さくしたい場合には、「カスタマイズ」ボタンをクリックして、カス
タマイズすることができます。そのままでよければ「インストール」をクリックしてください。

カスタマイズする場合には、「カスタマイズ」をクリックして、選択可能なオプションのリス
トを表示します。「基本システム」は必ずインストールしなければなりませんので、この
チェックボックスのチェックマークを外すことはできません。「BSDサブシステム」もチェッ
クしたままにしておいてください。「追加アプリケーション」パッケージには、複数の便利な
アップルおよびサードパーティ製Mac OS Xプログラムが含まれています。デフォルト設定
のままにして、このようなアプリケーションもインストールしてください。

「カスタマイズ」で変更を考えることができる選択肢は以下の通りです。

フォント 左側のグレーの矢印をクリックして以下の選択肢を表示し、選択します。

• 追加言語用フォント これはデフォルトでオフになっています。このオプションを選択す
ると、非アジア言語用のフォントをインストールします。複数の言語を使って作業する場合
には、このオプションを選択します。

• アジア言語フォント このオプションは、デフォルトでオンになっています。アジア言語の
フォントを使用しない場合には、インストールは不要ですので、チェックマークを外してく
ださい。

プリンタドライバ グレーの矢印をクリックして、プリンタドライバの選択肢を表示します。
6つの選択肢がありますが、デフォルトでオンになっているのは1つだけです。より多くのド
ライバ・セットが必要な場合には、「追加プリンタドライバ」の隣にある三角マークをクリッ
クして、選択肢を表示します。システムで使用するプリンタがわかっている場合には、ディ
スクスペースを節約するために、ほかのメーカーのドライバをスキップすることができま
す。後からプリンタドライバを追加せずに、さまざまなプリンタでプリントできるようにす
るには、すべてのプリンタドライバをインストールしておくとよいでしょう。PowerBookや
iBookにインストールする場合には、ドライバをすべてインストールしておけば、外出先で異
なったプリンタに接続することも可能になります。
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言語環境 すべての言語がデフォルトで選択されています。「言語環境」チェックボックス
の隣の三角マークをクリックして、システムがサポートしている言語のリストを表示します。
ディスクスペースを節約し、インストール時間を短縮するために、使用しない言語の選択を
解除することができます。

簡易インストール 簡易インストールの選択肢に戻る場合には、ウインドウの下部にある
「簡易インストール」をクリックします。選択内容がよければ「インストール」をクリックし、
Mac OS Xをインストールします。

ステップ6：インストール中
このステップで、インストールが行われます。

ステップ7：仕上げ
このステップで、Macが再起動します。

ステップ8：追加ソフトウェア
このステップで、Mac OS X Installer Disc 2 CDを挿入するように求められます。これによ
り、ステップ5で選択した追加ソフトウェアがインストールされます。このステップが終わ
ると、Macが再起動しますので、セットアップアシスタントを使用してMac OS Xを設定し
ていきましょう。

設定アシスタント

Mac OS Xのインストールが終わると、Macが再起動して設定アシスタントが起動します。
最初に表示されるのは、「ようこそ」の画面です。これから始まるセットアップの過程では、
設定アシスタントがコンピュータの設定を行い、ユーザはソフトウェアを登録するための
質問に答えることになります。

ネットワーク設定
この過程でネットワークの設定を行うことになりますので、Mac OS 9で控えておいたネット
ワーク設定の情報を手元に用意してください。（コンピュータがDHCPサーバへ接続されて
いる場合のように）セットアップアシスタントがネットワークを検知して、自動的に設定を行
い、ネットワーキングに関する質問が行われない場合もあります。ネットワーク設定について
不安がある場合には、ネットワーク設定をスキップして、後で設定することもできます。

ユーザアカウントの設定
ここでは自分のユーザアカウントを作成します。今後に備えて、ユーザ名とパスワードの
メモを控えておいてください。ユーザアカウント情報は、設定が完了後、いつでも変更す
ることができます。

ソフトウェア・アップデート

お使いのMacがインターネットに接続されている場合、ソフトウェアアップデートが開い
て、自動的にアップルのWebサイトからソフトウェアアップデートが利用できるかどうか
の確認が行われます。ソフトウェアアップデートを後で実行し、プログラムをインストー
ルすることも可能ですが、ここですぐに利用可能なアップデートをインストールすることを
推奨します。場合によっては、すべてのアップデートを入手するために、複数回に渡ってソ
フトウェアアップデートを実行しなければならないこともありますが、これはアップデー
トの一部が、別のアップデートのインストール後にしかインストールできないためです。

ソフトウェアアップデートが、新しいアップデートは存在しないことを報告した時点で、
インストールが完了したことになります。

Classic環境をインストールする

Mac OS 9から起動することができない新型Macを使用している場合、またはMac OS 9で
起動は可能でも、Mac OS Xを搭載して出荷されているMacを使用している場合には、コン
ピュータに同梱のソフトウェアインストール／ソフトウェアリストアCDからMac OS 9
（Classic）をインストールすることができます。

Mac OS 9をインストールするには：

1.コンピュータに同梱のソフトウェアインストール／ソフトウェアリストアCDをドライブに入
れます。

2.「Install Applications & Mac OS 9」アイコンをダブルクリックします。

3.画面上の指示に従います。
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Mac OS Xの旧バージョンからの
アップグレード
Mac OS Xの旧バージョンからPantherにアップ
グレードする場合には、別のインストール・オプ

ションを選択することができます。インストール

先の選択画面で「オプション」ボタンをクリック

すると、「アーカイブしてからインストール」オプ

ションと「消去してからインストール」オプション

が選択できるようになります。

「アーカイブしてからインストール」オプションは、

既存のシステムファイルを「Previous System」と
いうフォルダに移動してからMac OS Xの新しい
システムファイルをインストールします。このオ

プションを使用すると、ユーザアカウントやネッ

トワーク設定等のデータをアップグレード前の

ように保存しておくことができます。デフォルト

のインストールと異なり、システムフォルダの他

社製ソフトウェアやハードウェアのサポートファ

イルが、「Previous System」フォルダにアーカイ
ブされます。

「消去してからインストール」オプションは、デ

ィスク上のデータを消去し、選択したフォーマ

ットでディスクを再フォーマットしてから、Mac
OS Xの新バージョンをインストールします。こ
のオプションでは、既存のデータや設定は消去

されます。
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インストールが完了する前に、インストーラを終了する必要がある場合には、「インストーラ」
メニューから「インストーラを終了」を選択し、次に「再起動」ボタンを押し、マウスかトラッ
クパッドのボタンを押し込んで、ソフトウェアインストール／ソフトウェアリストアCDをド
ライブからイジェクトします。トレイ・ローディング式の光学ドライブのイジェクトボタン、
またはキーボードのメディアイジェクトキーを押して、ディスクをイジェクトできる場合もあ
ります。コンピュータが現在の起動ディスクを使用して、再起動します。

注意：Mac OS 9用の他社製機能拡張が必要である場合には、この時点でClassic環境にイ
ンストールすることができます。特定の機能拡張がClassic環境で動作するかどうかわから
ない場合には、デベロッパにお問い合わせください。Classic環境にインストールする必要
がある機能拡張の例としては、Adobe Type Manager Lightがあります。この機能拡張に
より、Classic環境でフォントがどのサイズでも正しく表示され、問題なく動作します。
（ATM Lightは、アドビシステムズのWebサイト（www.adobe.co.jp）から無償で入手でき
ます。）

控えておいた設定を移す

ここであらかじめ控えておいた、ネットワークとemailの設定を新しいMacに移します。

前述の通り、もしインターネット接続をDHCPサーバからIPアドレスを自動的に取得する設
定にした場合は、手動での設定は不要です。Mac OS Xの設定アシスタントが起動した際に、
すべての情報を自動的に取得します。追加の情報を入れたい場合や、ネットワークの設定
を変更したい場合は、システム環境設定の「ネットワークパネル」から行うことができます。

次にemailアプリケーションを起動し、必要な設定項目（ユーザネーム、ホストなど）を入力
します。

アプリケーションを移動する

前に述べたとおり、すでにMac OS 9アプリケーションの多くは、Mac OS X上でその性能が
発揮できるようになっています。もしMac OS Xに対応していないアプリケーションがあっ
た場合でも、Mac OS XのClassic環境で快適に使用することができます。これまでに使い
慣れたアプリケーションをどうしてもMac OS X上で動作させたい場合には、最新バージョ
ンにアップグレードするという方法もよいでしょう。

• Mac OS Xに最適化されたアプリケーション Mac OS Xをインストールすると「アプリ
ケーション」フォルダの中に、Adobe Photoshop 7のようにMac OS Xに最適化されたアプ
リケーションがあることに気付くでしょう。「アプリケーション」フォルダは、デフォルトで
Mac OS X互換のあるアプリケーションが収められる場所です。

• Classicアプリケーション Mac OS Xをインストールした後では、Mac OS 9でしか動作し
ないアプリケーションが、「Application(Mac OS 9)」フォルダに入っていることがわかります。
これらのアプリケーションは、必要に応じてメインとなる「アプリケーション」フォルダに移
動させることもできます。Classicアプリケーションはどちらのフォルダにあっても起動さ
せることが可能です。

もし、お使いのMacをほかのユーザと共有していて、自分だけあるアプリケーションを使用
したいといった場合には、「アプリケーション」あるいは別のわかりやすい名前のフォルダを
「ホーム」ディレクトリ（あなたの名前が付けられたディレクトリまたはフォルダ）に作成し、
その中にアプリケーションをインストールしましょう。またワークフロー上のニーズに合わ
せて、グループで使用する『アプリケーション』フォルダに新しいフォルダを作成することも
できます。Mac OS X環境でアプリケーションをどこにインストールするかについての考え
方については、29ページの「ファイルの管理方法」を参照してください。

アプリケーションの環境設定およびデータファイル

Mac OS 9の環境設定をMac OS Xの環境設定に移すかどうかは、アプリケーションによって
異なります。関連情報については、アプリケーションのデベロッパにお問い合わせください。

Mac OS 9のアプリケーションを使用して作成したデータファイルは、ほとんどの場合、その
アプリケーションのMac OS Xバージョンを使用すれば開くことができます。
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新しいMacに移行する

既にMac OS XをインストールしてあるMacに、アプリケーションとファイルを移動したい場
合には、以下の手順に従ってください。付録Iの移行チェックリストを確認し、必要なステ
ップを忘れずにすべて完了させるようにしましょう。

移行が完了したら、「Mac OS Xの基礎」の項とそれ以降のプリント、フォントなどの一般的
なタスクに関する項目をご一読の上、Mac OS Xに対する理解を深めるとよいでしょう。

1.コンピュータと周辺機器のMac OS Xへの対応状況を確認します。（19ページの「他社製ハー
ドウェアおよび周辺機器を確認する」を参照してください。）

2.アプリケーションのMac OS Xへの対応状況を確認します。（19ページの「ソフトウェアを確
認する」を参照してください。）

3.現在のネットワーク設定を控えておきます。（22ページの「Mac OS 9のネットワーク設定を
控えておく」を参照してください。）

4.現在のemail設定を控えておきます。（23ページの「Mac OS 9のemail設定を控えておく」を
参照してください。）

5.控えておいたネットワークとemailの設定を移します。（24ページの「控えておいた設定を移
す」を参照してください。）

6.必要なMac OS XおよびMac OS 9アプリケーションをインストールします。（24ページの「ア
プリケーションを移動する」を参照してください。）

7.古いコンピュータから新しいコンピュータにファイルをコピーします。（25ページの「新し
いMacにファイルを移動する」を参照してください。）29ページの「ファイルの管理方法」の
項は、Mac OS Xで効率的にファイルを保存する上で役立つ情報です。
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他社製ハードウェアおよび周辺機器を確認する

キヤノン、ニコン、HP、ソニー、LaCie、EPSON、Lexmark、3M、Kodak、Kensington、
Logitechなど、数多くのトップメーカーが抱える製品のほとんどは、そのまま追加コストも
なくMac OS X環境で使用することができます。Mac OS Xの環境で使用したい外部デバイ
スには、どんなものがあるのでしょうか？ 以下に、デザインや印刷といった目的によく使
用される周辺機器を挙げました。

• プリンタ
• スキャナ
• リムーバブルストレージ
• デジタルカメラ
• オーディオデバイス（マイク、スピーカーなど）
• ビデオカード
• CDRドライブ
• PDA
• SCSIカード

Mac OS Xは、オープンスタンダードに基づく最新のI/Oシステムを備えており、デザインの
プロが使用するさまざまな周辺機器をサポートしています。標準の状態で、ビデオカメラ、
デジタルカメラ、外部ストレージデバイス、スキャナ、プリンタといった入力デバイスの多く
をサポートするよう設計されています。Mac OS Xが標準でサポートしている周辺機器の最
新リストについては、付録Bを参照してください。

それ以外の製品では、Mac OS Xを利用するための他社製のドライバが必要になる場合も
あります。ドライバの対応状況についての情報は、メーカーまたはアップルのダウンロード
サイト（www.apple.co.jp/downloads/macosx/drivers）から入手できます。

チェックリストの第2項で、お使いのハードウェアの対応状況を確認することができます。

ソフトウェアを確認する

すでにMac OS Xの環境では、Mac OS X用に設計された10,000種類以上ものアプリケーシ
ョンを利用することができます。この項目では、クリエイティブプロフェッショナルが最も
頻繁に使うソフトウェアで、アプリケーションのアップグレードまたは新バージョンを入手
する必要があるかを判断します。最新情報については、www.apple.co.jp/macosx/appli-
cationsを見るか、guide.apple.com/jp/から検索するとよいでしょう。

Mac OS Xアプリケーションの種類

Macintoshのデベロッパのほとんどは、全く新しいMac OS X用のアプリケーションか、
Mac OS Xにも対応したMac OS 9アプリケーションを開発しています。Mac OS Xのリリー
ス前に作られたアプリケーションは、Mac OS XのClassic環境で実行することが可能です。

• Mac OS Xを活用できるアプリケーション Mac OS Xが提供する恩恵を最大限に受ける
ためには、プリエンプティブマルチタスキングや、先進のメモリ管理などの強力で先進的
な機能を活用できるアプリケーションを使用するべきでしょう。今現在、Mac OS 9で使用
されているアプリケーションの中には、Mac OS X環境で完全に動作するものもあります。

• Classicアプリケーション 上記に当てはまらない、Mac OS Xのリリース前に作られたア
プリケーションでも、Mac OS XのClassic環境を利用すればMac OS X移行後も問題なく動
作します。Mac OS XシステムにインストールしてClassicアプリケーションをダブルクリック
すれば、自動的にMac OS XのClassic環境が立ち上がります。

もし使い慣れたアプリケーションをMac OS Xでも使い続けたい場合は、より新しいバージョ
ンにアップグレードするという方法もあります。お使いのアプリケーションにMac OS X対応
バージョンがあるかどうかは、そのアプリケーションのデベロッパにお問い合わせください。
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画像編集およびページ編集ソフトウェア

Adobe Photoshop、Adobe Illustrator、Adobe InDesign、Macromedia FreeHandなど
の主なクリエイティブアプリケーションの多くは、すでにMac OS Xバージョンが入手でき
るようになっており、これまで以上に生産的に作業を進めることが可能になっています。
アップグレードが既に行われているかどうかは、お使いのアプリケーションのデベロッ
パにお問い合わせください。もしMac OS Xバージョンがなかった場合には、Mac OS 9
バージョンのアプリケーションをClassic環境で使用することができます。

Adobe Acrobat、Adobe InDesignなどのアプリケーションに機能を追加する、人気の高
い他社製プラグインについては、すでにMax OS X対応の新バージョンが開発中であるこ
とが発表されています。現在の状況については、各ベンダーにお問い合わせください。

画像編集およびページ編集ソフトウェアで対応状況を確認する場合には、チェックリス
トの第3項を参照してください。

フォント管理ソフトウェア

Mac OS 9までの環境で、Suitcase、MasterJugglerといったプロ用フォント管理ソフト
ウェアを使用していた場合、Mac OS Xバージョンでも操作方法はほとんど変わりありま
せんので移行するのは簡単です。Mac OS 9上と同じフォント管理ソフトウェアが、Mac
OS X上で使用できる場合もあります。ソフトウェアパッケージのシステム条件を確認す
るか、ベンダーに詳細を問い合わせてください。Adobe Type Manager DeluxeのMac
OS Xバージョンはありません。詳細については、「機能拡張とコントロールパネル」の項を
参照してください。

Mac OS Xには、「Font Book」というフォント管理アプリケーションが搭載されています。
Font Bookの詳細については、付録Gを参照してください。

チェックリストの第4項を使用して、このカテゴリーの確認をしてください。

インターネットアプリケーション

Mac OS Xには、「Mail」というフル機能を持ったemailアプリケーションが含まれています。
Mailは、Entourage、Outlook Express、Netscape 4、それにEudoraといった各種emailア
プリケーションからメールボックスをインポートすることができますので移行は簡単です。
さらに、他社製emailアプリケーションの大部分も、Mac OS X環境で使用できるようアップ
デートされています。ですから、現在お使いのemailソフトをそのまま使い続けたい場合は、
Mac OS Xバージョンを入手すればよいでしょう。詳細については、各ベンダーのWebサイ
トを参照してください。Mac OS X v10.3のリリースに合わせて、MailはMicrosoft
Exchangeメールサーバに対応しましたので、Exchangeメールアカウントに、Windows、
Macintoshのどちらのコンピュータからでもアクセスできます。

Mac OS Xには、高速で多機能のWebブラウザ、Safariも含まれています。一般的なMac
OS 9用のブラウザから既存のブックマークをSafariにインポートできますので、既存のブラ
ウザをアップデートする代わりに、Safariに切り替えることもできます。

チェックリストの第5項に、お使いのインターネットソフトウェアを分析した結果をメモして
おくことができます。

ビジネスアプリケーション

Microsoft Office v. X for Macにより、おなじみのMicrosoft社製のアプリケーションが、外
観、機能ともに一新されました。既存のWord、Excelなどの文書は、Officeの新バージョ
ンで使用することができます。

Mac OS 9に付属していたエディタソフト「SimpleText」の代わりに、Mac OS Xではもっと
多機能な「テキストエディット」が用意されています。

ビジネスアプリケーションについては、チェックリストの第6項で取り扱います。
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Safariにブックマークをインポートする
Safariを初めて起動すると、Microsoft Internet
ExplorerやNetscape Navigator、Mozillaから
ブックマークを自動的にインポートします。

もしお使いのWebブラウザが上記以外のもので
も、そのブラウザソフトからHTMLでブックマー
クを書き出すことができるはずです。書き出し

たファイルをSafariで開き、別ウインドウでブッ
クマークのライブラリを開きます。最初に開い

たウインドウから、ライブラリにブックマークを

ドラッグすれば、ブックマークをインポートする

ことができます。
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機能拡張およびコントロールパネル

Mac OS Xでは、機能拡張やコントロールパネルを使用しなくなりましたので、これらによ
るコンクリフトやシステムの不安定といった心配がありません。従来の機能拡張が持つ特
定の機能を必要とする場合には、Mac OS Xに同等の機能が搭載されているかどうかを確
認してください。もしない場合には、機能拡張のデベロッパにお問い合わせの上、Mac OS
X用の類似ソフトウェアを提供しているかどうか確認してみるとよいでしょう。

新しいMac OS XシステムでClassic環境を使う場合は、Mac OS 9の機能拡張とコントロー
ルパネルを見直して、どれが必要なのかを判断し、移行するときにどれを新しいシステム
にコピーするのかを決めましょう。デザインやプリンティング関係のプロが最もよく利用
する機能拡張と、Mac OS Xで使用する必要があるかどうかについて、以下に記します。

Adobe Type Manager（ATM） Mac OS Xにはフォントラスティライザーが搭載されおり、
アウトラインフォントを美しくかつ高速に画面表示することが可能です。Mac OS X環境で
は、Adobe Type Manager（ATM）あるいはATM Lightは不要になりました。

Adobe Type Manager Deluxe Adobe Type Manager DeluxeのMac OS Xバージョン
は存在しません。この機能については、選択肢がいくつかあります。Mac OS X v10.3には、
「Font Book」アプリケーションが含まれており、1つのツールですべてのフォントを管理し、
必要に応じたフォントのコレクション（セット）を作成して、使用・不使用を変更することが
できます。あるいはより高度な機能を持つ、フォント管理アプリケーションを使用すること
もできます。付録Hを参照してください。

Windowsコネクティビティ機能拡張　Mac OS XではWindowsおよびUNIXコネクティビ
ティのサポートを内蔵しているため、Windowsコネクティビティ機能拡張は不要です。他
のオペレーティングシステム上のファイルは、Finderウインドウのネットワークアイコン、
またはFinderの「移動」メニューからアクセスすることができます。このような手順により
ネットワークにアクセスすると、共有項目が自動的に表示されます。他社製品を使った
MacとWindowsのネットワークの方法については、付録Hを参照してください。

ファイル共有　Mac OS Xクライアント上のファイル共有は簡単で、環境設定パネル1つで
有効にすることができます。より高度な共有サービスが必要な場合には、Mac OS X
Serverを検討してみてください。他社製のピア・トゥー・ピアファイル共有ソリューション
については、付録Hを参照してください。

機能拡張マネージャ　Mac OS Xでは機能拡張を使用しないため、機能拡張マネージャは
不要になりました。

チェックリストの第7項を利用して、機能拡張とコントロールパネルをすべて確認してくだ
さい。

AppleScript

Mac OS Xでは、AppleScriptもフルサポートされています。また、Mac OS X v10.3には、
数十の便利なスクリプトがあらかじめインストールされています。AppleScript Studioソ
フトウェアを使用することで、美しいMac OS Xインターフェイスを持ち、すべてが
AppleScriptで書かれた、強力なMac OS Xアプリケーションを簡単に作成することがで
きます。

既存のAppleScriptスクリプトの中には、Mac OS X上で正しく動作させるために変更が必
要になる場合がありますので、移行後には動作テストが必要です。

詳細については、www.apple.co.jp/applescriptを参照してください。

チェックリストの第8項を利用し、確認したAppleScriptスクリプトを控えておきましょう。
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Mac OS 9のネットワーク設定を控えておく

ネットワークまたはISP経由でインターネットに接続することを予定している場合、Mac OS
Xでネットワーク設定を行う必要があります。

もしMac OS 9のネットワークで、DHCPサーバから動的IPアドレスを自動的に取得する設
定にしていた場合は、初めてMac OS Xを起動した際に表示されるセットアップアシスタン
トで、お使いのISPのDHCPサーバから自動的に情報を取得することが可能です。（現在お使
いのDHCPの情報は、TCP/IPコントロールパネルを開き、ネットワークを使用する場所ごと
に作成した設定を見て確認してください。）

静的なIPアドレスを取得している場合は、このセクションの指示に沿ってネットワーク設定
に関する情報を現在お使いのMacから取得し、Mac OS Xでネットワーク接続ができるよう
にします。

Mac OS 9では、ネットワーク情報がネットワーク接続の種類に応じて、さまざまな場所に
保存されています。TCP/IPおよびリモートアクセス・コントロールパネルでは、「ファイル」
メニューの「設定」を選択すると、設定を切り替えて見ることができます。設定を確認する
ときは現在使用しているものだけでなく、すべての構成についての設定を控えておくように
してください。

TCP/IP TCP/IPの設定は、TCP/IPコントロールパネルに保存されています。Macを使用
する場所ごとに違う設定を作ってある場合は、必ずそれぞれを控えておいてください。
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PPP ダイヤルアップ接続に使用するPPPの設定は、リモートアクセス・コントロールパネ
ルにあります。複数の設定がある場合には、必ずそれぞれを控えておいてください。

PPPoE Mac OS 9は、PPPoE（PPP over Ethernet）をサポートしていなかったので、（DSL
のように）この接続方法を利用している場合には、ISPが提供するサードパーティ製アプリ
ケーションに設定を保存している場合が多いでしょう。Mac OS Xは、PPPoEをサポートし
ていますので、移行後はPPPoEを使用するための特別なアプリケーションは不要です。

設定をコピーする簡単な方法は、設定が表示されているウインドウのスクリーンショット
をキャプチャすることです。Mac OS 9でこれを実行するには、Command‐Shift‐Caps
Lock‐4を押してから、保存するウインドウをクリックします。ハードディスクの一番上の
階層に、ピクチャ1という名前のファイルが表示されます。必要に応じて、これ以外の設定
ウインドウをキャプチャします。キャプチャされたファイルはSimpleTextを使用して開き、
プリントすることもできます。

Mac OS Xを既存のMacに追加した場合、Mac OS Xインストール後に初めてコンピュータ
を立ち上げた時点で、設定アシスタントがネットワーク設定の手順をガイドしてくれます。

チェックリストの第9項にネットワーク設定を控えておくことができます。

Mac OS 9のemail設定を控えておく

現在のemailアカウントをMac OS Xで使用するには、アカウントに関する重要な情報をい
くつかコピーする必要があります。この情報には、emailアドレス、パスワード、アカウン
トの種類（POPまたはIMAP）、ユーザ名、それにアカウントで使用している受信用および送
信用メールサーバの名前が含まれます。この情報が見つからない場合には、インターネッ
トサービスプロバイダにお問い合わせください。

Mac OS Xをインストールする時に、設定アシスタントアプリケーションがemail情報を求め
てきます。この時点で設定を入力するか、あるいは後からMac OS XのMailでアカウントを
設定することもできます。

email設定を見つけるには、以下のステップに従ってください。

1. Mac OS 9のデスクトップで、アップルメニューから「コントロールパネル」を選択し、次に
表示されるサブメニューから「インターネット」を選びます。

2.表示された「インターネット」ウインドウで、「電子メール」タブをクリックします。
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3.「電子メールアカウント情報」パネルの情報をすべて控えておきます。POPアカウントを使
用しているのか、IMAPアカウントを使用しているのかも忘れずに控えておきましょう。

• emailアドレス（例：suzuki@provider.ne.jp）
• アカウントIDまたはアカウント名（例：suzuki）
• パスワード
• 受信メールサーバ（例：pop.provider.ne.jp、あるいはmail.provider.co.jp）
• 送信メールサーバ（例：smtp.provider.ne.jp、あるいはrelay.provider.co.jp）

ヒント：「インターネット」ウインドウの「スナップショット」を撮影して、電子メール設定をプ
リントすることができます。Mac OS 9でこれを実行するには、Command‐Shift‐Caps
Lock‐4を押し、「インターネット」ウインドウをクリックします。ハードディスクを開き、最
新のピクチャファイルを探し、ダブルクリックして開きます。画像が開いたら、「ファイル」
メニューから「プリント」を選択します。するとSimpleTextを使用して画像が開き、プリント
することができます。

チェックリストの第10項を利用して、emailの設定を控えておきます。

控えておいた設定を移す

あらかじめ控えておいたネットワークとemailの設定を、新しいMac OS Xに移します。

前述の通り、もしインターネット接続をDHCPサーバからIPアドレスを自動的に取得する設
定にした場合は、手動での設定は不要です。Mac OS Xの設定アシスタントが起動した際に、
すべての情報を自動的に取得します。追加の情報を入れたい場合や、ネットワークの設定
を変更したい場合は、システム環境設定の「ネットワークパネル」から行うことができます。

次にemailアプリケーションを起動し、必要な設定項目（ユーザネーム、ホストなど）を入力
します。

アプリケーションを移動する

前に述べたとおり、すでにMac OS 9アプリケーションの多くは、Mac OS X上でもその性能
が発揮できるようになっています。もしMac OS Xに対応していないアプリケーションがあ
った場合でも、Mac OS XのClassic環境で快適に使用することができます。しかしこれまで
に使い慣れたアプリケーションを、どうしてもMac OS X上で動作させたい場合には、最新
バージョンにアップグレードするという方法もよいでしょう。

• Mac OS Xに最適化されたアプリケーション Mac OS Xをインストールすると「アプリケー
ション」フォルダの中にAdobe Photoshop 7のようにMac OS Xに最適化されたアプリケー
ションがあることに気付くでしょう。「アプリケーション」フォルダは、デフォルトでMac OS X
互換のあるアプリケーションが収められる場所です。

• Classicアプリケーション Mac OS Xをインストールした後では、Mac OS 9でしか動作し
ないアプリケーションが、「Application（Mac OS 9）」フォルダに入っていることがわかりま
す。これらのアプリケーションは、必要に応じてメインとなる「アプリケーション」フォルダ
に移動させることもできます。Classicアプリケーションは、どちらのフォルダにあっても起
動させることが可能です。

もし、お使いのMacをほかのユーザと共有していて、自分だけあるアプリケーションを使用
したいといった場合には、「アプリケーション」あるいは別のわかりやすい名前のフォルダを
「ホーム」ディレクトリ（あなたの名前が付けられたディレクトリまたはフォルダ）に作成し、
その中にアプリケーションをインストールしましょう。またワークフロー上のニーズに合わ
せて、グループで使用する「アプリケーション」フォルダに新しいフォルダを作成することも
できます。Mac OS X環境でアプリケーションをどこにインストールするかについての考え
方については、29ページの「ファイルの管理方法」を参照してください。
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アプリケーションの環境設定およびデータファイル

Mac OS 9の環境設定をMac OS Xの環境設定に移すかどうかは、アプリケーションによって
異なります。関連情報については、アプリケーションのデベロッパにお問い合わせください。

Mac OS 9のアプリケーションを使用して作成したデータファイルは、ほとんどの場合、その
アプリケーションのMac OS Xバージョンを使用すれば開くことができます。

新しいMacにファイルを移動する

別のMacに移行することで、Mac OS Xに移行する場合には、ファイルを新しいコンピュー
タに移す必要があります。この項で取りあげる例は、Mac OS 9を実行していたコンピュー
タから別のMac OS Xを実行しているコンピュータにファイルを移動する手順を説明するも
のです。

1台のMacから別のMacにファイルを移す方法はいくつか存在します。この項では、以下の
方法について説明します。

• FireWireターゲットディスクモードを使用する。
• 外付けFireWireハードディスクを使用する。
• CDやDVDにファイルをコピーする。
• ネットワークケーブルあるいはAirMacワイヤレスネットワークを使用して、ネットワーク経
由でファイルをコピーする。

方法1：FireWireターゲットディスクモードを使用してファイルをコピーする

FireWireターゲットディスクモードを利用すれば、別のFireWireを搭載したコンピュータ上
の外部ハードディスクとして使用することができます。ハードディスクとして動作しているコ
ンピュータを「ターゲット」と呼びます。ターゲットディスクにアクセスしているコンピュー
タを「ホスト」と呼びます。ターゲットコンピュータがFireWireハードディスクとして起動し、
ホストコンピュータに接続できれば、コンピュータ間でファイルをコピーできるようになり
ます。

互換システム
FireWireターゲットディスクモードを使用するには、Mac OS 9コンピュータとMac OS Xコ
ンピュータの両方がFireWireポートを備えている必要があります。さらに、ターゲットコン
ピュータは、以下条件を満たす必要があります。

• FireWireバージョン2.3.3以降
• Mac OS 8.6以降

以下の例外を除き、内蔵FireWireポートを持つMacシステムはすべて、FireWireターゲット
ディスクモードに入り、FireWireから起動することができます。

• Power Mac G3 (Blue & White)
• 450MHz以下のプロセッサおよびPCIグラフィックスを備えたPower Mac G4

以下のモデルは、ファームウェアアップグレードを行った場合のみ、FireWireターゲットディ
スクモードを利用することができます。

• 500MHz以下のプロセッサおよびAGPグラフィックスを備えたPower Mac G4
• 初期のFireWireを実装したiMac（2000年7月以前）

Macを再起動して「T」キーを押したままにすることで、Macをテストすることができます。
FireWireロゴが表示される場合には、ターゲットディスクモードをサポートしています。通
常のFinderが表示される場合には、ターゲットディスクモードがそのシステムではサポート
されていないか、コンピュータのファームウェアが最新バージョンになっていないことにな
ります。FireWireターゲットディスクモードをサポートしているモデルに関する詳細情報や
ファームウェアアップデートへのリンクについては、til.info.apple.co.jp/techinfo/58583をご
覧ください。
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FireWireターゲットディスクモードを使用する

Mac OS 9コンピュータをターゲットとして、新しいコンピュータをホストとして使用します。
これにより、新しいMac OS Xシステムから古いファイルをブラウズできます。次に古いコ
ンピュータから新しいコンピュータにファイルをコピーすることができます。

FireWireターゲットディスクモードを使用するには、以下のステップに従ってください。

1.ターゲットコンピュータの電源が切ってあることを確認してください。ターゲットとして
PowerBookやiBookを使用している場合には、電源アダプタをAC電源に接続しておいた方
が良いでしょう。ホストコンピュータの電源を落とす必要はありません。

2.適切なFireWireケーブルで2台のコンピュータを接続します。（通常は、6ピン－6ピンの
ケーブルですが、新しいコンピュータがFireWire 800を備えている場合には、6ピンー9
ピンのケーブルを使用することもできます。ただし、この場合の転送速度は、Mac OS 9シ
ステムのFireWireであるFireWire 400の速度になります。）

3.ターゲットコンピュータを起動します。ただちに「T」キーを押し、FireWireアイコンが表示
されるまで押し続けます。ターゲットコンピュータのハードディスクがホストコンピュータ
のデスクトップに表示されます。（ただし、Mac OS Xの「システム環境設定」が接続されて
いるボリュームを表示しない設定となっている場合には、Finderウインドウからターゲット
ドライブにアクセスする必要があります。）

4.これでファイルのコピーを開始できます。コピーが完了したら、ターゲットコンピュータの
ハードディスクアイコンをゴミ箱にドラッグするか、「ファイル」メニューから「取り出し」を
選択します。

5.ターゲットコンピュータの電源を切り、FireWireケーブルを抜きます。

方法2：外部ストレージデバイスを使用してファイルをコピーする

FireWireターゲットディスクモードを使用できない場合は、外部ストレージデバイスを使用
して、ファイルを転送することができます。

外部ストレージデバイスはハードディスクから、キーホルダーに付けられるようなUSBメモリス
ティック、MOやZipのようなリムーバブルメディアデバイスまで、形やサイズにもさまざま
なものがあります。どのデバイスもFireWireやUSBといったインターフェイスで、お使いの
Macに接続できます。FireWire接続の方が、一般にUSB接続よりも高速なので、どちらか選
べる場合はFireWireがよいでしょう。

デバイスの記憶容量が少ない場合は、2台のコンピュータの間を何往復もしなければなり
ません。また、この方法を用いる場合には、外部デバイスの容量よりも大きなファイルが
ないことを確認してください。

外部デバイスをコンピュータのFireWireあるいはUSBポートに直接接続できるものもあり
ますが、そうでない場合はケーブルが必要になります。FireWireおよびUSBケーブルについ
ては、補足記事を参照してください。

Macのシステムではほとんどの場合、そのままデバイスを接続することができますが、まれ
に特別なソフトウェアが必要になる場合もあります。動作させるために何か特別必要なも
のがあるか、デバイスのメーカーに問い合わせてください。
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FireWireおよびUSBケーブル
FireWireのコネクタの形状には9ピン、6ピン、
4ピンと 3つの種類があります。現在の
Macintoshコンピュータは、6ピンコネクタを
使用するFireWire 400ポートを標準で持ってい
ますが、一部のMacintoshモデルでは9ピンコ
ネクタを使用するFireWire 800ポートを備えて
いるものもあります。また、外部ストレージデ

バイスがどの種類のコネクタを使用しているの

かも調べる必要があります。FireWireケーブル
は、同一端子、あるいは異なる端子を持つ様々

なタイプが入手可能となっています。

USBコネクタには、タイプAとタイプBの2つの
種類があります。USBの仕様によりコンピュー
タはタイプAを、外部デバイスはタイプBを使
用するように決まっていますので、通常は標準

のUSBケーブルが1本あれば良いことになりま
す。ただし、外部デバイスの一部では、タイプ

Aコネクタのものもありますので、ケーブルを
購入する前に確認するようにしてください。
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外部ストレージデバイスが、2台のMacシステムで動作することを確認したら、ファイルの
転送を開始します。以下の簡単なステップに従ってください。

1.外部ストレージデバイスをMac OS 9コンピュータに接続します。

2. Macからストレージデバイスに必要なファイルをコピーします。

3.デバイスを外します。

4.デバイスをMac OS Xコンピュータに接続します。

5.ファイルをデバイスからMac OS Xコンピュータにコピーします。

6.コピーしたファイルをデバイスから削除します。

7. Mac OS Xコンピュータからデバイスを外し、必要なファイルをすべて転送し終わるまで、
ステップ1～6を繰り返します。

方法3：CDあるいはDVD経由で転送する

上記の方法を利用できず、Mac OS 9コンピュータにCDあるいはDVDレコーダがある場合
には、それを利用して１枚あるいは複数枚のデータファイルを含むディスクを作成します。
ファイルをディスクにコピーし終えたら、ディスクをを新しいMacに入れ、ファイルをハー
ドディスクにコピーしてください。

方法4：ネットワーク経由でファイルをコピーする

2台のMacintoshコンピュータを接続するために一番簡単な方法は、ネットワークを使用す
ることです。ネットワーク経由でファイルをコピーするには、既存のEthernetネットワーク
に接続するか、コンピュータの間をEthernetケーブルで結ぶか、あるいはアップルの
AirMacワイヤレスネットワークを使用します。このような方法を用いてネットワークを組
めば、あとは後述するステップに従ってファイルをコピーするだけです。

直接Ethernetで接続する場合には、標準のRJ-45カテゴリー5 Ethernetケーブルが1本必要
になります。最近のMacはすべて、クロスケーブルでもストレートケーブルでも自動的に判
別して動作するようになっています。旧型のモデルではクロスケーブルが必要になります。
お使いのMacに関するケーブル条件を確認するには、
til.info.apple.co.jp/techinfo/42717をごらんください。

ステップ１：Mac OS 9でAppleTalkを有効にする
1.アップルメニューから、「コントロールパネル」→「AppleTalk」の順に選択します。

2.「経由先」ポップアップメニューから「Ethernet」を選択します。

3.コントロールパネルを終了します。
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Mac OS 9のファイル共有
Mac OS 9で動作するMacと、Mac OS Xで動作
するMacとのファイル共有はとても簡単です。
Mac OS 9の「共有」コントロールパネルで「開始／
停止」タブをクリックしてファイル共有が開始され

ていることを確認し、「TCP/IP経由のファイル共有
を可能にする」を有効にします。

もしお使いのコンピュータが、インターネットへの

接続に固定IPアドレスを使用している場合は、両
方のコンピュータで別々のアドレスを割り当てて

おく必要があります。ファイルの転送が終了後に

今までお使いになっていた固定IPアドレスを、新
しいMacで使用したい場合でも、ファイルを転送
中には別のアドレスを割り当てておかなければな

りません。この問題はコンピュータのインターネ

ット接続を断って無効にする、固定アドレスの代

わりにDHCPを使用する、あるいは一時的にMac
OS 9とは別の固定アドレスをMac OS Xに割り当
てておくなどの方法で解決できます。
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ステップ２：Mac OS 9でファイル共有を有効にする
1.アップルメニューから、「コントロールパネル」→「ファイル共有」の順に選択します。

2.「開始／停止」タブをクリックします。

3.「所有者の名前」欄に何も入力されていない場合には、所有者の名前を入力します。

所有者の名前を控えておいてください。ネットワーク経由でMacに接続する時に入力する
必要があります。

4.現在のパスワードが不明の場合は、「所有者のパスワード」欄に新しいパスワードを入力し
ます。パスワードを控えておいてください。ネットワーク経由でMacに接続する時に入力す
る必要があります。

5.「コンピュータの名前」欄に何も入力されていない場合には、コンピュータの名前を入力
します。これは、ネットワークでブラウズする時にコンピュータを識別するための名前にな
ります。

6.「ファイル共有していません」の項目で「開始」ボタンをクリックします。

7.コントロールパネルを終了します。

ステップ３：Mac OS Xでファイルをコピーする

1. Finderウインドウでネットワークアイコンをクリックします。ファイルを移したいMac OS 9
の名前とアイコンがFinderウィンドウ内に表示されるはずです。もし表示されない場合は、
ここまでのステップで適切に設定ができているかどうか確認してください。

2. Mac OS 9のコンピュータのアイコンをダブルクリックします。名前とパスワードを入力する
ダイアログが表示されます。

3.前述のステップ2で設定した所有者の名前とパスワードを正確に入力します。続いて「接続」
をクリックすると、接続したMac OS 9コンピュータのボリュームのリストが表示されます。

4.これでMac OS 9のボリュームをMac OS Xにコピーすることができるようになりました。

5.ファイルのコピーが済んだら、Mac OS 9コンピュータの接続を解除できます。Finderに表
示されているMac OS 9のアイコンをクリックしてハイライトさせます。「ファイル」メニュー
から「取り出し」を選択します（あるいはCommand-Eを入力します）。

6.接続が解除できたら、Mao OS 9のコンピュータは終了するか、あるいはネットワークから
外しても構いません。
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Mac OS Xの基礎

Mac OS Xの世界へようこそ! Mac OS 9を使い慣れたユーザの方であれば、操作に大きな
違和感はないことと思います。素晴らしい新機能ばかりでなく、従来よりおなじみの機能
も見つかることでしょう。この項ではMac OS 9との違いも含め、どのようにMac OS Xが
動作するのかについて説明します。

Mac OS Xのハンディなガイドについては、www.apple.co.jp/macosx/learning/を参照し
てください。

ファイルの管理方法

Mac OS Xは、マルチユーザオペレーティングシステムなので、ユーザごとの文書や環境設
定をそれぞれ独立させ、正しく整理された状態に保つことができます。つまり２人のユー
ザが、同じコンピュータを別の設定で使うことができるということです。そのためMac OS
Xのディレクトリ構造は、Mac OS 9のそれとは異なる部分があります。

Mac OS Xでは、同じ名前が付いた同一と思える複数のフォルダが存在します。しかしこの
ようなフォルダは、それぞれが異なった目的に用いられており、マルチユーザオペレーティ
ングシステムでは不可欠な部分です。この項を読めば、Mac OS Xのファイル構造がよくわ
かるようになるでしょう。ファイルを新しいMac OS Xシステムにコピーする前に、ファイル
構造の基本的な理解を得ておくことが大切です。そうすれば、どこにそれぞれのファイルを
コピーすればよいのかを正しく判断できるようになります。

ユーザ専用のフォルダ

ユーザ専用のフォルダとは、そのユーザのみが利用できるものです。ユーザをコンピュータ
に追加するたびに、Mac OS Xはそのユーザの名前を持つ新しいフォルダを作成します。こ
のフォルダは「ホーム」ディレクトリと呼ばれ、そのユーザのファイルと環境設定のすべてを
含んでいます。ユーザがシステムにログインすると、Mac OS Xがこのユーザのホームディ
レクトリを有効にし、ここに保存されている情報を使って自動的にそのユーザのデスクトッ
プ環境に設定します。

このようなホームディレクトリは、起動ボリュームのルート（一番上の）階層にある「ユーザ」
フォルダに保存されています。ユーザが頻繁に使用するホームディレクトリには、すばやく
アクセスするための方法がいくつか用意されています。

• Finderウインドウで、左側のカラムにある家の形をしたアイコンをクリックします。
• Finderで「移動」メニューから「ホーム」を選択します。
• FinderでShift-Command-Hを押します。

マルチユーザ環境では、セキュリティが重要になります。2つの例外となるフォルダを除く、
すべてのホームディレクトリのフォルダは、システムのほかのユーザに対してロックがかけ
られています。適切なフォルダを使用している限り、保存したファイルにアクセスできるの
はそのユーザだけということになります。
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フォルダおよびディレクトリ
Macintoshのユーザは、コンピュータのファイ
ルシステムについての説明で用いられる「フォ

ルダ」という言葉に慣れているでしょう。しかし、

Mac OS XはUNIXベースなので、UNIXのユー
ザがよく使用する「ディレクトリ」という言葉も目

にすることになります。これらの用語は同じ意

味であり、この文書では両方を使用していま

す。

アクセス権
Mac OS Xはマルチユーザシステムのため、それ
ぞれのユーザが、ファイルやフォルダにアクセ

スする上で、項目ごとに異なった「アクセス権」

あるいは特権を持っています。

Finderからファイルを選び、「ファイル」メニュー
から「情報を見る」を選択すると、そのファイル等

のアクセス権を確認することができます。「情報」

ウインドウの「所有権とアクセス権」の隣にある

三角マークをクリックし、その項目に対する設定

内容を確認してみましょう。もしその項目の所

有者か管理者であれば、この項目に対するアク

セス権を変更することができます。



ホームディレクトリのフォルダ

ホームディレクトリには、特別なアイコンを持つ複数のフォルダが含まれています。これら
のフォルダは、多くのアプリケーションでファイルを保存するデフォルトの場所として使用
されます。各フォルダの名前が、保存するファイルの種類を表していますが実際には、あら
ゆる種類のファイルをどのフォルダにでも保存することができます。フォルダ名はあくまで
ファイルを整理する上での便宜上のものです。

Mac OS Xを初めて使用する時にホームディレクトリに表示されるフォルダには、以下のよ
うなものがあります。

• デスクトップ　このフォルダには、現在デスクトップ上に表示されているすべてのファイル
とフォルダの内容が含まれています。このフォルダをDockに置くと、アプリケーションウイ
ンドウを閉じずにデスクトップの中身を見ることができますので、デスクトップ上にファイ
ルを数多く置いている場合に便利です。

• 書類　ここはレター、財務書類、スプレッドシートなどのファイルを保存する場所です。一部
のアプリケーションは、デフォルトでファイルをここに保存します。

• ライブラリ　このフォルダには、アプリケーションやシステムが個別のシステムや環境の設
定を実現するために使用するアプリケーションの環境設定、リソース、音声などが含まれ
ています。例えば、ブラウザのブックマークはここ保存されています。各ユーザは同じブ
ラウザアプリケーションを共有しますが、ブラウザが使用するブックマークは、ログインし
ているユーザのライブラリフォルダのものを使用しているのです。

• ムービー　このフォルダを使用して、ムービーファイルを保存します。ムービーを探す必要
がある場合には、ホームディレクトリから、このフォルダを開きます。ここはiMovieがムー
ビーを保存するためにデフォルトで使用する場所です。

• ミュージック このフォルダを使用して、ミュージックファイルを保存します。曲を探す場
合には、ホームディレクトリから、このフォルダを開きます。ここはiTunesが音楽を保存す
るためにデフォルトで使用する場所です。

• ピクチャ このフォルダを使用してデジタル画像を保存します。iPhotoが写真を保存する
ためにデフォルトで使用する場所です。

• パブリック このフォルダは、システムのほかのユーザも利用できるようになっています。
「パーソナルファイル共有」を有効にすると、このフォルダに置かれたファイルは誰もが利
用できるようになりますので、共有してはならない情報はこのフォルダには置かないでく
ださい。またパブリックフォルダ内には、「ドロップボックス」というフォルダがあります。
他のユーザは「ドロップボックス」にファイルを入れることができますが、このフォルダを開
くことはできません。所有者だけがフォルダを開き、中身を取り出すことができるので、
ほかのユーザは所有者だけに見せたいファイルを渡すことができます。

• サイト このフォルダは、すべてのユーザに解放されており、システム上でWebページを
公開したい場合に使用します。公開してはならない情報は、このフォルダに保存しないで
ください。

個別ユーザのフォルダと同じ階層に「共有」というフォルダが置かれている場合があります。
このフォルダは、アプリケーションがすべてのユーザが必要とする環境設定を保存するた
めに使用します。また、システムのほかのユーザと共有したいファイルを「共有」フォルダに
入れておくこともできます。デフォルトでファイルが「読み出しのみ」で利用可能になる「パ
ブリック」フォルダと異なり、「共有」フォルダ内のファイルは完全に「読み／書き」のアクセ
ス権が与えられています。与えたいアクセス権の種類に応じて、ファイルをどちらのフォ
ルダに入れるかを決めるようにしましょう。

プロフェッショナル環境のユーザは、ワークステーション上のフォルダ構造をカスタマイズ
したくなるものです。これにはいろいろな理由があるでしょう。Mac上に何がもともとイン
ストールされていたのか、そして自分が何をインストールしたのかをわかりやすくしたいと
考える人もいます。あるいはすべてのドローイングアプリケーションを１つのサブディレク
トリまたはフォルダにまとめる場合のように、用途に合わせて情報を整理することもあり
ます。ニーズや理由がどうであれ、Mac OS Xを最初にインストールした時点で用意される
フォルダ以外のフォルダに、カスタムアプリケーションを整理することは可能です。ただし、
Mac OS Xがシステムにインストールした基本的なアプリケーションを削除したり、場所を
変更するのは避けた方がよいでしょう。
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なぜ「デスクトップ」フォルダが
2つあるのか？
以前Mac OS 9で起動していたMacで初めて
Mac OS Xを起動すると、「デスクトップ」フォル
ダが2つ見つかるかもしれません。1つはホー
ムディレクトリにあり、「デスクトップ」という名

前がついています。もう1つは、コンピュータ
の（ルート）階層にあり、「Desktop  (Mac OS 9)」
という名前になっています。

ユーザの多くは、デスクトップにファイルやフォ

ルダを置くことを好みます。Mac OS 9は基本的
にシングルユーザシステムとなっているので、

デスクトップエリアは通常１つしかありません。

しかし、Mac OS Xでは各ユーザがそれぞれ個
別にデスクトップを持つことができます。この

ために、各ユーザのホームディレクトリに

「Desktop」フォルダがあるのです。Mac OS Xが
起動し、（マルチユーザという概念を持たない）

Mac OS 9デスクトップ上に項目を見つけると、
このような項目を特定のユーザに割り当てる

ことができず、ユーザディレクトリの上のルー

ト階層に置くことになるのです。

もともとMac OS 9デスクトップ上にあったファ
イルを見るには、「Desktop (Mac OS 9)」
という名前のフォルダを開きます。Mac OS X
環境でコンピュータを起動した時に、Mac OS
9デスクトップ上にファイルがなかった場合に
は、このフォルダは表示されません。

また、Mac OS XをMac OS 9とは別のパーティ
ションにインストールした場合、Mac OS 9デス
クトップファイルは、Mac OS 9をインストール
したパーティションのルート階層にある

「Desktop Folder」というフォルダにあります。
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自分だけがアクセスするデータをコンピュータ上に残しておき、自分のワークフローに合
わせたフォルダ名を付けたい場合には、「マイプロジェクト」のような名前を付けたカスタム
フォルダを作成することができます。あるいは、自分だけが使用するアプリケーションを
入れておく「アプリケーション」フォルダを作成することもできます。（一部のアプリケーショ
ンは、ファイルを保存するために「アプリケーション」というフォルダを探すため、これを避
けたい場合には、このフォルダに「マイアプリケーション」といった名前を付けた方がよいか
もしれません。）

ユーザが作成したフォルダに対するアクセス権は、そのフォルダの場所に依存しています。
ホームディレクトリのルート階層に置いたフォルダやファイルは、すべてのユーザが利用で
きます。（管理者特権を持つユーザは、ルートフォルダに対して読み書きを行うことができ
ます。それ以外のユーザは、読み取りのみのアクセスしかできません。）自分だけでフォル
ダやファイルを利用したい場合は、ほかのユーザに対してロックされたフォルダに入れてく
ださい。

システム階層のフォルダ

起動ディスクのルート階層には、Mac OS Xがオペレーティングシステム自体を構成するため
に使用する複数のフォルダがあります。このうち、特に重要なフォルダは以下の通りです。

• アプリケーション このフォルダは、すべてのユーザが利用する必要があるアプリケーシ
ョンを保存するためのデフォルトの場所です。従って、ユーザに対して読み書きのアクセス
権が設定されています。アプリケーションインストーラの多くは、このフォルダを、アプリ
ケーションを保存するデフォルトの場所として使用します。「アプリケーション」フォルダに
すばやく移動するには、以下のように複数の方法があります。
‐Finderウインドウで、左側のカラムから「アプリケーション」をクリックします。
‐Finderで、「移動」メニューから「アプリケーション」を選択します。
‐Finderで、Shift-Command-Aを押します。

• システム このフォルダには、システムの動作に欠かせない重要なファイルが含まれてい
ます。通常のユーザのアクセス権は、このフォルダのファイルに対して、読み取りのみに制
限されます。変更がシステムに与える影響を完全に理解していなければ、このフォルダは変更
しないでください。

• ライブラリ このフォルダは、システムのユーザ全員に影響するシステム環境設定ファイ
ルや、アプリケーションの環境設定を保存するために使用します。このフォルダに変更を
加えるには管理者権限が必要になります。

• ユーザ このフォルダには、システムのユーザ全員のホームディレクトリが含まれています。

Classic環境がインストールされている場合、起動ディスクにも「システムフォルダ」という名
前のフォルダがあります。このフォルダには、Mac OS 9オペレーティングシステムと、フォ
ントやコントロールパネルのようなすべてのMac OS 9システム階層のファイルが含まれて
います。

ファイル名と拡張子

Macintoshのシステムは、ドキュメントとそれを作成したアプリケーションの関連付けに、
ファイル名の拡張子を必要としません。この背景には、Mac OSが隠された属性（ファイル
タイプやクリエータと呼ばれるもの）をドキュメントのタイプ（JPEGやTIFFイメージ、PDFフ
ァイル、Microsoft Wordドキュメント、Excelのスプレッドシートなど）に合わせて保持して
いるからです。その結果、ドキュメントをダブルクリックすると、そのアプリケーションが起
動するというわけです。

この方式はMacitoshユーザだけでの環境では理想的ですが、ドキュメントをMicrosoft
Windowsを使用するユーザに送り、互換性のあるソフトウェアで開くといった作業をする
ためには、ファイル名に拡張子を付けておく必要があります。Windowsではファイル名に
拡張子を使用していないと、ドキュメントとアプリケーションの関連付けを行うことができ
ないからです。ファイル名の拡張子は、ドット（.）とこれに続くファイルの種類を特定するた
めの3文字で構成されます。よくWindowsで使用される拡張子はには、Microsoft Wordド
キュメントを示す「.doc」、PDFファイルを示す「.pdf」、Microsoft Excelファイルを示す「.xls」
などがあります。

Mac OS Xは、Windowsアプリケーションとの間で、完全なファイル名を保持することがで
きます。Mac OS X “Panther”ではどんなMac OS Xアプリケーションから保存しても、自動
的にファイル名の後に拡張子を付けます。しかしデフォルトでは、Finder上や「開く」「保存」
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なぜ「ライブラリ」フォルダが
いくつもあるのか？
Mac OS Xでは、「ライブラリ」という名称のフォ
ルダが複数の場所に存在します。また、複数の

「ライブラリ」フォルダの中を見比べてみると、

それぞれの内容が似ていることに気づきます。

なぜこのようになっているのでしょうか？

このように複数の「ライブラリ」フォルダが存在

するのは、Mac OS Xがマルチユーザオペレー
ティングシステムだからです。これらの多様な

フォルダは、システム管理者によってどのユー

ザがどのライブラリにアクセスするかといった

設定ができるようになっています。

例えば、各「ライブラリ」フォルダには、フォント

を格納しておくための「Fonts」フォルダが含ま
れています。アプリケーションとユーザが特定

のフォントを利用できるかどうかは、フォント

がどの階層の「ライブラリ」フォルダに入ってい

るのかによって異なります。（詳細については、

55ページの「どこにフォントをインストールする
のか」を参照してください。）「ライブラリ」フォル

ダにある「 P r e f e r e n c e s」、「 P r i n t e r s」、
「Keyboard Layouts」などのフォルダについて
も同様です。

ライブラリとその内容は階層構造になってお

り、より低い階層のフォルダ設定を、高い階層

のフォルダの設定に対して優先させたり、追加

したりすることができるようになっているので

す。つまり起動ディスク直下にある「ライブラリ」

の設定よりも、「システム」フォルダにある「ライ

ブラリ」の設定が優先され、さらにそれ以上に

個々のユーザの設定した「ライブラリ」が優先さ

れるということです。
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ダイアログで拡張子が表示されない設定になっています（ファイル名の後に拡張子を手動
で入力した場合除きます）。ファイル名に的確な拡張子が付いていなくても、ファイルを置
き換えたり名前を付け直す必要はなく、Windowsベースのシステムに送られた際に正し
く機能するようになっています。

もし拡張子を表示するようにしたい場合は、Finderの環境設定で変更することができます。
Mac OS Xは、ファイルの名称と拡張子の違いを判別することができます。例えば「file-
name」と「filename.doc」では、どちらのファイル名にも正しく拡張子を表示します。この
機能により、ファイル名による混乱を防ぎ、ワークフローの流れやバージョン管理を滞りな
く行えるため、プロフェッショナルパブリッシング環境での使用をお薦めできるのです。も
し拡張子を表示する設定にしたくない場合は、そのドキュメントの「情報」ウィンドウの「名
前と拡張子」で、ファイル名に付いている拡張子を確認することができます。

Mac OS Xは自動的にファイル拡張子を追加することができますが、いくつかのアプリケーシ
ョンでは、この機能を活用してないことがあります。その場合は、ファイルを保存する際に、
「拡張子を追加する」という項目があれば、チェックを付けておくようにするとよいでしょう。

メモリ管理と割り当て

Mac OS Xでは、アプリケーション毎にメモリ割り当てを設定する必要がなくなりました。
オペレーティングシステムが、すべてのメモリ管理と常に使用される仮想メモリを取り扱い
ます。ただしMac OS 9の場合と同様に、使用するClassicアプリケーションについては、メ
モリを割り当てる必要があります。

システム環境設定

従来までのコントロールパネルに変わり、Mac OS Xでは『システム環境設定』というプログ
ラム1つで、さまざまなシステムをカスタマイズするためのオプションを管理できるように
なりました。これはMac OS Xディスクの「アプリケーション」フォルダにあります。またアッ
プルメニューからいつでも簡単にアクセスすることができるようになっています。他社製
のユーティリティやドライバは、独自の環境設定パネルを「システム環境設定」に追加する
ことができますので、環境設定を1ヶ所にまとめて管理することができます。
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Dock

デフォルトでは画面の下部にあるDockを利用すれば、よく使うプログラム、ファイル、ツー
ルにすばやくアクセスすることができます。起動しているアプリケーションには、Dockの
アイコンに黒い三角形のマークが表示されます。頻繁に使用する項目をDockに入れてお
くには、Dockの中にアプリケーションやファイル、フォルダ等のアイコンをドラッグするだ
けです。同様にDockの外にアイコンをドラッグすれば、その項目をDockから外すことがで
きます。Dockに追加しておくと便利な項目としては、「デスクトップ」フォルダ、「プリンタ設
定ユーティリティ」、それによく使うアプリケーションや文書フォルダなどがあります。

項目を追加すると、Dockが画面の端に達するまで広がります。画面の端いっぱいまで広が
ると、今度はアイコンがより多くの項目を追加できるように縮小されます。「システム環境
設定」からは、いつでもDockのサイズを変更することができます。あるいはDockに入って
いるタテ線の上にカーソルを合わせ、ドラッグすることでサイズを変更することも可能です。

Dockのサイズが縮小されたアイコンを見やすくするために、Mac OS Xには拡大オプショ
ンがあります。カーソルがアイコンの上を通る時に、Dockの環境設定で設定したレベルに
アイコンが拡大します。またDockを使用していない時に、自動的に隠れるようにすること
もできます。しまってあるウインドウ（現在使用していなくても、簡単にアクセスできるよう
にしておきたいウインドウ）は、フルウィンドウのミニチュア表示となります。これらのウ
インドウは、1回クリックするだけでアクティブにすることができます。

さらにDockを使用することで、便利な機能にすばやくアクセスすることもできます。Dock
のコンテクストポップアップメニューを使用すれば、アプリケーションを終了したり、選択
したアプリケーションの開いているウインドウに移動することができます。またDockにフ
ォルダを入れてある場合、そのアイコンをクリックアンドホールドすることで、フォルダ内
にあるファイルやフォルダを表示することも可能です。ゴミ箱アイコンをクリック&ホール
ドすれば、その中にあるゴミを削除することができます。

好みに応じて、Dockを画面の下部ではなく、左側あるいは右側に置くこともできます。
Dockの環境設定は、アップルメニューからDockを選択して変更することができます。
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Finderウインドウ

各Finderウインドウには、ウインドウ上部にツールバーが表示できるようになっています。
ツールバーを利用すれば、各種の機能にすばやくアクセスすることが可能です。例えば、
ディレクトリの階層を移動したり、表示を切り替えたり、カラーラベルを追加したりするこ
とができます。ツールバーの表示・非表示を切り替えるには、Finderウインドウの右上の
コーナーにあるボタンをクリックするか、「表示」メニューから「ツールバーを隠す」あるいは
「ツールバーを表示」を選択します。「表示」メニューから「ツールバーをカスタマイズ」を選
択して、ツールバーをカスタマイズすることもできます。

Finderウインドウの左側には、利用可能なディスクとサーバを表示する便利なカラムがあ
ります。このサイドバーには、重要なアプリケーション、フォルダ、文書を入れておくこと
ができます。
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Mac OS Xの新機能であるカラム表示により、ファイルの保存してある場所を階層式に表示
することができます。一般的なファイルタイプのファイルであれば、カラムの一番右側でプ
レビューを見ることができます。例えば、アプリケーションを立ち上げたり、ファイルを開
かずに、QuickTimeムービーを見たり、曲を聴いたり、静止画を表示すること等が可能に
なっています。カラム分割線の下部をドラッグすると、カラム幅を変更することができま
す。これらの操作方法は、Mac OS Xで動作するアプリケーションの『開く』および『保存』
ダイアログの表示でも同じです。

カラム表示を初めて使用する場合、スライダを一番左に移動してから右に移動して、必要な
フォルダを探すとよいでしょう。この方法により、この高機能な新しいナビゲーションシス
テムにすばやく慣れることができるでしょう。

アプリケーションメニュー

Mac OS 9までとは異なり、Mac OS Xで動作するアプリケーションは、それぞれアプリケー
ションメニューと呼ばれるメニュー項目を持っています。これはアプリケーションの名前と
なっており、アップルメニューと「ファイル」メニューの間に表示されます。アプリケーショ
ンメニューには「～について」、そのアプリケーションの環境設定、関連するMac OS Xの
サービス、開いているアプリケーションやその他のアプリケーションのウインドウを隠すた
めのオプション、「終了」コマンド、それにアプリケーションのデベロッパが定めたそのほか
のオプションを含む、アプリケーション自体に関係する複数の項目が含まれています。
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Exposé

Mac OS Xの高性能描画エンジン、Quartzを使用したExposé（エクスポゼ）は、複数のファ
イル、アプリケーション、プロジェクトでの作業方法を変える、ユーザインターフェイスデ
ザインの大きな革新です。Exposéにより、キーを1回押すだけで、開いているウインドウの
いずれにもすぐにアクセスできます。すべてのウインドウをサムネールとして表示すること
も、現在のアプリケーションのウインドウだけを表示することも、すべてのウインドウを隠
して、すばやくデスクトップ上のファイルを見つけることもできます。

Exposéには３種類のモードがあります。

開いているウインドウに簡単に切り替える 必要なウインドウ１つを見つけるために、数
多くのウインドウを動かしたり、サイズを変更したり、隠したり、しまったりする代わりに
（その後でさらにウインドウを元に戻す代わりに）、Exposéを使えば必要なウインドウにす
ぐ移動できます。Exposéが、開いているウインドウをすべて縮小して、同時に全部のウイ
ンドウが見えるように、画面上で整理してくれます。各ウインドウの内容と縦横の比率はそ
のまま変わらないため、ウインドウは簡単に識別できます。カーソルを必要なウインドウの
上に移動しクリックする（あるいはExposéを無効にする）ことにより、そのウインドウをアク
ティブにして、残りのウインドウを元のサイズと位置に戻すことができます。

使用中のアプリケーションのウインドウに簡単に切り替える 同じアプリケーションの複
数の文書で作業している場合、ExposéによってMac上のすべてのウインドウではなく、使
用したいアプリケーションのウインドウだけに集中することができます。すべてのウインド
ウを表示する代わりに、Exposéが現在のアプリケーションのウインドウだけを表示します。
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デスクトップにあるファイルやフォルダに簡単にアクセスする Webからファイルをダウ
ンロードしたり、emailの添付書類をデスクトップに保存した場合、開いてあるウインドウ
でアイコンが見にくくなっていることがよくあります。Exposéにより、作業中に設定したウ
インドウを乱さずに、デスクトップファイルやフォルダにただちにアクセスすることができ
ます。Exposéが一時的にウインドウをすべて画面のエッジに移動し、デスクトップのみを
表示します。お好きなデスクトップアイコンをドラッグしてから、Exposéを無効にしてウイ
ンドウを元に戻し、さらに選択した項目を任意のウインドウにドロップするといった操作が
可能です。

Exposéの使用は簡単です

• 開いているウインドウをすべて見るためには、「F9」キーを押します。

• 現在のアプリケーションで開いているウィンドウをすべて見るには、「F10」キーを押します。

• デスクトップを見るため、開いているウィンドウをすべて隠すには、「F11」キーを押します。

Exposéを起動する時にキーを押したままにすると、キーから指を離すと同時に、ウインド
ウが元の状態に戻ります。起動キーを押したままにするのではなく、短く押しただけにす
ると、そのキーをもう一度押すまでExposéが起動したままになります。

Exposéの使い方を変更するには、「システム環境設定」を使用します。

• 画面のコーナー 画面のコーナーを有効にしておけば、マウスを画面のコーナーに移動す
るだけで、Exposéを起動することができます。Exposé表示をどのコーナーで有効にする
かは選択することができます。

• ファンクションキーと修飾キー ファンクションキーや未使用の修飾キーをExposéの起動
用に設定できます。

• マルチボタンマウス マルチボタンマウスのボタンをお使いの場合は、それぞれのボタン
に異なったExposé表示を割り当てることができます。
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「開く」および「保存」ダイアログ

Mac OS Xでは、アプリケーションの「開く」および「保存」ダイアログが、Finderウインドウ
とほとんど同じになっています。

「保存」ダイアログを開いた時には、Finderウインドウの左側のカラムにある項目、それに
最近使った場所を含むポップアップメニューと、保存するファイルの名前を入力する欄の
みを示す縮小表示となっている場合があります。

このような場所のいずれかにファイルを保存する場合には、ポップアップメニューで選択し
て、必要なファイル名を入力します。システムあるいはネットワーク上の別のフォルダに移動
してファイルを保存する場合、ファイル名の隣にある下向きの矢印をクリックしてウインドウ
を広げ、カラム表示ブラウザを表示することにより、必要なフォルダに移動することができ
ます。フォルダを選択すると、そのフォルダが「最近使った場所」リストに追加されます。
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Mac OS Xの「開く」あるいは「保存」ダイアログを初めて使う時には、スライドバーを一番左
に動かしてから右に移動して、必要なフォルダを見つけるのが一番簡単です。この方法によ
り、この高機能な新しいナビゲーションシステムにすばやく慣れることができるでしょう。

サーバへ接続する

Mac OS Xでは、現在使用されている一般的なプラットフォームの主なファイルサーバプロ
トコルのすべてに接続することができます。具体的には、Apple、UNIX、Linux、Novell
NetWare、Windowsコンピュータおよびサーバが含まれます。Mac OS Xでは、ほかのコ
ンピュータやサーバに対する接続を、Mac OS 9のように「セレクタ」経由では行いません。
Finderからや「サーバに接続」ダイアログで簡単にネットワーク先のブラウズをすることが
できます。

ネットワーク表示

ネットワーク表示は、ローカルネットワーク上でブラウズ可能なすべてのサーバを表示しま
す。サーバは名前で表示され、アドレスを入力せずに必要なサーバを選択することができ
ます。サーバを選択したら「接続」をクリックし、接続ダイアログに入力します。

この方法は、特にサーバのアドレスが不明の場合や、ネットワーク上でブラウズ可能なすべ
てのサーバを見たい場合に便利です。
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「サーバへ接続」ダイアログ

「サーバへ接続」を使用する場合には、まずサーバの完全なアドレス（URL）が必要です。サー
バの管理者からURLを入手してください。

1.「移動」メニューから「サーバへ接続」を選択します。

2.サーバのアドレスを入力し、「接続」をクリックして、接続ダイアログを完了します。（「ブラ
ウズ」をクリックすると、ネットワーク表示に戻ります。）URLの前には、接続するプロトコル
（afp://あるいはsmb://）が必要です。プロトコルを指定しない場合、「サーバへ接続」ダイア
ログは、AFP（Apple File Protocol）接続を使用することを前提にします。

ネットワーク表示の代わりに「サーバへ接続」を使用して、ローカルサーバへ接続することも
できます。使いやすいように「サーバへ接続」ダイアログには、「最近使ったサーバ」のリスト
と、「よく使うサーバ」のリストが含まれています。

Mac OS Xのサーバコネクティビティの詳細については、『Mac OS X 10.3: ネットワークのブラ
ウズとサーバへの接続について』（til.info.apple.co.jp/techinfo/107804）という記事を参照し
てください。

アプリケーションを強制終了する

Mac OS Xでは先進のメモリ保護機能により、アプリケーションに異常があっても、システ
ム全体にその影響を与えることはありません。もしもアプリケーションの応答がなくなった
場合には、そのアプリケーションだけを「強制終了」することができます。アプリケーション
の強制終了は、Mac OS 9の場合と同様に、Command-Option-Escのキーボードショート
カットが使用できます。Mac OS 9では、一番手前のアプリケーションを強制終了すること
しかできませんでしたが、Mac OS Xは現在実行中のアプリケーションのリストを表示し、
単数あるいは複数のアプリケーションを選んで強制終了することが可能です。

このリストにはFinderが含まれている点にも注目してください。Mac OS XのFinderは、ほか
のアプリケーションと同じように1つのアプリケーションとなっていて、実行中のほかのアプ
リケーションに影響を与えずに終了し、再度開くことができるようになっています。
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ファイル名の拡張子をアプリケーションに関連づける

特定の種類のファイルでは、複数のアプリケーションで開くことが可能な場合があります。
例えば、アップルの「プレビュー」アプリケーションでは、「.tif」という拡張子を持つファイル
を開くことができます。しかしAdobe Photoshopをインストールしているユーザの場合、
そちらのアプリケーションで.tifファイルを開きたいと考えるかもしれません。

.tifファイルを例にとれば、以下を実行することになります。

1. Finderで、「.tif」という拡張子を持つファイルを選択します。

2.「ファイル」メニューから「情報を見る」を選択します。

3.「情報」ウインドウで、「このアプリケーションで開く」の隣にある三角マークをクリックし
ます。

4.ポップアップメニューで、このファイルを開くアプリケーションを選択します。この例
では、Adobe Photoshopとなります。

5.同じ拡張子を持つすべてのファイルをPhotoshopで開くようにしたい場合、「すべてを
変更」をクリックします。

6.確認ダイアログが表示されたら、「続ける」をクリックします。

7.「情報」ウインドウを閉じます。

41クリエイティブプロフェッショナルのためのガイド

Mac OS Xへの移行



Classic環境

Mac OS X用にアップグレードされていないMac OS 9アプリケーションは、Mac OS Xの
Classic環境で実行することができます。「システム環境設定」の「Classic」パネルから
Classic環境を起動するか、あるいはClassic（Mac OS 9）アプリケーションをダブルクリッ
クします。またClassicパネルからは、Classicを停止、再起動、強制終了を選択すること
ができます。

Classicシステム環境設定を使用する

Classic環境の動作を制御するには、「システム環境設定」の「Classic」パネルを使用しま
す。この環境設定にある3つのパネルにより、Classic環境の動作を設定および監視する
ことができます。

「起動／停止」パネルを使用して、以下を実行します。

• Classicに使用するシステムフォルダを選択（Macに複数のMac OS 9システムをインストール
している場合）どのMac OS 9システムフォルダをClassic用に使用するのかを設定します。

• Classicの起動／停止、再起動、強制終了

• ログインにClassicを起動する　Classicアプリケーションを頻繁に使用する場合に便利です。

• Classicを起動する前に警告する　Classicアプリケーションをダブルクリックして開く場合、
Classicが実際に起動する前に、これを中止することのできるダイアログを表示します。

「詳細設定」パネルを使用すると、詳細設定を調整してClassic環境のトラブルシューティ
ングを行うことができます。このパネルではMac OS 9単体のように、特別な方法で
Classicを起動することもできます。詳細設定には以下の項目が含まれます。

• ホームからMac OS 9の環境設定を使用する この機能は、複数のユーザがシステムを利
用している場合に便利です。このオプションを有効にすると、ユーザが初めてClassicを使
用する時に、Mac OS 9のシステムフォルダからホームの「ライブラリ」フォルダにある
「Classic」フォルダに既存の環境設定をコピーするためのダイアログが表示されます。

• Classicのスリープ もしClassic環境が実行していても、Mac OS 9アプリケーションを開
いていない場合にはClassicがスリープし、コンピュータへの負荷を軽くします。この設定
を使用して、最後のClassicアプリケーションを終了してからClassicがスリープするまでの
静止している時間を指定します。Classicがスリープしている場合、Mac OS 9アプリケーシ
ョンの起動時間が少し長くなる場合があります。

• Classicデスクトップを再構築 このコマンドは、選択した起動ボリュームに対する、アイ
コンと文書、アプリケーションをまとめたClassicデスクトップファイルを再構築します。

トラブルシューティングに役立つ詳細設定は、「Classicを起動」ボタンの隣にあるポップアッ
プメニューにあります。オプションは以下の通りです。

• 機能拡張を使用停止 機能拡張は、時にMac OS 9環境で予想外の動作を行う場合がある
ため、問題のトラブルシューティングを行う場合には、機能拡張を停止してMac OS 9を起
動すると便利です。

• 機能拡張マネージャを開く このオプションにより、機能拡張をすべて停止する代わりに、
特定の機能拡張を起動あるいは停止することができます。Classic環境でコンクリフトキャッ
チャーをインストールしている場合、システムは機能拡張マネージャではなく、コンクリフト
キャッチャーから再起動します。

• キーボードショートカットを使う このオプションを使用して、Classic環境の起動や再起
動に使用するキーボードショートカットを定義します。

最後のパネルである「メモリ／バージョン」を使用して、Classic環境で実行中のアプリケーシ
ョンのメモリ使用状況を表示することができます。これはMac OS 9のアップルメニューに
ある「このコンピュータについて」にある情報に似ています。
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Classic環境でプリントする
Classicで実行しているアプリケーションから
プリントする場合、Classic環境に適切なプリ
ンタドライバがインストールされていること

を確認する必要があります。

非PostScriptプリンタをお使いの場合、そのプ
リンタのドライバをClassicにインストールする必
要があります。PostScriptプリンタをお使いの
場合は、プリンタ設定ユーティリティを使用す

ることで、すぐにClassicアプリケーションからの
プリントが可能になります。ただし、Mac OS 9
のPostScriptドライバを使用したい場合は、
Classicにインストールする必要があります。
Classicにプリンタドライバをインストールす
る方法は以下の通りです。

• プリンタメーカーのWebサイトから最新のプリ
ンタドライバインストーラをダウンロードし、実

行します。

• プリンタ同梱のインストーラを実行します。こ
の場合、プリンタドライバが最新のバージョン

とは限らない点に注意してください。

• Mac OS 9システムで使用していたプリンタ用の
インストーラが見つからない場合、手動で既存

のドライバをClassicにコピーすることができま
す。Mac OS 9の場合、プリンタドライバはシス
テムフォルダの機能拡張フォルダに保存されて

います。PostScriptプリンタをお使いの場合、
PPDファイル（PostScript Printer Description
ファイル）は、システムフォルダ内にある機能拡

張のプリンタ記述ファイル内にあります。元の

システムから、Classicの同じ場所にファイルを
コピーしてください。
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プリンティング

Mac OS X v10.3 “Panther”のプリントシステムは、オープンスタンダード、オープンソース
ソフトウェアといった最先端技術を取り入れ、プロフェッショナルクオリティの出力を可能
にしています。手軽に幅広いデバイスが活用できるほか、カラーマネージメントされたPDF
ファイルを、プリントダイアログから簡単に保存することができます。またネットワーク経
由でも、直接プリンタにつないだ場合でも、コンピュータが多数混在する環境での効率の
よい作業が可能です。

Mac OS Xではすべてのプリンタを、どのアプリケーションからでも利用できるようになって
います。毎回セレクタを開いて設定を変更する必要がありませんので、各ジョブのニーズ
に合ったプリンタに、その都度切り替えることが可能です。さらにセレクタに代わる「プリ
ンタ設定ユーティリティ」アプリケーションにより、数多くのプリント関連コマンドや設定に
素早くアクセスすることができます。新たにマルチスレッドプリンティングに対応したこと
で、デベロッパはあるジョブを1台のプリンタに送り、ただちにそのジョブを別の機種のプ
リンタでプリントするために送ることができるアプリケーションを作ることができます。こ
のシステムは自動的に各ジョブをデバイスに送ります。また追加コストなしで、ネットワー
ク対応していないプリンタを、ネットワーク上のすべてのユーザが利用できるようにするこ
とも可能になっています。

対応プリンティングプロトコル

Mac OS Xは、以下のプリンティングプロトコルをサポートしています。

• AppleTalk AppleTalkプリンタは、現在でもクリエイティブ環境で多数使用されており、
設定が容易で、バックチャンネル（ステータス）通信ばかりでなく、バイナリデータのプリン
トもサポートしています。

• IPプリント インターネット・プリンティング・プロトコル（IPP）およびLPR/LPDプロトコル
は、サブネット経由でさまざまなプリンタやプリントサーバでプリントを行うことができま
す。どちらのプロトコルも一般にAppleTalkよりも高速でプリントすることができますが、
バックチャンネル通信（ステータスおよびエラー報告）の量が異なります。ネットワーク経由
で印刷する場合にステータス通信（エラーメッセージなど）を受け取るために、これらのプロトコ
ルのいずれかがサポートされるならば、AppleTalkあるいはIPP印刷のいずれかを選択するとよ
いでしょう。そうでなければ、LPR/LPDを選択してください。お使いのプリンタがどのプロトコ
ルをサポートしているかについては、プリンタメーカーにお問い合わせください。

• Bluetoothプリンティング　もしBluetoothを搭載したMacintoshをお使いの場合は、
Mac OS X v10.3.2以降を使用し、Bluetooth 1.5アップデータを追加することで、Bluetooth
対応プリンタを利用することができます。

• Windowsプリンティング　Mac OS X v10.3は、ピア・トゥー・ピアプリンティングやネッ
トワーク上で管理されているプリントサーバに対するファイル送信のためのWindowsプリ
ンティングプロトコル（SMB）をサポートしています。このサポートにより、ローカルネット
ワーク上のWindowsユーザもMacに直接接続されているプリンタを活用できるようになり
ます。プリンタをSMB経由でWindowsユーザと共有するには、「システム環境設定」の「共
有」パネルを開き、「プリンタ共有」、「Windows共有」の順に有効にします。これですべ
てのキューが共有されます。（キューを個別に共有することはできません。）Windowsシ
ステムからMacでプリントするファイルは、PostScriptを使用する必要があります。
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プリンタのWindowsユーザとの共有に関する詳細については、以下の文書を参照してく
ださい。

‐「Windowsとの互換性およびMac OS Xの技術概要（英語版）」
（www.apple.co.jp/macosx/features/windowsで入手可能）

対応プリンティングインタフェース

Ethernet経由でのプリンタ接続に加え、多くのプリンタで使用されているUSB、あるいは
FireWireポート経由で直接コンピュータに接続することができます。プリンタを接続し、
「システム環境設定」の「共有」パネルを開いて「プリンタ共有」を有効にすることで、ネット
ワークのほかのコンピュータが、そのUSBプリンタを利用することができます。

対応プリンタ

Mac OS X v10.3 “Panther”には、ブラザー、キヤノン、EPSON、HP、Lexmark、ゼロックス
を含むベンダーの数百におよぶプリンタをサポートするためのドライバが含まれています。
また、Mac OS Xのプリンティングは、CUPS（Common UNIX Printing System）に基づい
ています。各種のCUPS対応プリントドライバが入手可能ですので、メーカーがMac OS Xサ
ポートを提供していない場合でも、プリンタを利用できる可能性があります。

Pantherには、数百種ものプリンタをサポートするGimp-Printオープンソースプリンタドラ
イバプロジェクトも含まれています。すなわち、ソフトウェアをインストールせずにプリン
タを使える可能性が高いということです。多くの場合、Pantherがキューを作成してくれま
すので、設定も要求されません。CUPSおよびお使いのプリンタと互換のドライバについて
は、Gimp-Print WebサイトのMac OS Xセクション（gimp-print.sourceforge.net/
MacOSX.php3）をごらんください。現在、500以上のプリンタがGimp-Printでサポートさ
れおり、今も新しいものが生まれ続け、改良も進んでいます。

PPDファイル
PPD（PostScript Printer Description）ファイルは、プリンタで利用できるページサイズ、
ハーフトーンスクリーニング設定、アウトプット解像度などのPostScript対応プリンタの特定
のモデルに関する情報を含むテキストファイルです。システムは、PPDファイルを使用して、
「ページ設定」および「プリント」ダイアログで設定した各種の制御を行います。

PostScript対応プリンタを使用する場合、プリンタをシステムに追加する際にPPDファイル
をプリンタに割り当てる必要があります。プリンタドライバがプリインストールされた状態
で出荷されるプリンタの場合、このアプリケーションが必要なPPDを自動的にインストール
します。ただし、デザイン業界や印刷業界で仕事をしている場合には、PostScriptファイル
を作成して印刷会社に送るように頼まれることがあります。このためには、その印刷会社
が実際に印刷に使用する出力機のPPDファイルをインストールする必要があります。PPD
ファイルをインストールする場合は、お使いのMacの使用する言語に合わせ、的確な「Iproj」
フォルダに入れるようにします。（詳しくは次のセクションを参照してください。）

44

Rendezvous
Mac OS X v10.3に搭載されたRendezvous（ラ
ンデブー）技術によって、コンピュータや周辺機

器といったデバイスが、自動的にお互いを検出

し、接続することにより、即座にネットワーク

を構築することができるようになりました。

Rendezvousを使用すれば、各デバイスが、ほ
かのデバイスに対して提供する（ファイル共有や

プリンティングのような）サービスを知らせて、

ほかのデバイスが提供するサービスを識別しま

す。例えば、会議の時に同僚同士でAirMacを
備えたPowerBookのシステムをそれぞれ立ち上
げるだけで、Rendezvousがファイル共有のた
めのネットワークを構築します。Rendezvousを
搭載したコンピュータを有線ネットワークに

接続した場合は、Rendezvousが自動的に
Rendezvous対応プリンタのリストを準備してく
れます。

Rendezvousは、IP、ARP、DNSのような標準
プロトコルを使用しており、Ethernet、AirMac、
AirMacExtremeを含む、現在最も一般的な接
続技術で機能します。EPSON、HP、Lexmark
は、Rendezvousテクノロジーを新型のプリンタ
に組み込んでいます。Tivoは、Rendezvouベー
スの機能を持つテレビ録画デバイスを販売して

います。ほかの周辺機器や家庭用電化製品メー

カーでも、Rendezvous対応機器の発表を計画
しています。
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PPDファイルのインストール

Mac OS Xでは、PPDファイルをシステムのどの場所からでも使用できます。このファイル
は、そのシステムでよく使う場所にコピーしておくとよいでしょう。よく使う場所にPPDファ
イルがあれば、プリンタ設定ユーティリティが作業時にプリンタに適したPPDファイルを割
り当てるか、あるいは選択可能なPPDファイルのリストを素早く表示することができます。
PPDファイルがよく使う場所にない場合には、プリンタ設定ユーティリティがユーザに、シ
ステムをブラウズしてPPDファイルを見つけるよう要求します。

Mac OS Xではシステムにとって望ましい範囲内の場所で、多数の異なるフォルダの中に
PPDファイルが保存できるという点に注意してください。これらのフォルダは使用する言
語ごとにローカライズされたバージョンのPPDファイルを格納するためのもので、それぞ
れのフォルダには「en.Iproj（英語版）」「fr.Iproj」「ja.Iproj（日本語版）」などの名前が付けられ
ています。もしMacを日本語のみで使用する場合には、日本語言語環境のPPDファイルだ
けあれば問題ありません。

Mac OS Xには、PPDファイルを保存する上で望ましい場所が4ヶ所あります。これらの場
所にファイルを追加したり削除する場合には、管理者としてアクセスする必要があります。

ここでは日本語の作業環境を例にとって、PPDファイルの保存場所の解説をします。もし
ほかの言語環境で作業したいときは、まず必要な言語用にローカライズされたPPDがある
かどうかを確認してください。そして最初に日本語言語環境のPPDを、以下のリストにある
フォルダのいずれかにインストールします。次にローカライズされたバージョンのPPDを、
それぞれの言語用の「Iproj」にインストールします。例えば英語用にローカライズされた
PPDは、「en.lproj」フォルダにインストールします。もしホームディレクトリやClassicのシス
テムフォルダにPPDファイルをインストールする場合は「lproj」フォルダはありません。これ
らの場所では、すべてのPPDsファイルが1つのフォルダに収められます。

• <起動ボリューム>/ライブラリ/Printers/PPDs/Contents/Resources/ja.lproj これ
は、Mac OS Xのみが使用するPPDファイルをインストールすることが望ましい場所です。
ここに保存されたPPDファイルは、Classic環境で実行するアプリケーションからは利用で
きません。

• <起動ボリューム>/システム/ライブラリ/Printers/PPDs/Contents/Resources/ja.lproj
これはシステムが必要とするPPDファイルを保存する場所です。原則として、このディレク
トリにPPDファイルを追加しないでください。またこのディレクトリにあるPPDファイルを
削除しないでください。この場所にインストールされたPPDファイルは、Classic環境で実
行するアプリケーションからは利用できません。

• <ホームディレクトリ>/ライブラリ/Printers/PPDs/ ご使用になるコンピュータに管理
者としてアクセスできない場合には、ここが唯一PPDsをインストールできる場所となりま
す。またもし管理者権限を持っている場合でも、自分だけが使用するプリンタのPPDsを保
存する場所として使用することができます。（PPDファイルをこの場所にインストールする
前に、そのPPDsのフォルダを作成しておくようにしましょう。）この場所にインストールされ
たPPDファイルは、Classic環境で実行するアプリケーションからは利用できません。

• <起動ボリューム>/システムフォルダ/機能拡張/プリンタ記述ファイル これはClassic環
境がPPDファイルを探す場所です。ここにインストールされたPPDファイルは、Classicを少
なくとも1回は実行していること、あるいは「システム環境設定」の「起動ディスク」パネルか
ら、少なくとも1度はClassicシステムフォルダを選択していることを条件として、Mac OS X
アプリケーションからも利用できます。言い換えれば、Mac OS Xがこのディレクトリにあ
るPPDファイルを認識するには、Classicシステムフォルダの存在を知っておく必要がある
ということです。

Mac OS XでのPPDファイルの扱いについての技術的な情報は、developer.apple.com/
documentation/Printing/Conceptual/UsingPPDFiles/ppd_concepts/chapter_2_
section_1.html（英語）を参照してください。
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プリンタ設定ユーティリティ

Mac OS Xでデフォルトプリンタを追加、管理、選択する場合には、Mac OS 9のセレクタの
代わりに、プリンタ設定ユーティリティを使用します。プリンタ設定ユーティリティは、お
使いのシステムボリュームの「アプリケーション」フォルダ内の「ユーティリティ」フォルダにあ
ります。

プリンタを追加、設定する

Mac OS Xは、各種のUSBプリンタをコンピュータに接続して電源を入れた時点で認識し、
設定を行います。プリンタ設定ユーティリティを使用すれば、ネットワークプリンタを選択
および設定することができます。Mac OS Xは、現在最も一般的なUSBインクジェットプリ
ンタ用のドライバと一緒に出荷され、また200以上のPostScript対応プリンタ用のプリンタ
記述ファイル（PPD）も含まれています。

プリンタ設定ユーティリティを使用して新しいプリンタを追加するには：

1.「プリンタ」メニューから「プリンタを追加」を選択します。（またはプリンタリストのツール
バーで「追加」ボタンをクリックします。）

2.表示されたダイアログのポップアップメニューから、まず最初にプリンタに接続するため
のプリンティングプロトコルを選択します。（使用したいプリンタがそのプロトコルに対応してい
るかどうかをあらかじめ確認してください。）もし必要なら、より詳細な設定（AppleTalkのゾーン
やWindowsのワークグループなど）を、2番目のポップアップメニューから選択します。

3.追加するプリンタを、デバイスやネットワーク上で見つけられたサーバのリストから選択し
ます。

4.「使用したい機種」のポップアップメニューから、使用したいプリンタの製品名を選択しま
す。もしMac OS Xがそのプリンタに割り当てるPPDを発見した場合には、「プリンタの機種」
メニューに「自動選択」のオプションが表示されます。クリックしてMac OSに自動選択させ
ましょう。

5. Mac OS Xが割り当てるPPDを自動で見つけられなかった場合や、自分で使用するPPDを選
びたい場合は、手動でこれを選択することも可能です。「プリンタの機種」ポップアップメ
ニューで「その他」を選び、クリックして追加します。
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PostScriptおよびEPSデータ
Pantherは、PostScriptおよびEPS
（Encapsulated PostScript）データを高品質の
PDFデータに書き出す業界最先端の変換技術
を含んでいます。どのPantherアプリケーション
でも、オンスクリーンで低解像度のビットマップ

の代わりに、高解像度のPostScriptデータを描
画し、非PostScriptデバイスを含むあらゆるプ
リンタからPostScript画質のアウトプットをプ
リントすることで、この内蔵機能を活用するこ

とができます。Mac OS Xは、スクリーン表示
とプリンティングに同じPDFベースのテキスト
およびグラフィックソフトウェアを使用してい

るため、スクリーン上の文書がプリントした時

の文書と同じになります。
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PostScript対応プリンタでPPDの設定ができたら、今度はプリンタ固有のオプションの設定
が必要になることがあります。（搭載されているメモリの量、オプションの用紙トレイなど）

1.プリンタ設定ユーティリティで、設定したいプリンタをリストから選択します。

2.プリンタリストのツールバーにある「情報を見る」ボタンをクリックします。またはプリン
タを選択してから、プリンタ設定ユーティリティのメニューバーで「プリンタ」メニュー＞「情
報を見る」を選択します。

3.ポップアップメニューから「インストール可能なオプション」を選択します。

4.目的に合ったプリンタのオプションを選択します。

5.「変更を適用」ボタンをクリックします。

デフォルトプリンタを設定する

Mac OS Xでは、プリントダイアログのポップアップメニューで、目的のプリンタが選択で
きるようになっています。プリントダイアログを閉じる必要もなく、素早くプリンタを切り
替えることが可能です。簡単に違うプリンタをポップアップメニューから選択し、そして適
切な出力オプションを選ぶことができます。（追加オプションを見るためには、「印刷部数
と印刷ページ」となっているポップアップメニューをクリックします。）

複数のプリンタをお使いの場合、最後に使用したプリンタが次にプリントダイアログを表
示した際に、ポップアップメニューで選択されています。使用するデバイスを変更したい
場合は、プリンタのポップアップメニューをクリックし、違うプリンタを選択し直すだけです。

Pantherでは、デフォルトのプリンタを最後に使用したプリンタから変更することができま
す。システム環境設定を開き、「プリントとファックス」ボタンをクリックします。さらにポ
ップアップメニューをクリックして「“プリント”画面で選択されるプリンタ」でデフォルトに
したいプリンタを選択します。ここにはプリンタ設定ユーティリティのプリンタリストが表
示されます。新たにプリンタを追加したい場合は、メニューから「プリンタリストを編集」
を選択します。プリンタリストのツールバーで「追加」ボタンをクリックします（あるいは「プ
リンタ」メニューから「プリンタを追加」）。ここで新しいプリンタを追加すると、そのプリン
タをデフォルトプリンタに設定することができます。

デスクトッププリンタを使ってプリントを管理する

Mac OS X v10.3で、デスクトッププリンタがMac OSに復活しました。デスクトッププリン
タを使用すれば、ドラッグ&ドロップでファイルをプリントしたり、プリント中のジョブや
キューの情報を素早く得ることができるほか、プリンタのユーティリティに簡単にアクセス
することも可能です。ちょうどプリンタのアイコンがDockにあるようなもので、ジョブがプ
リント中なのか、エラーが起きているのかを確認することができます。

デスクトッププリンタを作る手順はとても簡単です。

1.プリンタ設定ユーティリティで、「プリンタを追加」でプリントキューを作成するか、「プリン
タをプール」で選択したプリンタのプールを作ります。

2.プリンタリストでそのプリンタかプールをクリックし、デスクトップかDockにドラッグします。
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ドラッグ&ドロッププリンティング

一度デスクトッププリンタを作ってしまえば、目的のプリンタのアイコンにファイルをドラッ
グするだけでプリントすることができるようになります。PostScriptやPDFを含むいくつかの
フォーマットのファイルは、ダイレクトにプリントすることができます。それ以外のファイルで
は、そのファイルに割り当てられているアプリケーションを起動してファイルを開き、プリン
トダイアログを表示します。フォルダのアイコンをドロップした場合は、フォルダの内容をリ
ストにしてプリントします。

プリントジョブを管理するときは、デスクトッププリンタをダブルクリックします。プリンタ管理
ユーティリティへのショートカットはデスクトッププリンタのツールバーにあります。インクや
トナーのチェックをしたり、ハードウェアに関連する他のタスクを実行する場合は、ユーティリ
ティボタンをクリックするだけです。

あとでプリントするためにジョブを停止する

ジョブをプリントする準備ができてもプリンタに接続されていない場合、ジョブを保留して
あとで印刷することができます。このためには、以下の手順に従ってください。

1.プリンタ設定ユーティリティを開いて、プリンタリストから使用したいプリンタを選択する
か、使用したいデスクトッププリンタをダブルクリックします。

2.「プリンタ」メニューから「ジョブを停止」を選択するか、デスクトッププリンタのツールバーで
「ジョブを停止」ボタンをクリックします。

3.プリンタ設定ユーティリティを終了して、アプリケーションに戻ります。

4.今すぐプリントする場合と同じように、アプリケーションの「プリント」コマンドを使用します。

5.希望するプリントオプションを設定し、「プリント」ボタンをクリックします（「！」のアイコン
を無視して次のプリンタポップアップメニューに進みます）。

6.表示されたダイアログで、「キューに追加」をクリックします。

7.プリンタに接続した時に、プリンタ設定ユーティリティを開き、ジョブを停止しておいたプリ
ンタを選択します（あるいはデスクトッププリンタを開きます）。そして「プリンタ」メニュー
（あるいはデスクトッププリンタのツールバー）から「ジョブを再開」を選択します。

プリンタプールとプリンタ共有

Pantherには、新たにプリンタプール機能が加わりました。お使いのプリンタがしばしばビ
ジー（使用中）で、文書をできるだけ早くプリントしたい場合には、プリンタプールと呼ばれ
るプリンタのコレクションを作成することができます。プールで最初に可能になったプリンタ
で、文書が自動的にプリントされます。ファイルがプールのどのプリンタにも行く可能性が
あるため、プリンタプールには同一か、ほぼ同等のプリンタを入れた方が良いでしょう。ま
た、プリンタが同じ場所にまとまって置かれていると便利です。

プールを設定するには、以下のステップに従ってください。

1.「システム環境設定」を開き、「プリントとファックス」をクリックします。

2.「プリント」を選び、「プリンタを設定」ボタンをクリックします。
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3.「プリンタリスト」からプールに加えるプリンタを選択します。（１番目のプリンタを選択し、
コマンドキーを押しながら追加のプリンタをクリックします。

4.「プリンタ」→「プリンタをプール」を選択します。

5.「プリンタプール名」欄にプリンタプールの名前を入力します。

6.プリンタをドラッグして希望する順序に並べます。お使いのコンピュータは、プリント時に
リストの1番目のプリンタが使用可能かどうかを調べ、使用できない場合は次のプリンタと
いうように調べます。プリンタプールのプリンタオプションは、プリンタプールにあるリス
トの1番目のプリンタのオプションが使用されます。

7.「作成」をクリックします。

ローカルネットワーク上のほかのコンピュータが同じプリンタにアクセスできるようにする
には、「プリンタ共有」を有効にします。

1.「システム環境設定」を開いて、「共有」をクリックします。

2.「サービス」パネルで「プリンタ共有」を選択し、「開始」をクリックします。

コンピュータに直接接続されているか、ネットワーク経由でアクセスしているかに関わらず、
（プリンタ設定ユーティリティの）プリンタリストにあるすべてのプリンタが共有されます。
ローカルネットワーク（IPサブネット）に接続されているほかのコンピュータの「プリント」ダ
イアログに、共有されているプリンタが自動的に表示されます。

ほかのユーザがプリントした文書をどこで手に入れれば良いのかをわかりやすくするため
に、（「アプリケーション」→「ユーティリティ」フォルダにある）プリンタ設定ユーティリティ
を開きます。「プリンタリスト」ウインドウが開かない場合には、「表示」→「プリンタリストを
表示」を選択します。プリンタを選択してから、「プリンタ」メニューから「情報を見る」を選
択し、「場所」欄にプリンタの場所についてのわかりやすい説明を入力します。

共有プリンタでプリント待ちになっている書類は、お使いのコンピュータのハードディスクに
保存されています。つまり、お使いのコンピュータがプリンタのキューのホストになります。

49クリエイティブプロフェッショナルのためのガイド

Mac OS Xへの移行



プリンタの機能設定に関する詳細を学ぶには、プリンタ設定ユーティリティを開き、「ヘル
プ」メニューから「Macヘルプ」を選択して、調べたい機能を検索します。トピックとしては次
のようなものがあります。

• プリンタのデスクトップアイコンを作成する
• ほかのコンピュータとプリンタを共有する
• プリントジョブを別のプリンタに割り当てる
• SMBを介してWindowsコンピュータが共有するプリンタにプリントするように設定する
• IPプリント・ネットワークプリンタにプリントするように設定する

ColorSyncプロファイル

Mac OS Xでは、ColorSyncが完全にオペレーティングシステムに統合されています。事実、
Mac OS Xv10.3は、カラーマネージメントのためのICC version 4.0規格を完全にサポートし
た唯一のオペレーティングシステムです。この統合によって、デベロッパがカラーマネージ
メント機能をアプリケーションに組み込むことができますので、生産性、品質ともに向上
します。

ColorSyncユーティリティを使用して、お使いのプリンタに出力プロファイルを割り当てて
おけば、お使いの出力機で正しくプリントするために、どこのカラーをどのように変換した
らよいかをプリントダイアログで設定することができます。ファイルをプリントせずに、プ
リントダイアログでの設定を加味した正確なカラーをモニタ上に表示する「ソフトプルーフ」
が可能になります。

Mac OS Xの新しいカラーマネージメントモジュール（CMM）は、カラートランスフォーメー
ションの速度と精度を改善します。Velocity Engineの高速処理能力を活用して、よく使う色
計算を劇的にスピードアップします。さらにApple CMMは可能な限りマルチプロセッシン
グを使用して、さらに性能を強化しています。結果として、Mac OS X v10.3におけるカラー
マッチングは、Mac OS 9のほぼ2倍の処理性能となっています。

Mac OS 9でColorSyncを使用している場合、お使いのプロファイルをMac OS Xシステムに
移し、すぐに慣れ親しんだ色に関する結果を得ることができます。（次のセクションにある
Mac OS Xでサポートされるプロファイルの場所を参照してください）「一般的な」プロファイ
ルがアプリケーションによってインストールされる場合がありますが、これは仮想デバイス
のために記述されたもので、現実のデバイスのものではありません。例えばAdobe
Photoshopをインストールすると、ColorMatchRGB.icc、USWebCoatedSWOP.iccといった
プロファイルが追加されます。Mac OS Xでは、プリンタやスキャナ、モニタといった固有の
カラー機器に対し、あらゆるカスタムプロファイルを作り直すことが可能になっています。

プロファイルの場所

Mac OS Xでプロファイルをインストールするべき適切な場所は、どのユーザがそのプロフ
ァイルにアクセスするかによって決まります。利用可能な場所は以下の通りです。

• 同じMacシステムのすべてのユーザ：
/ライブラリ/ColorSync/Profiles/

• システムの各個人ユーザ：
/ユーザ/＜ユーザの名前＞/ライブラリ/ColorSync/Profiles/
（~/ライブラリ/ColorSync/Profiles/とも呼ばれます。）

• 管理ネットワーク上のアクセス：
/ネットワーク/ライブラリ/ColorSync/Profiles/

オペレーティングシステムは、読み取りのみの場所である「 /システム /ライブラリ
/ColorSync/Profiles/」にプロファイルをインストールする点に注意してください。ユー
ザ自身のプロファイルをこのディレクトリに入れることは推奨できません。
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Quartz フィルタ

Quartzフィルタは、より先進的なカラーマッチングの能力を提供します。このフィルタによ
って、画像に特別なカラー効果を加えたり、シャープにする、ぼかす、あるいは解像度を変
更するといった加工が可能になります。このフィルタを業界標準のPDF/Xファイルを作成
する際に使用することもできます。Quartzフィルタは、ファイルのプリント時、あるいは
PDFドキュメントとして保存する際に適用することができます。

Quartzフィルタは、ドキュメント自体に変更を加えることなく、プリントした時のドキュメ
ントの外観を変更します。

1.プリントするドキュメントを開きます。

2.「ファイル」→「プリント」を選択します。

3.「印刷部数と印刷ページ」ポップアップメニューから「ColorSync」を選択します。

4.「カラー変換」ポップアップメニューからオプションを選択します。お使いのMacでプリン
ト出力のカラーマネージメントの管理を行いたい場合は「標準」を選択します（プリンタに
プロファイルが登録されているときのみ）。「プリンタのカラー」を選択した場合には、プリ
ンタを使用して、プリント出力のカラーマネージメントを行います（非PostScriptプリンタで
は、標準的なカラーマッチングのみ）。

5.要望に合わせ、「Quartzフィルタ」ポップアップメニューからオプションを選択します。また
は「フィルタを追加」を選択して、Quartzフィルタの選択肢を増やすこともできます。
ColorSyncユーティリティを使用してドキュメントを開き、新たなフィルタを作成すること
もできます（左記の注釈を参照）。ColorSyncユーティリティを使用し終わったら、「適用」をク
リックせずにアプリケーションを終了します。再びドキュメントを開いて、「ファイル」メ
ニューから「プリント」を選び、ColorSyncオプションを選択します。これで新しいフィルタ
が更新された「Quartzフィルタ」ポップアップメニューから選択できます。

6.ほとんどの場合、これで「プレビュー」をクリックすると、選択したQuartzフィルタによってカ
ラー効果を追加した状態をモニタ上で確認することができます。確認が終わったらドキュメ
ントのプレビューウィンドウを閉じて、あるいは「プレビュー」アプリケーションを終了して元
のアプリケーションプログラムに戻ります。

7.「印刷」をクリックします。

PDFあるいはPostScriptとしてプリントする

Mac OS X “Panther”には、EPSおよびPostScriptデータを高品質のPDFデータに翻訳する、
業界最先端のPostScriptからPDFへの変換テクノロジーが含まれています。このテクノロジー
は、Mac OS Xの強力なグラフィックスシステムであるQuartz 2Dに統合されています。
Quartz 2Dは画面上ばかりでなく、プリンタ上でもPDFベースのテキスト、ビットマップによ
るグラフィックス、それにベクトルグラフィックスを描画します。Pantherアプリケーション
は、Quartz 2Dを利用して、高解像度のPostScript/EPSデータを画面上に描画し、あるい
はPostScript非対応装置を含むすべてのプリンタでPostScript画質のプリントを実行するこ
とができます。
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カスタムQuartzフィルタ
PantherにはいくつかのQuartzフィルタが用意
されていますが、自分でカスタムフィルタを作

ることもできます。

新しいフィルタを作成するには：

1. ColorSyncユーティリティを開きます。

2. ツールバーからフィルタを選択します。

3.「追加」ボタンをクリックします。

フィルタのセッティングやテキスト、ビットマッ

プ画像、ベクトル画像をどのように扱うか、そ

して滑らかなシャドウ設定を同時に適用するの

か別にするのかといったことが選択できるよう

になります。

「フィルタを使ってファイルを表示」を使う場合は、

「プレビュー」チェックボックスを有効にしてくだ

さい。

ヒント：ColorSyncユーティリティの「フィルタ」パ
ネルには、「ドメイン」というボタンがあります。

「PDFワークフロー」チェックボックスをクリック
すると、すべてのMac OS Xアプリケーションに
おいて、プリントダイアログの「PDFとして保存」
の下にカスタムQuartzフィルタが表示されます。
（「PDFワークフロー」ボタンは、デフォルトでは
選択できません。このボタンが有効になるのは、

システムが「/ライブラリ/PDF Services」あるい
は「~/ライブラリ/PDF Services directory」の存
在を検知した場合です。

ヒント：ロックされていないフィルタがあれば、
それをカスタマイズすることも可能です。「フィル

タ」パネルで「カラー」ボタンをクリックし、「中間

を変換」ポップアップメニューから「カスタム」を

選択します（このカスタムオプションはリストの

一番上にあります）。
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また、PDFテクノロジーがオペレーティングシステムに搭載されているため、PDFファイルを
すべてのネイティブMac OS Xアプリケーションから作成できます。これはクライアントや仕
事仲間と文書を交換する上でとても便利な機能です。方法は簡単、「ファイル」メニューか
ら「プリント」を選択したら、「プリント」ボタンの代わりに「PDFとして保存」をクリックするだ
けです。文書が、Adobe Acrobat Reader、Mac OS XプレビューなどのPDFビューワで見る
ことができるPDFファイルに変換されます。FinderでPDFファイルを選択し、「情報を見る」→
「このアプリケーションで開く」から、PDFファイルをAcrobat Readerで開くのか、プレビューで開
くのかを設定することができます。

またドキュメントをPostScriptファイルとして保存することもできます。以下のシンプルな
ステップに従ってください。

1.アプリケーションの「ファイル」メニューから「プリント」を選択します。

2.「プリント」ダイアログの「印刷部数と印刷ページ」ポップアップメニューから「出力オプション」
を選びます。

3.「ファイルとして保存」チェックボックスにチェックマークを付けます。

4.「フォーマット」ポップアップメニューから「PostScript」を選びます。「PostScript」が薄くな
っている場合（使用できない場合）、プリンタ設定ユーティリティでPostScript対応プリンタ
を設定していないことになります。

5.「保存」をクリックします。ドキュメントがPostScriptファイルとして保存されます。
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PostScriptおよびEPSデータ
PDFファイルの将来性ある性能を付加するため
に、Mac OS X “Panther”ではPostScript（.ps）
とEPS（.eps）ファイルをPDF（.pdf）に変換する
テクノロジーについて、アドビシステムズと技術

ライセンスの提携をしています。

Adobe PDFのテクノロジーをPantherで使用し
ている処理

• プレビューによるファイルの変換
• AppleScriptイメージイベントやpstopdfコマン
ドラインツールによる、さまざまなファイルのバッ

チ処理

• プリンティングシステムにより、インクジェット
プリンタのようなラスタープリンタでの高品質

なPostScriptデータイメージの作成
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PDFワークフロー

Mac OS Xでは、ドキュメントを簡単にPDFで保存することができます。必要な作業といえば、
プリントダイアログを開いて「PDFとして保存」ボタンをクリックし、そしてPDFにするファイル
の名前を入力してどこに保存するかを選んで「保存」ボタンをクリックする。たったそれだけで
す。バージョン10.2.4以降では、Mac OS XではPDFファイルを用意する方法やその手法につ
いての先進的なオプションを提供してきました。このオプションを利用すると、どのアプリ
ケーションを使用してPDFファイルを開くようにするのか、あるいはPDFファイルをモニタで
見るために最適化する、といった内容が選べます。

デフォルトでは、PDFワークフローボタンは表示されません。システムが「/ライブラリ
/PDF Services」または「~/ライブラリ/PDF Services」ディレクトリの存在を検知した場
合、そのボタンが有効になります。つまり、このボタンを使用するためには、手動で
「PDF Services」フォルダを上記のどちらかの場所に作成する必要があります。

一度「PDF Services」フォルダを作成すれば、プリントダイアログで「PDF」ボタンをクリック
してPDFワークフローオプションにアクセスすることができるようになります。PDFワーク
フローポップアップメニューに利用可能なオプションがすべて表示されます。

PDFワークフローポップアップメニューにメニュー項目を追加するには、ファイルを以下の
ディレクトリのいずれかに追加します。

• /ライブラリ/PDF Services
• ~/ライブラリ/PDF Services
• /ネットワーク/ライブラリ/PDF Services このディレクトリに入れたファイルはワークフロー
ポップアップメニューに表示されますが、ポップアップメニュー自体は、「/ライブラリ/PDF
Services」または「~/ライブラリ/PDF Services」ディレクトリが存在する場合のみ表示され
ることになります。システムはシステムは、PDFワークフローボタンを隠すか表示するの
かを判断する時に、「/ネットワーク/ライブラリ/PDF Services」ディレクトリは確認しません。

上記のディレクトリには、以下の項目を置くことができます。

• フォルダまたはフォルダのエイリアス
• アプリケーションまたはアプリケーションのエイリアス
• UNIXツールまたはUNIXツールのエイリアス
• AppleScriptファイルまたはAppleScriptファイルのエイリアス

上記のディレクトリのいずれかに置かれた項目のタイプが、PDFワークフローポップアッ
プメニューから選択した時に、その項目がどのような動作をするのかを決定します。例え
ば、項目が（フォルダのような）場所であれば、PDFファイルがその場所にコピーされます。

その他の例や技術的な詳細については、以下のURLを参照してください。
developer.apple.com/documentation/Printing/Conceptual/PDF_Workflow/
PDF_Workflow.pdfanddeveloper.apple.com/documentation/Printing/Conceptual/PDF
_Workflow/pdfwf_intro/chapter_1_  section_1.html（英語）
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PDFワークフローにおけるフォルダお
よびフォルダのエイリアス
フォルダあるいはフォルダのエイリアスは、

PDFワークフローで使用することができます。
フォルダやエイリアスを、ローカルドライブ

（/library/PDF Servicesまたは~/Library/PDF
Services）の「PDF Services」フォルダに入れると、
このフォルダやフォルダのエイリアスがコピー

アクションを起こし、「プリント」ダイアログの

PDFワークフローポップアップメニューのオプ
ションとして表示されるようになります。プリ

ンティングシステムはPDFファイルを作成し、
これを指定されたフォルダに置きます。作成し

たPDFファイルの名前は、そのファイルを作成
したアプリケーションが指定するドキュメント

のタイトルに「.pdf」拡張子が追加されます。名
前に重複がある場合には、シリアル番号を追

加することにより、フォルダ内でユニークな名

前を持つことになります。

例えば、iDisk Publicフォルダのエイリアスを作
成して、「~/ライブラリ/PDF Services」ディレクト
リに入れたものとします。次にこのエイリアスを

「Copy PDF to Public Folder」のような意味を
持った名前に変更することができます。この項

目が、「プリント」ダイアログのPDFワークフロー
ポップアップメニューのオプションとして表示さ

れるようになります。このポップアップメニュー

から「Copy PDF to Public Folder」を選択すると、
プリンティングシステムがPDFファイルを作成
し、これをiDisk Publicフォルダにコピーします。
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フォント管理

Mac OS X v10.3 “Panther”には、多種のフォントフォーマットのサポート、美しいフォント描
画機能、新しい「Font Book」アプリケーションといった、デザインやプリンティングのプロ向
けの素晴らしいテキスト関連の機能が用意されています。Mac OS Xは現在、OpenType、
MacとWindows用のTrueType、Mac用のPostScript Type 1、そしてMultiple Masterで作
成したインスタンスといった種類のフォント形式をサポートしています。

システムにインストールされたフォントの数が多くなると、フォントメニューが長くなり、ク
リエイティブワークに最適なフォントを見つけて利用するのが難しくなります。Mac OS X
v10.3 “Panther”のFont Bookは、iPhotoで写真を管理するのと同じような方法でフォント
を管理し、必要なフォントを検索することができます。またフォントのコレクション
（iPhotoでのアルバムと同じように）を作成し、そして必要に応じてそのコレクションを切り
替えて、作業することが可能になっています。

Font Bookは、フォントの扱いが中心となるクリエイティブワークに役立つ、非常に強力な
アプリケーションです。フォントのインストールからプレビュー、フォントのコレクションの
作成、フォントの有効化／無効化、およびフォントの削除といったフォント管理全般を行う
ことができます。Font Bookを使用すれば、混乱しがちなフォントメニューを簡単に整理す
ることができ、Mac OS Xアプリケーションにおいて、高速なフォントアクセスが可能とな
ります。Cocoaアプリケーションは、この機能をフルサポートしています。一方で、Carbonアプ
リケーションは、フォントのコレクション単位でフォントを管理することになります。

Font Bookは、すべてのフォントをインストールしてから、カスタマイズしたフォントコレク
ションを作成したいユーザに最適です。自動的なフォントの有効化、Finderレベルでの複
数のバージョンやフォントセット、ユーザ間でのフォントセット共有、自動フォント分類、一
時的なフォントの有効化、あるいは整理されたフォントの有効化が必要な場合には、こうし
た追加機能を持つ他社製品を検討する必要があるかもしれません。Font Bookはオペレー
ティングシステムの一部ではなく独立したアプリケーションなので、他社製品に干渉するこ
とはありません。

Font Bookに関する詳細については、付録Gを参照してください。また他社製のフォント管
理ツールについては、付録Hを参照してください。Mac OS Xにおける包括的なフォントお
よびフォントテクノロジーの概要については、
www.apple.co.jp/macosx/features/fontbookをごらんください。
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Mac OS Xフォントの特長
• 多彩なフォントフォーマット、およびキャラクタ
ライブラリのサポート

• OpenType、TrueType（MacとPC）、Adobe
Type 1 PostScript、Multiple Masterインスタ
ンスを含む、標準フォント形式すべてをサポー

ト

• 100種類以上の付属フォント
• 日本語、中国語、タイ語、ハングル、アラビア
語、キリル文字のキャラクターセットを含む、高

品質で幅広い国際言語のサポート

• Unicode 4.0キャラクターセットを完全サポート



どこにフォントをインストールするのか

Mac OS Xでは、ファイルシステムの複数の場所にフォントをインストールすることができま
す。Mac OS Xがマルチユーザオペレーティングシステムであることもその理由の一つです。
フォントは、特定のユーザ専用の場所、コンピュータのユーザ全員が共有できる場所、あ
るいはClassicアプリケーションが利用できる場所といった具合にインストールする場所を
選択することができます。

Font Bookによって、フォントを簡単にインストールし、システム上のどの場所にあるフォン
トもシームレスに管理することが可能です。Finderからフォントファイル（あるいはフォント
のグループ）をダブルクリックすると、フォントのプレビューを表示し、これをクリックする
だけでインストールのためのオプションが表示されます。フォントをインストールする場所
や、これをシステム上の場所に移動するかコピーするかは、フォントを管理するためにあ
らかじめ設定したFont Book環境設定の内容によって決まります。デフォルトではフォントを
移動する設定になっていますが、クリエイティブプロフェッショナルの多くはフォントデータ
をコピーしてインストールしたいと考えるでしょう。

フォントをインストールしたら、プレビューメニューからいろいろな方法でこれらのフォント
をプレビューすることができます。

• サンプル 標準のアルファベット順の文字リストを使用してフォントを表示します。

• レパートリー そのフォントで利用できる文字の全リストを表示します。

• カスタム フォントでカスタム文字列がどのように表示されるのかを示します。（これはプ
レビューウインドウにユーザが入力できる唯一のモードです。）

どのフォントプレビューモードでも、フォントを自在にサイズ変更できるオプションがあり
ます。

Mac OS Xシステムは、以下のようにフォントを置く場所を複数持っています。フォントを整
理する場合、Mac OS Xはこれらのフォルダの中にあるサブフォルダに含まれたフォントも
すべて認識することができます。

• ユーザのFonts folder（~/ライブラリ/Fonts/） 特定の個別ユーザのみがこのフォントを
利用できます。またこのフォルダにあるフォントは、Classicアプリケーションでは使用でき
ません。

• コンピュータのFontsフォルダ（/ライブラリ/Fonts/） これはMac OS 9の従来のフォント
フォルダと同等です。このフォルダのフォントは、そのMacを使う誰もが利用できます。た
だし、このフォルダの内容を変更することが可能なのは、管理者権限を持つユーザのみで
す。このフォルダにあるフォントは、Classicアプリケーションでは使用できません。

• SystemのFontsフォルダ（/システム/ライブラリ/Fonts/） このフォルダには、Mac OS
Xがメニュー、ダイアログ、アイコンに使用するフォントがすべて入っています。ユーザ独自
のフォントには使用しない方がよいでしょう。フォントを見ることはできますが、このフォ
ルダは基本的に変更しないでください（「Using and Managing Fonts in Mac OS X」
（www.apple.com/creative/fonts）という文書に方法が記載されています。）Mac OS X
v10.3では、Lucida Grandeフォントをこのフォルダから削除しないでください。削除してし
まった場合は、コンピュータが起動しなくなります。

• ClassicのFontsフォルダ(<Classicシステムの場所>/システムフォルダ/フォント/)
ClassicおよびMac OS Xアプリケーションの両方を実行し、なおかつフォントマネージャを
使用しない場合は、すべてのフォントをここに入れておく必要があります。Classicとネイテ
ィブMac OS Xアプリケーションの両方が、ここにあるフォントを利用できます。

• Adobeのフォントフォルダ（/ライブラリ/Application Support/Adobe）

このフォルダには、Adobeアプリケーションだけが利用できる追加フォントが含まれてい
ます。このフォントはフォントマネージャで管理することで、より中枢の場所に移動するこ
とができます。
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Keynote
グラフィックアートのプロの間で人気を高めて

いるアップルの「Keynote」プレゼンテーションソ
フトウェアは、フォントパネルを含むMac OS X
が提供する先端のフォントやグラフィック機能を

フルに活用しています。Keynoteは単なるプレ
ゼンテーションツールではありません。デジタ

ルデザインポートフォリオの作成、アニメーショ

ンストーリーボード、ダイナミックな写真スライ

ドショーの構築に利用できます。Keynoteの高
品質のグラフィックスサポートによって、クリエ

イティブプロフェッショナルがQuickTime、
Adobe Photoshop、 Adobe Illustrator、
Macromedia Flash、そしてアップルのiLifeアプ
リケーション資産をインポートすることができ

ます。

日本語のシステムフォント
Mac OS Xを日本語環境で使用する場合は、以下
のフォントを移動または削除しないでください。

これらのフォントファイルには、Font Bookでは

ロックがかけられていて、移動や削除が簡単にで

きないようになっています：

• ヒラギノ角ゴ Pro W3
• ヒラギノ角ゴ Pro W6
• ヒラギノ明朝 Pro W3
• Osaka
• Osaka等幅
• Lucida Grande
• Geneva
• LastResort（Font Bookで表示されません）
• Keyboard（Font Bookで表示されません）
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フォントパネル

Mac OS Xで新たに導入されたのがフォントパネルです。（Mailやテキストエディットのよう
な）Mac OS X用に設計されたアプリケーションでは、フォントパネルが便利なコレクション
にフォントを整理します。ユーザは（例えば、クライアントやジョブに合わせて）独自のフォ
ントコレクションを整理したり、よく使うメニューにフォントを追加できます。Adobe
InDesignやIllustratorのようなプロフェッショナルアプリケーションは、独自のフォント選
択ツールを使用します。

フォントパネルを使用すると、下線、打ち消し線、前面・背景色、影のような効果をフォン
トに追加することができます。また、新しいタイポグラフィ（体裁）パネルに直接アクセスす
ることができます。選択しているフォントの種類にもよりますが、このパネルにより、字詰
め、字間スペースのようなフォントの文字組みを変更したり、リガチャ（合字）、字形バリエー
ション（異体字）、カーニング（字詰め）、スペーシング（字送り）、分数表記、スワッシュ字形、
上付きや下付き、オールキャップス（全大文字）、スモールキャップス（全小文字）といった文字
組みができます。フォントパネルの左下のコーナーにあるメニューからは、Font Bookに直
接アクセスし、またタイポグラフィパネルに対するアクセスを追加することができます。自
分のデフォルト設定を行えば、フォントパネルをたたんで、ポップアップメニューのみを表
示するようにし、画面の片隅に邪魔にならないように置いておくこともできます。
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Unicode
Mac OS XはUnicode標準を採用しているため、
日本語、中国語（簡体・繁体）、ハングルを含む

複数の言語を同一の文書で、追加ソフトウェア

なしでサポートしています。Unicode標準は、
96,000文字をサポートしていますが、これは世
界の言語とシンボルに十分な数です。

アプリケーションがUnicodeをサポートしてい
れば、異なった言語の文字やアルファベットを

1つの文書やWebページに含め、複数のプラッ
トフォーム、言語、国に対して提供することが

可能です。Unicode標準は多くのオペレーティ
ングシステム、最新のブラウザ、その他数多く

の製品でサポートされており、グローバルなソ

フトウェアテクノロジーで、最も重要な進歩の

1つを示しているといえるでしょう。
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文字パレット

フォントパネルに加え、Mac OS Xは文字パレットという機能を持っています。文字パレッ
トは、フォントに関わらず特定のキャラクターやシンボルを探す必要がある時に便利です。
Font Bookのプレビューのようにフォントごとの文字を表示するだけでなく、文字パレット
では各種のカテゴリーにグループ分けした個別の文字を表示することができます。

文字パレットを表示する方法は3つあります。

• フォント関連メニュー Mac OS X v10.3では、多くのアプリケーションのフォント関連のメ
ニューに、文字パレットを表示するための項目があります。

• 入力メニュー 「システム環境設定」の「言語環境」パネルで、「入力メニュー」で「文字パレット」
にチェックをつけて有効にしている場合、他の入力プログラムと共に、文字パレットにアク
セスするメニューがメニューバーに表示され、選択できるようになります（Mac OS X日本語
環境では標準の設定です）。

• フォントパネル フォントパネルの左下のコーナーにあるアクションメニューから「文字を
表示」を選択します。

文字パレットを使用するには、「言語環境」システム環境設定で文字パレットの設定を有効に
しておく必要があります。以下の手順に従ってください。

1.アップルメニューから、「システム環境設定」を選択します。

2.「言語環境」パネルを選択します。

3.「入力メニュー」タブをクリックします。

4.「文字パレット」チェックボックスにチェックマークを入れます。

パレットを開くには、「入力」メニューから「文字パレットを表示」を選択します。（文字パレッ
トのシンボルまたは旗が付いた項目です。）

文字を入力するには、「表示」ポップアップメニューから表示する項目を選択します。左側
のカラムから文字のカテゴリーを選択して、右側のカラムに入力したい文字またはシンボ
ルをダブルクリックします。

パレットの下側にある三角マークをクリックして、使用するフォントの追加オプションを表
示することもできます。
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フォントマネージャ

日々、あるいはプロジェクトごとに使用するフォントを切り替える必要がある方は、フォント
マネージャを利用すれば、ワークフローを大幅に簡略化することができます。Mac OS 9で
フォントマネージャをインストールしていて、Mac OS X環境でもフォントマネージャを使用した
い場合には、Mac OS 9で使用していたフォントマネージャを無効にしてください。もしも
ATM Deluxeをフォントマネージャとして使っていて、これを無効にする場合はClassicアプ
リケーションで滑らかにフォントを表示させるために、代わりとしてATM Lightをインストー
ルする必要があります。

Font Bookと他社製のフォントマネージャは、同じMacintoshシステム上にインストールす
ることが可能です。ただしフォントの有効／無効の機能は、どちらか片方のソフトだけで使
用するようにしましょう。

その他のMac OS Xフォント機能

Mac OS Xには、dfont拡張子を持つUnicode TrueTypeフォントが含まれています。これは、
従来のMacintosh TrueTypeフォントとは異なり、リソースフォークではなく、データフォー
クに情報のすべてを含んでいるTrueTypeフォントです。dfontは、Mac OS Xシステムおよ
び（Classicではない）Mac OS X上のアプリケーションのみで動作します。

Zapfinoのように、dfontの多くはUnicodeに対応しており、フォントのUnicode部分にデザ
イナーが使用したいと考えるような拡張文字（異体字）を含んでいます。ユーザがフォント
の拡張文字にアクセスするには、使用するアプリケーションがUnicode対応していなけれ
ばなりません。Adobe InDesignやテキストエディットなどのUnicode対応アプリケーショ
ンでは、文字パレットやアプリケーション独自の機能を通じてこれらの拡張文字を見たり、
使用することができるようになっています。

dfontの中には、PostScriptフォントと同じ名前（Helveticaのように）を持つものがありま
す。ドキュメントのデザインにdfontの方のバージョンではなく、PostScriptフォントのバー
ジョンを使用した場合は、もちろん出力の際にもデザインに使ったのと同じバージョンの
フォントを使用することが望ましいと言えます。さもなければフォントのバージョンが置き
換わり、テキストのリフローやグリフが変わってしまう可能性があります。確実かつ正しい
バージョンのフォントを使用するために、以下のいずれかを行ってください：

• Font Bookを使用して使いたい方のバージョンのフォントのみをアクティブ（使用可能）にする
• フォントを取り除いて、使用したいバージョンのフォントに置き換える
• フォントを取り除き、他社製のフォントマネージャで新しいバージョンのフォントを開く
• すべてのフォントを埋め込んでPDFファイルに書き出す

多くのユーザが行うように、不要なバージョンのフォントを削除、あるいは無効にしておく
のはとても簡単な方法です。そしてその仕事に使用したいバージョンのフォントセットを開
いておけば、実際に使用するフォントのバージョンが確実なものになります。またファイル
を開いたときに、「フォントがありません」という警告メッセージが表示されることで、その
ファイルで使用されているフォントのバージョンが、現在の作業環境のものと異なることが
確認できます。これはそのドキュメントを正しいバージョンのフォントで印刷する、という
ことだけが目的であれば、とても手軽な方法だと言えます。

Font Bookを使用すれば、フォントを削除せずに無効にすることが可能です。しかしながら
この「ファイルをそのままの状態にした無効化（使用停止）」という方法は、プリプレス環境で
は推奨できません。なぜならシステムレベルのフォントフォルダにあるフォントは、Font
Bookで完全に使用停止にしておかない限り、自動的にアクティブになるからです。Mac
OS Xは、「com.apple.ATS.plist」初期設定ファイルを各ユーザごとに作り、個々のフォント
を無効にします。このファイルは、オペレーティングシステムにどのフォントが無効にされ
ているかを知らせます。しかしシステムレベルの「Font」フォルダにインストールされている
フォントは、フォントマネージャの設定より優先されます。そのためシステムにフォントが
存在している限り、異なるバージョンのフォントを使用したファイルを開いても、「フォント
がありません」という警告は表示されません。さらには、もしFont Bookの初期設定ファイ
ルを何かの拍子に削除したり、作り直してしまった場合、システムレベルの「Font」フォルダ
に含まれるどのフォントもアクティブな状態に戻ってしまいます。このフォントの有効化に
より、気付かないうちにフォントが置き換わってしまうという恐れがあります。
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Mac OS 9とフォントスーツケース
Mac OS Xでフォントを整理していると、Mac
OS 9ベースのコンピュータでフォントスーツケー
スとして使っていたフォントファイルが見つかる

かも知れません。このようなスーツケースには、

同じフォント名のTrueTypeとPostScriptバージョ
ンが含まれている場合があります。現在利用可

能なMac OS Xのフォントユーティリティは、同
じ名前のフォントを両方開いて使用するため、

コンフリクトが発生します。

問題を回避するために一番良い方法は、スーツ

ケースからすべてのスクリーンフォントを取り出

し、次に必要な特定のフォントをフォントマネー

ジャにインストールすることです。Mac OS 9以
前で起動したMacのFinderでスーツケースを開
いてフォントを取り出すか、Font/DA Mover
4.1のコピーを入手し、インストールして、Mac
OS XのClassic環境で実行し、スーツケースを分
解するという方法もあります。

クリエイティブプロフェッショナルのためのガイド
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Mac OS Xでは、ローマン文字を使用する言語の必須フォントとして、Lucida Grande、
LastResort、Keyboard、Monaco、Genevaが含まれています。これらのフォントは削除し
ないでください。特にLucida Grandeを削除してしまうと、コンピュータが起動しなくなり
ます。

dfontを使用し、最終工程でほかのシステムを使って印刷したい場合には、出力側の環境
のMac OS Xシステムにもそのdfontがすでに読み込まれているか、使用したdfontをあらか
じめ読み込んでおく必要があります。ジョブがMac OS 9システムで出力される場合、サー
ビスビューローに、そのdfontのMac OS 9バージョンで、Mac OS Xバージョンのものとメ
トリクスやグリフの形が完全に一致するものがあるかを確認する必要があります。（PDFド
キュメントにdfontを埋め込んだ場合には、出力側にdfontがインストールされている必要
はありません。PDFファイルがプリントできる環境であれば、どんなシステムからでも正し
く出力することができます。）

Mac OS Xでは、フォントのラスタライズ機能がオペレーティングシステムに含まれたため、
この目的でAdobe Type Managerを使用する必要はなくなりました。（ATM DeluxeはMac
OS Xのシステムでは動作しませんので、Classicアプリケーションで滑らかなフォント表示
を得るためには、Mac OS 9システムにATM Lightをインストールしておく必要があります。）

Mac OS X v10.2以降、オペレーティングシステムにシングルインスタンスのMultiple
Masterフォントが搭載されています。ただし、標準でMac OS Xのフォントを置く場所のい
ずれかにこのようなインスタンスがインストールされている場合、Adobe InDesign CS、
Photoshop CS、Illustrator CS、Acrobat 6は、これらのインスタンスを認識することがで
きません。これらのアプリケーションでは、Adobe専用のディレクトリ（/ライブラリ
/Application Support/Adobe/Fonts/または ~/ライブラリ /Application Support/
Adobe/Fonts/）に置かれている場合のみ、Multiple Masterフォントをサポートします。
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Mac OS XとヒラギノOpenTypeの
バージョン
Mac OS Xのバージョンアップに伴い、Mac OS X
に付属しているヒラギノOpenTypeのバージョン
も変更されています。トラブルを回避するために、

Mac OS XとヒラギノOpenTypeのバージョン相関
をあらかじめご確認ください。

なお、Mac OS Xのバージョンが異なっても、ヒラ
ギノOpenTypeのバージョンが同じならば、それ
ぞれのヒラギノOpenTypeの仕様は同一です。

千都フォント｜ヒラギノOTFとMac OS Xのバージョ
ン相関表

www.screen.co. jp/ga_product/sento/
support/otf_ver.html
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LastResort.dfontとは?
LastResort.dfontは、Unicodeの文字セットを
表示するグリフのコレクションです。

System/Library/Fontsにあるこのコレクション
は、Unicodeに対応していないフォントをディ
スプレイで表示するための予備用、または最終

的な手段として用いられます。

このコレクションを使用することにより、ユー

ザは文字セットの特定が可能となり、ディスプ

レイで正しく表示するために必要なフォントを

探す手がかりを得ることができます。

LastResort.dfontは、アプリケーション内のフォ
ントメニューには表示されません。



ファイルとコンピュータの共有

Mac OS Xでは、他のシステムのユーザとの作業を簡単にするための、さまざまな機能が追
加されています。

もし可能であれば、システム管理者にMac OS X Serverを用意してもらいましょう。より強
力で、自由度の高いワークグループサービスを得ることができます。Mac OS X Serverは最
新のオープンソーステクノロジーを備え、安定性と操作性に優れ、運用・保守ともに簡単
で低コストなUNIXベースのサーバプラットフォームです。根幹にある技術はすべてオープ
ン規格を基準にしているため、既存のネットワークインフラを容易に統合し、クロスプラッ
トフォームのクライアント環境にも各種のサービスを提供できます。

Mac OS X Serverが利用できない場合には、Mac OS Xに搭載された機能と、必要に応じて
他社製のソフトウェアを利用することができます。

パブリックフォルダ

「システム環境設定」の「共有」パネルで「パーソナルファイル共有」を有効にすることで、パ
ブリックフォルダのファイルに他のユーザがアクセスできるようになります。デフォルトで
は、お使いのパブリックフォルダとその中にあるフォルダのみが共有できるようになってい
ます。このソリューションについては付録のHを参照してください。

重要：パブリックフォルダ以外のフォルダを共有すると、セキュリティ上の問題が発生する
場合があります。アクセス権限を変更する場合には、どのような影響があるのかを考慮し
てください。

AFP（Apple File Protocol）を使用する「パーソナルファイル共有」に加え、パブリックフォル
ダにあるファイルは、Samba経由でWindowsコンピュータと、FTP経由でさまざまなプラッ
トフォームとのファイル共有が可能になっています。

.Macのアカウントをお持ちの場合は、iDiskのPublicフォルダを介してファイルのやり取り
を行うことが可能です。この場合.Macのメンバー名を知っていて、iDiskのPublicフォルダ
にアクセス可能な人なら誰とでも、表示やコピーが可能なファイルを共有することができ
ます。より幅広いアクセスを可能にする場合には、.MacのHomePageアプリケーションを
使用すれば、インターネットにアクセスできる人なら誰でもPublicフォルダからアイテムを
コピーしたり、ファイル共有のWebページを作成することができます。この場合ファイルを
受け取る側は、.Macのメンバーであるかどうか、あるいは使用しているコンピュータの種
類は関係ありません。
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ドロップボックス

同じコンピュータ、あるいは同じネットワーク上の別のコンピュータを使用しているユーザ
には、そのユーザの「ドロップボックス」フォルダにファイルをコピーすることで、相手にフ
ァイルを渡すことができます。

同じコンピュータを使用している相手にファイルを渡したい場合には、（ハードディスクの
「ユーザ」フォルダにある相手のホームフォルダ内の）相手のパブリックフォルダを開き、ド
ロップボックスフォルダにコピー（Option-ドラッグ）します。

ネットワーク上の別のコンピュータを使用しているユーザにファイルを渡すには、「移動」メ
ニューから「サーバへ接続」を選びます。（この場合にはゲストでログインすれば問題なく、
コンピュータの登録ユーザである必要はありません。）次に、ファイルをドロップボックス
フォルダにドラッグします。もし相手のパブリックフォルダがネットワーク上に見つからな
い場合は、その相手がファイル共有を有効にしていることを確認してください。

共有フォルダ

個別のユーザのフォルダと同じ階層に、「共有」という名前のフォルダがあります。アプリ
ケーションは、しばしばこのフォルダを使用して、すべてのユーザが必要とする環境設定を
保存しますが、このフォルダは、そのコンピュータのユーザ全員がアクセスする必要がある
データファイルを保存しておく場合にも便利な場所です。

ファーストユーザスイッチ

Pantherのファーストユーザスイッチ機能を使えば、1台のMacを別のユーザとすばやく、
手間をかけずに共有することができます。ファーストユーザスイッチは、ユーザがアプリ
ケーションを終了して完全にログアウトすることなく、アクティブなアカウントをすばやく
切り替えることを可能にしますので、人々がコンピュータを共有する家庭、オフィス、学校
で起こるさまざまな場面で活躍します。別のユーザがコンピュータで作業をしている間、
あなたのアカウントは、アプリケーションを実行し、文書を開いたままで、あるいはファ
イル転送のようなアクティブなタスクを継続した状態で、バックグラウンドでアクティブに
しておくことができるのです。

自分のアカウントから別のアカウントに切り替えられている間、Mac OS XのUNIXベースのセ
キュリティテクノロジーによって、自分のデータやアプリケーションは安全な状態で保持されて
います。別のアカウントのユーザは、他のアカウントのドキュメントにアクセスすることはでき
ません。
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iChat AV
Mac OS X v10.3 “Panther”の新機能、iChat AV
は、インターネット上で自然な会話を簡単に行

うためのビデオチャットソリューションを提供

します。iChat AVはAOLインスタントメッセン
ジャーと互換性を持っているため、AOLを使用
している家族、友人、仕事仲間と、.Macあるい
はAIMユーザアカウントでiChat AVにサインイ
ンするだけで、簡単にビデオチャットが楽しめ

るのです。

iChat AVは、高画質、フルスクリーンビデオ、
明瞭なフルデュプレクス（全二重）オーディオ、

おなじみの使いやすいインタ－フェィス、そして

時間も手間もいらない設定を備えています。

iChat AVは、DVビデオカメラを含むiSightな
どのFireWireベースのカメラと互換性を持って
います。音声チャットやビデオチャットに加え、

iChat AVではemailで送るには大きすぎるファ
イルを転送することもできます。

iChatは、ユーザと接続する際に2つの方法を用
いています。1つはAOLのような外部チャットネ
ットワーク経由で、もう1つは内部ネットワーク
経由です。アップルのRendezvousテクノロジー
によって、iChatのユーザは、テキスト、音声ま
たはビデオチャットを行うネットワーク上のユー

ザを自動的に見つけることができます。内部ネ

ットワークでiChatを使用する場合、他のチャッ
トプロトコルに対してファイアウォールを開いた

りする必要はありません。カスタマサービスの

スタッフが顧客からファイルを受け取り、

Rendezvous経由でiChatを利用して別のユーザ
にこれをそのまま転送することができます。
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付録A：
Mac OS Xクイックリファレンス

Finderコマンドとショートカット

Mac OS X Finderのキーボードショートカットは、Mac OS 9のショートカットと異なってい
るものがあります。以下に最もよく使用されるものの対照表を示します。

ショートカット Mac OS 9の機能 Mac OS Xの機能

Command-H インターネット検索 Finderを隠す

Option-Command-H --- 他のアプリケーションを隠す

Command-N 新しいフォルダを作成 新しいFinderウインドウを開く

Shift-Command-N --- 新しいフォルダを作成

Command-P ウインドウを印刷 ---

Command-L --- エイリアスを作成

Command-M エイリアスを作成 ウインドウを最小化

Command-C コピー（項目の名前のみ） コピー（項目または名前）

Command-V ペースト（項目の名前のみ） ペースト（項目または名前）

Command-Y 片づける（デスクトップ項目） ---

新しいFinder機能をサポートするために、ショートカットが追加されています。Mac OS X
v10.3は、以下のデフォルトショートカットを備えていますが、システムおよび個別のアプリ
ケーションに対するキーボードショートカットをカスタマイズすることができます。

ショートカット Mac OS Xの機能

Command-[ 戻る

Command-] 進む

Command-1 アイコン表示

Command-2 リスト表示

Command-3 カラム表示

Shift-Command-A Applicationsフォルダに移動

Shift-Command-C コンピュータフォルダに移動

Shift-Command-G フォルダに移動（フォルダの場所を入力）

Shift-Command-H ホームフォルダに移動

Shift-Command-I iDiskフォルダを開く

Command-K サーバに接続

Command-Option-T ツールバーを表示／隠す

Mac OS Xのキーボードショートカットのリストは、til.info.apple.co.jp/techinfo/75459に
あります。
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Mac OS 9 vs. Mac OS Xの構造

Mac OS Xは、Mac OS 9とは少し違った場所に項目を保存します。主要な変更の一部につ
いて、以下にリストを示します。

Mac OS 9のエレメント 対応するMac OS Xのエレメント

セレクタのプリンタオプション

セレクタのAppleShareオプション 移動メニューの「サーバへ接続」またはFinderウインドウ

のネットワークアイコン

システムフォルダのフォントフォルダ ライブラリフォルダのFontsフォルダ

サウンド

Utilitiesフォルダ アプリケーションフォルダのユーティリティフォルダ

Apple Extrasフォルダ Applications (Mac OS 9)フォルダ

Internetフォルダ システム環境設定

Mac OS 9アプリケーション Applications (Mac OS 9)フォルダ

Desktop項目 デスクトップフォルダ

書類フォルダ 書類フォルダ

スリープ、再起動、終了 アップルメニュー

特別メニュー アップルメニュー

Finderの設定 Finderアプリケーションメニュー

アプリケーションの設定 アプリケーションの環境設定メニュー

コントロールパネル システム環境設定

ファイル共有 システム環境設定の共有パネル

ソフトウェア・アップデート システム環境設定のソフトウェアアップデートパネル

コントロールパネル

SimpleText テキストエディット

TCP/IPコントロールパネル システム環境設定のネットワークパネル

AppleTalkコントロールパネル システム環境設定のネットワークパネル

AirMacコントロールパネル システム環境設定のネットワークパネル

モデムコントロールパネル システム環境設定のネットワークパネル

リモートアクセスコントロールパネル システム環境設定のネットワークパネル

作業環境マネージャ システム環境設定のネットワークパネル

マルチユーザコントロールパネル システム環境設定のアカウントパネル

起動項目 システム環境設定のアカウントパネルの起動項目

機能拡張マネージャ 不要

Disk First Aid/ドライブ設定

アップルメニューのよく使う項目

Finderのファイルメニューの検索コマンド Finderのファイルメニューの検索コマンド
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ライブラリフォルダの項目については、ハード

ディスクのライブラリフォルダ、システムのライ

ブラリフォルダ、それにホームのライブラリフォ

ルダの3ヶ所を探してください。それでも見つ
からない場合には、Finderのファイルメニュー
の検索コマンドを使用してください。
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アプリケーションフォルダのユーティリティフォルダに

あるプリンタ設定ユーティリティ

ホームフォルダのライブラリフォルダにあるサウンド

フォルダ

アプリケーションフォルダのユーティリティフォルダに

あるディスクユーティリティ

ホームフォルダのライブラリフォルダにあるFavorites

フォルダ



ハードディスクの内容

コンピュータの階層にある以下のフォルダは、そのコンピュータのすべてのユーザが利用で
きます。

• アプリケーション コンピュータのすべてのユーザが利用できるMac OS Xアプリケーション

• Applications (Mac OS 9) Mac OS 9アプリケーション、インターネット、ユーティリティ、
Appleエクストラフォルダ

• 書類 Mac OS 9で書類フォルダに保存されたフォルダとファイル

• ライブラリ フォント、プラグイン、環境設定等のコンピュータのすべてのユーザのための
項目

• システム Mac OS Xシステムソフトウェアファイル

• システムフォルダ Mac OS 9システムソフトウェアファイル

• ユーザ ユーザのホーム、他のユーザアカウントのホーム、ほかのユーザとファイルを共有
する共有フォルダ

• Desktop（Mac OS 9）フォルダ（デスクトップ上） 以前にMac OS 9デスクトップにあった
項目。

ホームフォルダの内容

ホームは、ユーザ独自のファイルを保存する場所です。デフォルトフォルダを使用し、また
自分のファイルを整理するために新しいフォルダを追加できます。

• デスクトップ ホームに対するMac OS Xデスクトップ上の項目

• 書類 ユーザのドキュメントファイルとフォルダ

• ライブラリ フォント、プラグイン、環境設定等のユーザが使用する項目

• ムービー ムービーファイルやプロジェクトを保存する場所

• ミュージック オーディオファイルを保存する場所

• ピクチャ 画像ファイルを保存する場所

• パブリック ユーザのファイルをほかのユーザが見るためのフォルダ。他のユーザがファ
イルを入れるためのドロップボックスフォルダ

• サイト Web共有を使用してほかの人が見ることができるユーザのWebページ
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付録B：
対応デバイス

Mac OS Xは、デフォルトで各種のプリンタ、デジタルカメラ、ストレージメディア等の外部デ
バイスをサポートしています。

プリンタ

現在Mac OS Xドライバがないプリンタをお持ちの場合には、そのプリンタがGimp-Printで
サポートされているかを確認するために、gimp-print.sourceforge.net/MacOSX.php3を
ご覧ください。Gimp-Printはオープンソースプログラミングプロジェクトで、キヤノン、
EPSON、Lexmark、PCLプリンタを含む各種のプリンタ用ドライバを提供しています。

スキャナ

デジタルカメラ

モニタおよびプロジェクタ

ストレージデバイス

入力デバイス

上記デバイスについては、Macintoshガイド（guide.apple.com/jp）ご覧ください。また
は各メーカーのWebサイトをご確認いただき、必要であればドライバーをダウンロードして
ください。
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オープンソースソフトウェア
プロジェクト
オープンソースソフトウェアは、希望する人が

誰でもソースコードを利用できるソフトウェア

です。オープンソースソフトウェアは、世界中

のプログラマの貢献によって、協力的に開発さ

れています。オープンソースアプリケーション

は、一般に非常に質が高く、エンドユーザは無

償で使用できます。詳細については、Open
Source InitiativeのWebサイト（www.open-
source.org）をごらんください。



付録C：
マルチユーザシステムで作業する

個別のユーザアカウントにログインすることで、複数のユーザが1つのMac OS Xベースの
システムを共有することができます。各ユーザは、ホームディレクトリを持ちます。これは
コンピュータあるいはネットワークサーバ上にあります。各ユーザのシステムおよびアプリ
ケーションの環境設定（ブックマークやデスクトップの表示）は、ホームディレクトリにあり
ますので、それぞれがカスタマイズした環境で作業することができます。各ユーザは、自
分のプライベートファイルに対するアクセスを管理しながら、選択したファイルを他のユー
ザと安全に共有することができます。コンピュータを共有しているすべてのユーザは、共
通の共有フォルダに対するアクセスを行うことができます。権限を与えられた管理者は、
ほかのユーザのアクセスを管理することができ、例えば一定のプログラムや機能に対する
アクセスの制限が可能になります。

Mac OS Xシステムでは、自動ログインが有効になっていますが、複数のユーザが同じコン
ピュータを使用する場合にはこれを無効にするべきです。さもなければ、コンピュータを
起動したユーザが自動的にログインしたユーザの文書にアクセスできるようになり、自分
のアカウントやファイルにアクセスするためには、いちどログアウトして改めてログインし
直すことになります。管理者として自動ログインしたい場合は、機能に制限を付けたゲスト
アカウントを作り、自動ログインの設定をしておくとよいでしょう。権限のあるユーザだけ
がそのゲストアカウントからログアウトし、自分の特権や文書にログインし直すことができ
ます。

管理とシステムのセキュリティ

コンピュータ上で最初に作成されたユーザアカウントが管理者に指定されます。管理者は、
システム管理上の特権を持つユーザです。新しいユーザアカウントの作成、ソフトウェアの
インストール、一般的なコンピュータ設定の変更を行うことができます。

管理者パスワードを忘れた場合には、Mac OS X CDを使用してリセットすることができま
す。Mac OS X User Install 1 CDから起動して、「Installer」メニューから「パスワードをリセッ
ト」を選択します。Mac OS X CDを持っているユーザなら誰でもコンピュータに無制限のア
クセスが可能になるので、CDを安全な場所に保管しておくようにしましょう。

より高次のセキュリティが必要な場合には、これはユーザ自身を含めOpen Firmwareパスワー
ドなしでのコンピュータに対するアクセスを防止するOpen Firmware Password保護を利用で
きます。詳細については、til.info.apple.co.jp/techinfo/106482をごらんください。
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ユーザがログインして、コンピュータをそのままにしてしまった場合、スクリーンセーバ表示
後に、コンピュータにアクセスするためのパスワードを要求することができます。「システム
環境設定」の「デスクトップとスクリーンセーバ」を使用して、この機能を有効にします。

モバイルユーザで、かつ機密にすべきドキュメントを扱っている場合、これらのファイルを
Mac OS X v10.3 “Panther”の新機能「FileVault」によって保護することが可能です。FileVault
はユーザのホームディレクトリにある項目を、強力な暗号規格AES-128によって守ります。
暗号化と暗号解除はバックグラウンドで行われるので、FileVaultを使用しても操作スピー
ドには影響を与えません。
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付録D：サポートプログラムと
メンテナンスの知識

新しいアップルのハードウェアを購入すると、購入後90日間の電話サポートと、購入後1年
間のアップル認定スタッフによる修理サービスが受けられます。また新しいコンピュータに
は、効率よく使いこなすための手助けをする、強力なツール類が付属しています。Macヘル
プを使い、画面上でステップbyステップの解説を見たり、トラブルシューティングの情報を
得ることも可能です。製品マニュアルやオンラインの情報については、
www.apple.co.jp/support/を参照してください。

アップルのサポートと追加購入できるオプション

コンピュータに付属するサポート機能に加え、アップルは幅広い優れたサービスとサポート
プログラム、そして追加購入できるオプションのサポートプランを提供しています。これら
のオプションをご利用いただくことで、クリエイティブプロフェッショナルの方々やその制
作現場において、より長い期間、安心して製品をお使いいただくことが可能になります。ま
た仕事の流れを滞りなく維持することができるため、コストの節約にもつながるでしょう。

• AppleCare Protection Plan AppleCare Protection Planをご購入いただくと、Macの
優れたサポート&サービスを、コンピュータをご購入いただいた日から3年間に延長すること
ができます。この総合的なプランには、専任のエキスパートによる電話サポート、デスクトップ
型コンピュータの出張修理サービス、ポータブル製品のグローバル修理保証、インターネット
の専用ページによるサポート、強力なハードウェア診断ツール、これらすべてがわずかな投
資でご利用いただけます。またAppleCareの専任スタッフに電話をかけていただくと、アッ
プルのハードウェアやMac OS X 、その他の多くのApple製ソフトウェアの問題を解決する
お手伝いをいたします。AppleCare Protection Planが提供する製品保証を最大限にご活用
いただくためには、アップルのコンピュータをご購入と同時にこのプランに加入されること
をお薦めします。アップルのその他のサポート製品の情報は、
www.apple.co.jp/support/productsを参照してください

• Appleボリュームライセンスプログラム Appleボリュームライセンスプログラムは、同一
バージョンのアップルソフトウェアの使用ライセンスを複数ご購入いただく際に、最もコス
ト削減効果の高い方法です。お客様はソフトウェアの使用ライセンスを最小10本から特別価
格でご購入いただけます。ボリュームライセンスプログラムの対象ソフトウェアは、Mac
OS X、Mac OS X Server、iLife ’04、GarageBand Jam Pack、Final Cut Pro、Final Cut
Express、Keynote、Soundtrack、AppleWorks、DVD Studio Pro、QuickTime Pro、そし
てQuickTime M-PEG 2再生コンポーネントの12製品です（ソフトウェア本体とマニュアルは、
本ライセンスの費用に含まれていません。これらは別途購入可能となっています）。このプロ
グラムについてのより詳しい情報は、Apple Store、0120-APPLE-1（0120-27753-2）まで
お問い合わせください。

• Appleソフトウェア自動送付サービス Appleソフトウェア自動送付サービスは、ご加入よ
り3年間、特定のアップルソフトウェアのメジャーアップグレード版をお客様にお届けする
保守契約プログラムです。対象となるソフトウェアは、Mac OS X、Mac OS X Server、iLife
’04、そしてKeynoteの4製品です。このプログラムもまたコスト削減効果が高くなっていま
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す。プログラムの加入には、対象ソフトウェアの加入時点で最新メジャーリリース版の導入
を済ませておく必要があります。Appleソフトウェア自動送付サービスをご利用になれば、
ソフトウェアにかかる出資を最小限に押さえながら、常にご使用のコンピュータを最新のソ
フトウェアで揃えることができます。このプログラムについてのより詳しい情報は、Apple
Store、0120-APPLE-1（0120-27753-2）までお問い合わせください。

• AppleCare Help Desk Support この年間契約のサポートプランでは、ソフトウェアの
インストール・起動・使用、ハードウェアおよびソフトウェアの診断と問題解決、アップル
製品を使用したソリューションに発生した問題の切り分けを、問い合わせ件数の制限なしで
サポートします。サポート対象の製品は、ほぼすべてのアップル製ハードウェア、Mac OS、
アップル製ソフトウェアツールならびにアプリケーションです。このプランには、Mac OS X
ServerのGUIベースのネットワーク設定とサーバ管理も含まれています。また、AppleCare
Help Desk Supportは、Final Cut Pro、DVD Studio Pro、LiveType、Soundtrack、
Compressorの各ソフトウェアもサポート対象に含みますので、映像制作に携わるプロフェッ
ショナルの方にも最適です。このプランについての詳細は、
www.apple.co.jp/support/products/helpdeskをご参照ください。

• アップル法人営業部 アップル製品の複数購入／大規模購入をご検討中の方には、アップル
法人営業部のスタッフが、きめ細かいコンサルテーションの提供と最適なソリューションの
ご提案をいたします。標準仕様のMacはもちろんのこと、純正カスタマイズオプションを搭
載したMacやソフトウェア、周辺機器（他社製品も含む）まですべて含めた形でのソリュー
ションをご提案、販売させていただくことが可能です。また、アップル法人営業部ではお支
払い方法としてビジネスリースにも対応し、お客様のビジネスをサポートいたします。お気
軽にApple Store、0120-APPLE-1（0120-27753-2）までお問い合わせください。

メンテナンスの知識

Mac OS XはUNIXオペレーティングシステムに基づいているため、システムのメンテナンス
がMac OS 9とは少し異なります。現在は使いやすいMacintoshグラフィカルなインタフェー
スを備えた数種類の標準UNIXユーティリティ、それにMacintosh専用のユーティリティが
Mac OS Xに含まれています。

ファイルシステムのエラーを解決する

ファイルシステムエラーの多くは、小さなもので気づかないこともありますが、たまに通常の
状態でコンピュータが立ち上がらなくなることがあります。これは、不正な終了、強制的な
再起動、あるいは停電後に起こる場合があります。

システムが正常に起動しなかった場合、ディスク修復ユーティリティを使用します。次に、Mac
OS X v10.2から導入されたSafe Bootという機能を試してみてください。これにより、最小
限のシステムソフトウェアで再起動することができます。この再起動によって、ディスクチェッ
クおよび修復が実行され、問題が解決するかもしれません。その場合には、ほかのアクショ
ンを取る必要はありません。

以下の手順に従って、Safe Bootで問題が解決できるか確認してください。

1.（必要に応じて、電源ボタンかリセット／割り込みボタンを使用して）コンピュータを再起
動します。

2.システムの起動音が聞こえたら、ただちにShiftキーを押し、画面に「Safe Boot」と表示され
るまでそのまま押し続けます。（特に起動ディスクの容量が大きい場合、表示まで相当時間
がかかる場合がある点に注意してください。これはSafe Bootが表示される前に、ディスク
チェックおよび修復が行われるためです。）

3.システムが完全に起動したら、通常のように再起動してください。

再起動に成功した場合、これ以上のトラブルシューティングは不要です。

69クリエイティブプロフェッショナルのためのガイド

Mac OS Xへの移行



ディスクユーティリティ

Safe Bootによるディスク修復に失敗した場合、Mac OS X起動CDのディスクユーティリティ
を使用して内蔵ディスクの検証および修復を行ってください。

1. Mac OS X CD-ROMまたは修復DVDディスクを挿入し、次に「c」キーを押しながらコンピュー
タを再起動します。

2.システムが起動したら、「Installer」メニューから「ディスクユーティリティ」を選択します。
重要：Installerの最初の画面で「続ける」をクリックしないでください。クリックした場合、
ディスクユーティリティにアクセスするために、ディスクから再起動する必要があります。

3.「First Aid」タブをクリックします。

4.ハードディスクアイコンの左側にある三角マークをクリックして、ハードディスクボリュー
ムとパーティションの名前を表示します。

5.強調されていない場合は、Mac OS Xボリュームを選択します。

6.「修復」ボタンをクリックします。ディスクユーティリティがディスクを検証します。

7.通常の起動ディスクからコンピュータを再起動します。

アクセス権の修復

ファイルシステムの項目に関する特権や許可が変更され、アプリケーションがクラッシュし
たり、正しく動作しなくなる場合があります。ディスクユーティリティには、オペレーティング
システムファイルやディレクトリのアクセス権を修復するメカニズムがあります。

1.（/アプリケーション/ユーティリティ/にある）ディスクユーティリティを開きます。

2.「First Aid」タブをクリックします。

3.ハードディスクアイコンの左側にある三角マークをクリックして、ハードディスクボリュームと
パーティションの名前を表示します。

4.強調されていない場合は、Mac OS Xボリュームを選択します。

5.これはシステムボリュームであり、ディスクユーティリティをそこから実行しているため、通常
の「ディスクを修復」や「ディスクを検証」オプションが無効になっていますが、「ディスクのアク
セス権を検証」および「ディスクのアクセス権を修復」は選択可能です。

6.「ディスクのアクセス権を修復」をクリックします。ディスクユーティリティがそのボリューム
のアクセス権を修復します。

アクセス権が正しく設定されていることを確認するために、新しいアプリケーションのイ
ンストール、あるいはソフトウェア・アップデート後にアクセス権を修復することが考えら
れます。

ファイルをバックアップする

Mac OS Xは、基本的なシステム構成のマスターバックアップを作成する機能を内蔵してい
ます。この基本構成には、インストールしたアプリケーションすべて、それにシステムに対し
て行ったカスタマイズが含まれます。次にハードディスクが損傷を受けた場合に、システム
構成を復元するためのディスクイメージを作成することができます。復元は、ディスクユーテ
ィリティを使用して行います。ネットワーク経由、あるいは対象となるコンピュータを起動す
る別のディスクからも実行可能です。

ディスクの最適化

これまで、Macユーザの多くは、ハードディスクからファイルを読み取るアクセス時間を改善
するために、ディスクの最適化に依存してきました。ファイルを変更し、ハードディスクがい
っぱいになってくると、１つのファイルがボリューム上の異なった場所に分割されて保存され
る場合があります。これがファイルの断片化です。
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ディスクの最適化は、ファイルの断片を集め、これをドライブの連続した部分にまとめ直すこ
とで、ファイルの物理的な位置を合理化します。ファイル（およびメタデータ）を並べ直すこ
とで、データアクセス時間が改善され、ハードディスクの読み書きヘッドの移動に必要な時
間を最小化します。ただし最適化中に（停電のような）問題が発生した場合、ファイルが損傷
を受けることがあり、その場合にはバックアップコピーからファイルを復元しなければなりま
せん。

Mac OS Xに移行した場合、ディスクを最適化する必要はほとんどありません。その理由は以
下の通りです。

• ハードディスクの容量は、一般に数年前に比べてずっと大きくなっています。より多くのス
ペースが利用できるため、ファイルシステムが隅から隅まで一杯になることがありません。

• Mac OS拡張（HFS+）ファイルシステムフォーマットは、可能な限り削除したファイルのスペー
スを再利用することを避けます。このために、細かく分かれた開放されたばかりのスペース
を使用することを避けることができます。

• Mac OS X v10.2以降のバージョンは、Mac OS拡張フォーマットを使用するボリュームに対
する遅延割り当てを含んでいます。この設計によって、複数の細かな割り当てを１つにまと
めて、ディスクの１つのエリアにまとめて大きな割り当てを行うことができます。

• 断片化は、しばしば既存のファイルに連続してデータを追加することで発生していました。
Mac OS Xにおけるアプリケーションの機能の仕方に対する変更ばかりでなく、より高速の
ハードディスクとキャッシングの向上により、数多くのアプリケーションが、毎回ファイル全
体を書き換えるようになりました。Mac OS X v10.3 “Panther”では、このように徐々に大
きくなっていくファイルの断片化を自動的に解消します。

• 積極的な先読み後書きキャッシングによって、知覚上のシステムパフォーマンスに対する
小さな断片化の影響が少なくなります。

• Mac OS Xシステムは、数十万の小さなファイルを持っており、その大部分はめったにアク
セスされません。このようなファイルを最適化することは、手間ばかりかかって、実際的
な利益はほとんどありません。またシステム起動時に高速の読み取りを指定されたファイ
ルの1つが最適化の過程で移動してしまい、このためにパフォーマンスを劣化させる可能性
があります。

このような理由から、Mac OS Xシステムを実行するハードディスクを最適化してもほとんど
役に立ちません。ただし、ディスクがほぼ一杯になっており、しばしば巨大なファイルを作成、
あるいは変更する場合には断片化の可能性もあります。この場合には、最適化する価値があ
るかもしれません。ディスクを最適化するための他社製ユーティリティは、いくつか入手可
能になっています。
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付録E：
トラブルシューティング

Mac OS Xベースのシステムのトラブルシューティングに関する基本的な提案をいくつか示し
ます。このようなアイディアを試しても、問題が続く場合には、追加のAppleCareサポート
（www.apple.co.jp/support/products/proplan）およびアップルサポートデータベース
（www.apple.co.jp/support）を参照してください。また、問題が発生している製品のデベ
ロッパのサポートWebサイトもご確認ください。

X Lab（www.thexlab.com）は、高度なトラブルシューティングに関するリソースである
「Troubleshooting Mac OS X」を発行しています。Mac OS Xの使用およびトラブルシュー
ティングに関する書籍についての情報は、www.apple.co.jp/macosx/books/appsを参照
してください。

新しいハードウェアあるいはソフトウェア

新しいハードウェアやソフトウェアを問題が発生する直前にインストールしている場合に
は、以下の方法をお試しください。

ハードウェア

• RAM、ストレージデバイス、アダプタカード、そしてUSBデバイスをチェックします。

• デバイスを取り外し、問題点を再テストします。

•（RAMなどの）ユーザが交換可能なコンポーネントを、問題の発生していないハードウェ
アと入れ替えます。

• プロフェッショナルパブリッシング環境では、ディスクの空きスペースを少なくとも5GBか
ら7GBに保つよう推奨されてます。パフォーマンスの問題は、しばしばディスクの空きス
ペース不足が原因です。

ソフトウェア

ソフトウェア、フォント、ユーティリティ、アプリケーションの環境設定のソースにウィルス
が含まれている可能性があります。

• ソフトウェアのインストールの前後にディスクユーティリティで「ディスクのアクセス権を修
復」を実行します。

• デベロッパのWebサイトを確認し、ソフトウェアが最新バージョンであること、Mac OS X
v10.3互換であることを確認します。疑わしいアプリケーションをアンインストールしてか
ら再確認します。
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時としてソフトウェアの問題は、特定のユーザアカウントに関係している場合があります。
これを判断するには新しいユーザを作成し、このユーザでログインして問題を再確認して
ください。もし問題が発生しなくなっていれば、自分のデータを新しいアカウントに移動
し、古いアカウントを削除します。以下のステップに従ってください。

1.元のユーザでログインします。

2.データをすべて共有フォルダに移します。

3.ログアウトします。

4.新しいアカウントでログインします。

5.データを共有フォルダから、新しいアカウントの適切なフォルダに移します。

6.古いアカウントとこれに属するフォルダを削除します。

データを削除する前に、常にデータのバックアップを取るようにしてください。

環境設定

アプリケーションの環境設定が壊れてしまうことがあります。この場合、壊れたファイルを
削除し、そのアプリケーションの新しい環境設定ファイルを作成する必要があります。

環境設定ファイルは、システム共通の2ヶ所に保存されています。1ヶ所めは、起動ボリュー
ムのライブラリ/Preferencesフォルダ（<起動ボリューム>/ライブラリ/Preferences）です。
このフォルダには、すべてのユーザが共有する環境設定が含まれています。もう１つの場所
は、ユーザのライブラリ/Preferencesフォルダ（~/ライブラリ/Preferences）で、ここに含ま
れる環境設定は他のユーザが共有していません。どちらのフォルダについても、アプリケー
ションに対するユーザのカスタム設定を含んでいる「アプリケーション名.plist」というファイル
を探してください。このファイルをフォルダから出して、アプリケーションが見つけられない
ようにしてから、もう一度アプリケーションを開きます。ソフトウェアが新しい環境設定ファ
イルを作成します。これで問題が解決したら、古い環境設定ファイルを削除します。

こうしたタスクをいつ実行すれば良いのか、どの設定に影響があるのかについてはアプリケー
ションのデベロッパにお問い合わせください。また検索語に「plist」を使用してAppleのサポー
トサイト（www.apple.co.jp/support/）を検索し、Mac OS Xのどの項目が壊れたplistファイル
の影響を受けるのかを確認します。

システムキャッシュ

Macintoshシステムのパフォーマンスを改善することを目的として、高速でアクセスできる
ように、さまざまな情報がキャッシュに保存されています。まれに、このようなキャッシュ
の1つが壊れることがあります。キャッシュが壊れた場合に発生する典型的な問題として、
フォントが正しく表示されない、あるいはプリンタが動作しないといった例が挙げられま
す。ユーザはFinderから、壊れたキャッシュを削除することができます。
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クリーンインストール

上記のステップが成功せず、（ディスクユーティリティを実行して）ハードディスクが壊れて
いないことを確認したら、データをアーカイブして、Mac OS Xのクリーンインストールを
実行する必要があります。

発生している問題がネットワークに関係している場合には、現在のネットワーク設定を再イ
ンストールに含めないでください。「アーカイブしてからインストール」オプションを選択し
た場合、特定のアプリケーションを再インストールする必要があるかも知れませんが、多く
の場合、データは保たれます。以前の「システム」フォルダはハードディスクの一番上の階層
に置かれています。使うことはできなくなりますが、新しい「システム」フォルダに項目を移
動することはできます。必要なファイルをすべてコピーし終えるまで、古い「システム」フォ
ルダを削除しないでください。「アーカイブしてからインストール」オプションの詳細につい
ては、「Mac OS Xをインストールする」の項を参照してください。

トラブルシューティングに関する追加リソースがアップルのTech Info Library
（til.info.apple.co.jp/techinfo/25392）にあります。

システムキャッシュに関する追加情報が必要な場合、
til.info.apple.co.jp/techinfo/25398をごらんください。
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付録F：ハードディスクを
フォーマットする

Mac OS Xをインストールする前に、ハードディスクを再フォーマットする必要はほとんどあ
りません。ただし、ファイルシステムを検証中に重大な問題が発見された場合、あるいは
ディスクがOS拡張フォーマット（HFS+）になっていない場合には、再フォーマットが必要
です。

ハードディスク上のボリュームをフォーマットすると、含まれるファイルはすべて完全に消去さ
れてしまいますので、再フォーマットする前に、重要なファイルの最新のバックアップを取る
ようにしてください。

ディスクユーティリティを使用する

Mac OS X Installer CDには、ディスクのフォーマットやパーティションを行うディスクユー
ティリティというアプリケーションが含まれています。この項ではフォーマットおよびパー
ティション化の手順について説明します。ディスクが既にパーティション化されているか、
1つあるいは複数のボリュームが必要かによって、適切な項目を選んでください。

ディスクを消去して、単一のボリュームを作成する

このタスクは、現在単一のボリュームを含んでいるか、複数のボリュームを含んでいるかに
関わらず、ディスクのすべてのファイルおよびボリュームを完全に消去します。単一の大き
なボリュームが作成されます。

1.重要なファイルのバックアップコピーを取ってあることを確認してください。

2.コンピュータをMac OS X Install Disc 1 CDから起動します。（コンピュータをCDから起動
するには、起動音が聞こえたら「c」キーを押し続け、アップルのロゴが表示されたら指を
離します。）

3.「ファイル」メニューから「ディスクユーティリティを開く」を選びます。

4.「消去」タブを選択します。
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フォーマット用語

フォーマット（消去） ディスクをフォーマットあ

るいは消去すると、ディスク上の重要なデータ

構造が再書き込みされて、それ以前に含まれて

いたすべてのファイルとフォルダを効果的に消去

します。

パーティション 1台のハードディスクをボリュー
ムと呼ばれる複数の仮想ドライブに分割するこ

と。各ボリュームはFinderで独立したディスクア
イコンとして表示されます。（パーティションとボ

リュームは同じ意味です。）

ボリューム パーティション化されていないハー

ドディスク全体、あるいはハードディスクのパー

ティションされた部分です。



5.ディスクユーティリティウインドウの左側にあるディスクのリストから消去するディスクを選択
します。（このリストで、ボリュームはアイコンの隣に名前が、ディスクはサイズがそれぞれ示
されています。）

6.「ボリュームフォーマット」ポップアップメニューから、「Mac OS拡張」を選択します。

7.「名前」欄に、作成するボリュームの名前を入力します。

8. Mac OS 9ドライバをインストールするには、「Mac OS 9ディスクドライバをインストール」をクリ
ックします。

9.「消去」をクリックして、ディスクを消去します。

ディスクを消去して、複数のボリュームを作成する

このタスクは、ディスクからすべてのファイルを完全に消去します。既存のボリュームは消
去され、指定した新しいボリュームで置き換えられます。

1.重要なファイルのバックアップコピーを取ってあることを確認してください。

2.コンピュータをMac OS X Install Disc 1 CDから起動します。（コンピュータをCDから起動
するには、起動音が聞こえたら「c」キーを押し続け、アップルのロゴが表示されたら指を
離します。）

3.「ファイル」メニューから「ディスクユーティリティを開く」を選びます。

4.「パーティション」タブを選択します。

5.ディスクユーティリティウインドウの左側にあるディスクのリストからパーティションするディ
スクを選択します。（このリストで、ボリュームはアイコンの隣に名前が、ディスクはサイズが
それぞれ示されています。）

6.「ボリュームの方式」ポップアップメニューから作成するボリューム数を選択します。

7.パーティションをドラッグするか、パーティションを選択し、「サイズ」欄に数字を入力して、
ボリュームのサイズを変更します。

8.ボリュームを選択し、「名前」欄に作成するボリュームの名前を入力して、各ボリュームに名前
を付けます。

9.「ボリュームフォーマット」ポップアップメニューから、「Mac OS拡張」を選択して、各ボリュー
ムのフォーマットを設定します。

10.Mac OS 9ドライバをインストールするには、「Mac OS 9ディスクドライバをインストール」をク
リックします。

11.「パーティション」をクリックして、ディスクをパーティションします。
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パーティション化すべきか否か？
Mac OS Xユーザの多くについて、単一のパー
ティション（ボリューム）を推奨します。新しい

Macを入手すると、単一のボリュームになって
います。ただし、Mac OS 9で複数のボリューム
を使った作業に慣れている場合、Mac OS Xで
もそうすることはできます。

ドライブで単一のボリュームを使用すると、ファ

イルの整理が簡単になります。ドライブをパー

ティションする場合、よく考える必要があります。

どのように仕事を進めるか、どこにファイルを保

存するかについて考えてください。次に、それぞ

れのボリュームに適切なサイズを決める必要が

あります。サイズが適切でない場合、最終的に

片方のボリュームがいっぱいになり、もう一方の

ボリュームはほとんど空ということになりかね

ません。この場合には、（中身を消して）ドライ

ブを再パーティションするか、ファイルを整理す

るやり方を変更しなければなりません。

Mac OS Xを複数のボリュームを含むドライブに
インストールすることができます。Mac OS Xは、
十分な空きスペースがある限り、どのボリューム

でも動作します。必要であれば、一部のボリュー

ムの内容を消去して、データをほかのボリューム

に保存することができます。
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単一のボリュームのファイルを消去する

このタスクは、パーティションしたシステムの単一のボリュームからすべてのファイルを消
去します。ボリュームのサイズは変更されず、ディスク上の他のボリュームには影響があり
ません。

1.重要なファイルのバックアップコピーを取ってあることを確認してください。

2.コンピュータをMac OS X Install Disc 1 CDから起動します。（コンピュータをCDから起動
するには、起動音が聞こえたら「c」キーを押し続け、Appleロゴが表示されたら指を離し
ます。）

3.「File」メニューから「ディスクユーティリティを開く」を選びます。

4.「消去」タブを選択します。

5.ディスクユーティリティウインドウの左側にあるディスクのリストから消去するディスクを選択
します。（このリストで、ボリュームはアイコンの隣に名前が、ディスクはサイズがそれぞれ示
されています。）

6.「ボリュームフォーマット」ポップアップメニューから、「Mac OS 拡張」を選択します。

7.「名前」欄に、ボリュームの名前を入力します。

8.「消去」をクリックして、ディスクを消去します。

追加リソース

Tech Info Library（til.info.apple.co.jp）に追加情報があります。

ファイルシステムエラーの解決に関する詳細については、
til.info.apple.co.jp/techinfo/106464 または
til.info.apple.co.jp/techinfo/107392 を参照してください。

修復の権限に関する情報については、
til.info.apple.co.jp/techinfo/106712を参照してください。

ファイルのバックアップについては、
til.info.apple.co.jp/techinfo/25498 を参照してください。
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付録G：Font Book

Mac OS X v10.3 “Panther”には、新たに強力なフォント管理機能を持つアプリケーション
「Font Book（フォントブック）」が搭載されました。現在の他社製フォント管理アプリケーショ
ンを使用しないなら、Font Bookに使用するフォントを追加するようお薦めします。Font
Bookでは、ご使用になるタスク、プロジェクト、そしてソフトウェアアプリケーションといっ
た目的ごとに「コレクション」と呼ばれるフォントのセットを作ることができます。

Font BookはMac OS Xの推奨するフォントの場所ならどこからでも、フォントを表示させる
ことができます。さらに詳しい情報は、55ページの「どこにフォントをインストールするの
か」を参照してください。

フォントコレクション

Font Bookには、「コレクション」と呼ばれるフォントのグループを作る機能があります。こ
れらのコレクションは、お使いになるフォントを系統立てて管理し、簡単にフォントを見つ
けるための手助けをします。いくつかのコレクションはMac OS Xで用意してありますが、も
ちろんユーザが自分でカスタマイズすることも可能です。コレクションは、主にフォントパ
ネルでフォントを表示して見るために使用されます。また、システムにあるフォントを大き
なグループごと有効化、無効化することも可能です。
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フォントの検索
Mac OS X v10.3 “Panther”のフォント検索機能
は、たとえライブラリに無数のフォントがあって

も、必要なフォントを素早く見つけ出すことを可

能にしています。HelveticaやTimesなどのフォ
ントファミリーの名前だけでなく、BoldやItalic
といったタイプフェイスの名前での検索もできま

す。後者の方法は、もしフォントの名前がわから

なくても、的確なフォントを探すことができるの

で便利です。例えばCondensed Boldで検索す
ると、これらのフォントファミリーの中からBold
とCondensedの両方のタイプフェイスをもった
フォントだけを表示することができます。



「すべてのフォント」コレクション

お使いのシステムで、デフォルトとなっているフォントのコレクションは「すべてのフォント」
です。このコレクションでは、そのコンピュータがすぐに使用できる状態にあるフォントが
すべて表示されます。これはお使いのシステムでどこにフォントが保存されているか、ある
いはネットワーク上のどこでフォントを共有しているのかを示す、特別なコレクションです。

• ユーザ これらのフォントは、そのユーザのライブラリにある「Fonts」フォルダにインストー
ルされています。ここにあるフォントは、インストールしたユーザだけが使用できます。

• コンピュータ これらのフォントは、システム/ライブラリ/Fontsと、ライブラリ/Fontsにに
インストールされています。これらのフォントはそのシステムのすべてのユーザが使用でき
ます。

• ネットワーク ネットワーク上に共有フォントのサーバがある場合は、このコレクションに
表示されます。

Font Bookにフォントをインストールするには

Font Bookにフォントを追加する方法は2つあります。いずれの場合もインストールが完了し
た時点でフォントが自動的にアクティブになります。その後で、物理的に移動させる必要な
く、特定のフォントを一時的に無効にしたり、特定の作業用のフォントを有効にするといった
作業が可能になります。

Finderからインストールする

FinderからFont Bookにフォントを追加するには、まずFinder上で追加したいフォントファ
イルをダブルクリックします。すると自動的にFont Bookが起動し、そのフォントに含まれる
文字（キャラクター）のプレビューを表示します。（追加するフォントがPostScriptフォントの
場合には、プリンタフォントではなく、スクリーンフォントをダブルクリックするようにして
ください。）フォントサンプルの上のポップアップメニューには、そのフォントで利用可能な
スタイルが表示されます。

選択したフォントをインストールするには、「フォントをインストール」をクリックするだけです。
フォントがどこにインストールされるかは、Font Bookの環境設定で選択した内容によって決
まります。
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Font Bookでのフォント管理
プロフェッショナルデザイナーは、無数のフォン

トを扱うことでしょう。これらのフォントを系統

立てて管理するための唯一の方法は、コレクシ

ョンを作ることです。以下のいくつかの方法に

より、膨大なフォントライブラリを楽に管理する

することができます。

• アルファベットで整理する フォントをアルファ

ベットのグループ、A-D、E-Hといった具合に整
理します。ただしこの方法で整理したフォントを

すばやくナビゲーションできるのは、フォントを

名前で探す場合です。

• プロジェクトの名前で整理する　個々のプロ
ジェクトごとに、使用するフォントを分類してお

けば、必要なフォントがすぐに見つけられます。

• クライアントで整理する　数多くのクライアント
ごとに、固有のフォントセットが必要な場合は、そ

れぞれにコレクションを作り、作業ごとに切り替え

るようにするとよいでしょう。

コレクションはいくつでも作成することができま

すので、これらのテクニックをすべて、またはこ

れ以上にさまざまな方法を使ってフォントを管

理することができます。フォントファミリーはそ

れぞれ、複数のコレクションに入れておくことが

可能です。
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環境設定ウインドウの下部に、「インストール時に常にフォントファイルをコピーする」とい
うチェックボックスがあります。この環境設定が無効（デフォルト設定）になっている場合、
Font Bookが現在のハードディスクにインストールしたフォントはすべて指定されたインス
トール場所に移動し、以前のディスク場所やディレクトリに関係する構成はすべて失われる
ことになります。フォントが別のボリュームにある場合は、指定されたFont Bookのインス
トール場所にコピーされます。

Classic環境をシステムにインストールしてある場合、フォントをインストールする場所は全
部で3ヶ所あります。デフォルトの動作は、上記のようにFont Bookの環境設定から設定す
ることができます。Classicをインストールしていない場合でも、「Classic Mac OS用」ラジオボ
タンを利用することはできますが、インストールのデフォルト場所は「このコンピュータのす
べてのユーザ用」になり、フォントは「<起動ボリューム>/ライブラリ/Fonts」ディレクトリ
にインストールされます。

「自分専用」を選択した場合、フォントがインストールされる場所は「~/ライブラリ/Fonts/」
になります。

フォント（あるいはフォントを含むフォルダ）を必要な場所に直接ドラッグすることで、設定
したインストール場所に優先することができます。

ドラッグアンドドロップでインストールする

あらかじめFont Bookを起動しておき、フォントファイルを含むフォルダをFont Bookの「コレ
クション」リストにドラッグしてフォントのインストールをすることもできます。リストにフォル
ダを1つだけドラッグした場合、新しいコレクションは、一番上の階層のディレクトリ名を持
ちます。
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フォントのプレビュー
一度フォントをインストールすれば、プレビューメ

ニューからプレビューの方法を選べるようになり

ます：

• サンプル 標準的なアルファベットのでのキャ

ラクタ表示方法です。

• レパートリー そのフォントに含まれる字形が

すべて表示されます。

• カスタム そのフォントを使って、お好みのテ

キストを自分で入力することができます。（これ

はユーザがプレビューウィンドウに入力できる

唯一の方法です。）

すべてのフォントプレビューのモードで、フォン

トの表示サイズを幅広く変えることができます。
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複数のフォルダをドラッグすると、ディレクトリが１つのセットにまとめられて、Font Book
が新しい名前を付けます。（フォントリストから選択するのではなく、Finderからフォルダ
をドラッグしてコレクションを作成した場合、Font Bookに同じフォントが追加されること
があります。重複したフォントの取り扱いに関するヒントについては、「重複するフォント」
を参照してください。

フォントを使用停止にする

Font Bookを使用して、フォントを使用可能にすることなく、Mac OS Xのいろいろなフォン
トディレクトリに保存することができます。この使用可能や使用停止はFont Bookにより制
御されており、Finderで見ても、フォントの状態を判断することはできません。

前に述べたように、フォントはFont Bookに追加した時点で、自動的に使用可能になります。
あるフォント（あるいはコレクション全体）を使用停止するには、これを選択して、フォント
あるいはコレクションウインドウの下にある「使用停止」ボタンをクリックします。

（コレクションに対して「使用停止」ボタンを使用すると、2通りの結果が得られます。「環境
設定」で「コレクションのみ」に設定している場合、Mac OS Xの「Font」パネルで該当するフォ
ントコレクションが使用停止になります。ただし、それ以外のアプリケーションメニューで
は、そのフォントは使用可能なままとなります。「コレクション内のすべてのフォント」を選
択している場合、「使用停止」ボタンによって、すべてのコレクションとそのコレクション内の
フォントが使用停止になります。）

フォントやコレクションを再び使用可能にするには、必要な項目を選択し、ウインドウの下部
にある「使用可能」ボタンをクリックします。使用停止になっているフォントは、名前の隣に
「切」が表示されます。Font Bookは適宜、自動的にボタンの「使用可能」と「使用停止」のラベ
ルを切り替えます。
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重複するフォント

しばしば特定のジョブに対してフォントのグループを受け取る場合、セットを追加し、ジョ
ブを実行して別のセットを追加する前に、このセットと関連づけられたフォントを削除する
ことになります。これにより、「システム」フォルダにフォントが重複することがなくなります。

もしフォントが重複した場合には、混乱を避けるためにMac OS Xがそれぞれの名前に番号
を追加します。この番号は、同じ名前のフォントを同じディレクトリに追加するたびに、１
つずつ増えていくことになります。例えば、プリプレスショップで、１日当たり10のジョブ
を実行するものとします。Helveticaフォントがすべてのセットに含まれている場合、その日
の終わりには、Helveticaのコピーが10となり、Finderでフォルダを見ると、Helveticaから
Helvetica-9という名前のフォントが見つかることになります。

「Font」パネルとフォントリストには、使用可能になっているHelveticaのみが表示されます
が、Font Bookからは、すべての重複したフォントにアクセスすることができます。ただし、
Finderで区別するための追加番号は見えません。従って、実行するジョブごとに使用する
Helveticaのバージョンを選択する方法が必要になります。Font Bookには、重複するフォン
トから特定のフォントを使用可能にする自動と手動の方法があります。

Font Book内で重複するフォントの問題を自動的に解決するには、「編集」→「重複を解決」の
順に選択します。「重複を解決」を選択する前に、リストからフォントが選択されていないこ
とを確認してください。Font Bookが、自動的に「~/Library/Fonts」でロードされた最後の
フォントを使用可能なフォントに設定します。

あるいは、手動でフォントの重複を解決することもできます。このためには、使用可能にす
るフォントをクリックし、「編集」→「重複を解決」の順に選択します。選択したフォントが使
用可能になり、重複するフォントがすべて使用停止になります。
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重複するフォントはそれぞれ、各セットに複製されています。使用可能にするフォントを選ん
でいる時に、このようなフォントを区別するためには、カーソルをリストにある重複フォント
のいずれかの上に合わせます。黄色いメモが浮き出して、場所を含む、そのフォントの詳細
な情報を表示します。

重複するフォントから、使用可能なフォントを自動、手動のどちらで選択した場合も、名前
の隣にドットを持つものを除いて、そのフォントのすべての例が表示されます。ドットのな
いフォントが使用可能なフォントです。

日本語PostScriptフォントでは、フォントのインストールに専用のインストーラを使用するも
のがあります。この場合、フォントのインストール先は自動的に「<起動ボリューム>/ライブ
ラリ/Fonts」か、「<Classicに割り当てたMac OS 9のシステムフォルダ>/フォント」になりま
す。これらのフォントの中には、インストーラが指定した以外の場所にフォントをインストー
ルすることを許可していないものもあります。

Font Bookでは、フォントのファイルを元々あった場所ではなく、環境設定で指定した場所に
移動、あるいはコピーして使用しますので、フォントの使用許諾許可に触れないよう注意して
ください。フォントの使用許諾許可については各フォントベンダーにお問い合わせください。
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付録H：
追加情報

革新的な新技術と、使いやすさを兼ね備えたMac OS X v10.3“Panther”。ここまでの内容で、
すでにMac OS Xのシステムに移行し、管理し、またトラブルシューティングをするための準
備は整ったようです。とはいえ、プリント、デザイン、パブリッシング、またはそれ以外のクリ
エイティブ作業の中においては、さらに情報が必要になる場合もあるでしょう。このセクシ
ョンでは、アップルと他社製の製品について、よく使用すると思われる情報を並べました。
このセクションは、情報を集める目的でのみ作成されており、アップルがこのガイドに記載
した他社製品を推奨、サポートするものではありません。

Webサイト

• www.apple.co.jp/pro クリエイティブプロフェッショナルのための情報。事例、関連情報、
イベントやセミナーのリンクなど。

• www.apple.co.jp/macosx/ Mac OS X v10.3アプリケーションのお知らせ、技術情報。

• www.apple.co.jp/downloads/macosx/ Mac OS Xソフトウェアのダウンロード。

• guide.apple.com/jp/ 23,000以上ものMac用ハードウェア、ソフトウェア製品のオンライ
ンカタログ。

• www.apple.co.jp/support/ アップルの製品サポートと技術情報ライブラリ、トラブルシ
ューティングの情報。

• www.versiontracker.com（英語） Mac OS X用のソフトウェアとアップデートの情報。自
動的に最新のリリース情報が更新される。

• www.macosxlabs.org（英語） Mac OS Xについての知識を高めるための先進的な研究サ
イト。Mac OS X Labsが目指すのは、Mac OS Xのインストールやメンテナンスの作業をシン
プルにすることです。

出版物と情報

• www.apple.co.jp/macosx/books/ Mac OS Xの関連書籍のご案内。

•「Mac OS X DTP導入・移行ガイド」（毎日コミュニケーションズ）

• Mac OS X v10.3 Killer Tips (www.peachpit.com／英語) 結果を素早く出すために、プロが
必要とする知識を集めてあります。

• The Mac OS X Conversion Kit: 9 to 10 Side by Side, Panther Edition (www.peachpit
.com／英語) 左ページでMac OS 9の特定の操作をどのように行うかを表示し、右ページに
はPantherで同じ操作を実行する方法を解説しています。

• The X Lab (www.thexlab.com／英語) Mac OS Xのトラブルシューティングと、最新のト
ラブル解決法の情報。

• Panther Tips & Tricks (www.maclifestyle.com／英語) 手早くプロのようにMac OS Xを使
いこなすためのeBook。
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最先端のフォントマネージメント

• FontAgent Pro (www.insidersoftware.com／英語) フォントの修復と管理。

• Extensis Suitcase (www.swtoo.com/product/extensis/application/suitcase/
suitcase10j.html) フォントの検索とプレビュー、必要なフォントの有効化を行うツール。

• Master Juggler (www.senko-corp.co.jp/) Mac OS X上でフォントの検索、プレビュー、
必要なフォントを有効化など、プロレベルのフォント管理を行う。

フォントユーティリティ

• Adobe Type Manager Light (www.adobe.co.jp/) Classicアプリケーション上でフォント
の滑らかな表示を行うための無償のユーティリティ。

• Apple Font Tools (developer.apple.com/fonts/OSXTools.html／英語) Mac OS Xでコマ
ンドラインを使用する無償ツール。

Windowsコネクティビティ

• Thursby Software (www.thursby.co.jp) MacとWindowsのネットワークを強化するため
のソフトウェア。

ファイル共有

• SharePoints (www.hornware.com／英語) どのMac OS Xのフォルダにも簡単にピア・ト
ゥー・ピアのソリューションを実現します。

ファイルバックアップユーティリティ

• Carbon Copy Cloner (www.bombich.com／英語)

• Data Backup X (www.prosofteng.com/products/data_backup.php／英語)

• FWB Backup ToolKit (www.versiontracker.com／英語)

• Norton SystemWorks for Macintosh (www.symantec.com/region/jp/mac) Retrospect
Expressが含まれています。

• Retrospect (www.dantz.com/jp)

• Tri-BACKUP (www.tri-edre.com／英語)

スキャナ

もしお使いのスキャナがMac OS Xをサポートしていなかった場合、他社製のオプションがい
くつかあります。

• SilverFast Ai (www.silverfast.com／英語)

• VueScan (www.hamrick.com／英語)

他社製のスキャナドライバの情報は、www.apple.com/downloads/macosx/drivers（英語）
を参照してください。

メンテナンスユーティリティ

Mac OS Xには、ディスクユーティリティとコマンドラインツールのfsckの、2つのディスク
修復ユーティリティが含まれています。「ファイルシステム修復のためにfsckを使用する理由
とその方法」。(til.info.apple.co.jp/techinfo/106214)には、これらのツールの使い方のガイ
ドラインがあります。

ディスクメンテナンスやトラブルシューティングのソフトウェアを使用する前には、常にデータ
のバックアップを取るようにしてください。またデベロッパのサイトで、使用するソフトウェアと
お使いのシステムとの互換性を確認してください。
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• Disk Warrior (www.senko-corp.co.jp) 

• Drive 10 and Tech Tool Pro (www.micromat.com／英語) 

• Font Cache Expunger (www.elara.com／英語)

• Norton Utilities for Macintosh (www.symantec.com) 

• Panther Cache Cleaner (www.northernsoftworks.com／英語)

• Printer Setup Repair (www.fixamac.net／英語) 

その他のツール

• Print Window (www.swssoftware.com／英語) Finderからフォルダリストを印刷するこ
とを可能にします。

• Trash It (www.nonamescriptware.com／英語) ごみ箱のアイテムを強制削除するための
AppleScript。

• WindowShade X (www.unsanity.com／英語) ウィンドウシェードの追加と、Finderウィ
ンドウの最小化。
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付録：
移行チェックリスト

1.ハードウェアを確認します。

（第１項はアップグレードの場合のみ適用されます。新しいMacintoshに移行する場合には、
この項目をスキップしてください。）

お使いのMacでMac OS Xでの動作が可能か確認してください

コンピュータにはプロセッサアップグレードカードを搭載していますか？

□ いいえ □ はい（Mac OS Xとは組み合わせることができません）

以下の要件を満たしていますか？

□ 128MB以上の実装メモリ（推奨1GB）

□ 内蔵ディスプレイまたは、アップル純正ビデオカードに接続したディスプレイ

□ 2GB以上のハードディスク空きスペース（推奨8GB）

2.サードパーティ製ハードウェアおよび周辺機器がMac OS X環境で動作するかどうかを確認
します。

項目 Mac OS Xをサポート サードパーティ製

しているか？ ドライバが必要か？

1. _____________________________________ □ □

2. _____________________________________ □ □

3. _____________________________________ □ □

4. _____________________________________ □ □

5. _____________________________________ □ □

6. _____________________________________ □ □

3.画像編集およびページ編集ソフトウェアを確認します。

ソフトウェア名 バージョン Mac OS 9のみ Mac OS 9と Mac OS Xで使用可能な

Mac OS X 最新バージョン

1. ______________________ _______ □ □ _____________

2. ______________________ _______ □ □ _____________

3. ______________________ _______ □ □ _____________

4. ______________________ _______ □ □ _____________

5. ______________________ _______ □ □ _____________

6. ______________________ _______ □ □ _____________
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4.フォント管理ソフトウェアを確認します。

ソフトウェア名 バージョン Mac OS 9のみ Mac OS 9と Mac OS Xで使用可能な

Mac OS X 最新バージョン

1. ______________________ _______ □ □ _____________

2. ______________________ _______ □ □ _____________

3. ______________________ _______ □ □ _____________

5.インターネットアプリケーションを確認します。

ソフトウェア名 バージョン Mac OS 9のみ Mac OS 9と Mac OS Xで使用可能な

Mac OS X 最新バージョン

1. ______________________ _______ □ □ _____________

2. ______________________ _______ □ □ _____________

3. ______________________ _______ □ □ _____________

4. ______________________ _______ □ □ _____________

5. ______________________ _______ □ □ _____________

6. ______________________ _______ □ □ _____________

6.ビジネスアプリケーションを確認します。

ソフトウェア名 バージョン Mac OS 9のみ Mac OS 9と Mac OS Xで使用可能な

Mac OS X 最新バージョン

1. ______________________ _______ □ □ _____________

2. ______________________ _______ □ □ _____________

3. ______________________ _______ □ □ _____________

4. ______________________ _______ □ □ _____________

5. ______________________ _______ □ □ _____________

6. ______________________ _______ □ □ _____________

7.機能拡張およびコントロールパネルを確認します。

Mac OS Xが同等の機能を持っていることを確認するために（9ページ参照）、機能拡張を
チェックし、同等の機能がないものをリストアップします。該当する機能拡張のデベロッパ
に問い合わせて、類似のソフトウェアが入手可能か確認します。

項目 Mac OS Xをサポート サードパーティ製

しているか？ ソフトウェアが必要か？

1. _____________________________________ □ □

2. _____________________________________ □ □

3. _____________________________________ □ □

4. _____________________________________ □ □

5. _____________________________________ □ □

6. _____________________________________ □ □
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8. AppleScriptスクリプトを確認します。

AppleScriptをリストアップします。Mac OS Xにアップグレードしたら、AppleScriptスク
リプトが動作することを確認する必要があります。

1. ______________________________________________________________________________ 4. ________________________________________________________________

2. ______________________________________________________________________________ 5. __________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________________

3. ______________________________________________________________________________ 6. ________________________________________________________________

9. Mac OS 9のネットワーク設定を控えておきます。

TCP/IP設定

IPアドレス（またはDHCP)：________________ DNSサーバ：__________________________

サブネットマスク（またはDHCP）：____________ ドメイン名： __________________________

ルータ（またはDHCP）： __________________ 未使用：□

PPP設定

IPアドレス（またはDHCP)：________________ DNSサーバ：__________________________

サブネットマスク（またはDHCP）：____________ ドメイン名： __________________________

ルータ（またはDHCP）： __________________ 未使用：□

PPPoE設定

サービスプロバイダ： ____________________ パスワード： __________________________

アカウント名： ________________________ 未使用：□

AppleTalk設定

AppleTalkゾーン（該当する場合）： __________ ノードID： __________________________

ネットワークID： ______________________

10.電子メール設定を控えておきます。

電子メールアドレス：____________________ パスワード：__________________________

ユーザ名：____________________________ 受信メールサーバ： ____________________

送信メールサーバ：______________________ IMAPまたはPOPアカウント： ____________

11.最終ステップをそれぞれ実行したら、チェックします。

□ データのバックアップ

□ ファイルシステムの確認

□ Mac OS 9のアップデート

□ ファームウェアのアップデート

これで、Mac OS Xへのアップグレード、または新しいMac OS Xシステムへの移行の準備が
できました。
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さらに詳しい情報
Mac OS Xについて詳しくは、
www.apple.co.jp/macosxをご覧ください。以前
のバージョンのMac OSから、Mac OS Xへのアッ
プグレードに関する情報は、

www.apple.co.jp/macosx/upgrade/ques-
tions/howto.htmlをご覧ください。

*音声およびテレビチャットには、互換インターネットサービスプロバイダが必要です。また別途費用がかかる場合があります。
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